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交渉人は黙らない
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交渉者、協議者、折せっ衝しょう者しゃ。

ネゴシエーター。

時に交渉屋。またはネゴ屋。ネコ屋ではない。













序章






「アァ？　なんだ、アンタ」

　店内に響く威圧的な声に、抹茶アイスを掬すくうスプーンが止まった。

　語尾が尻上がりになる独特のイントネーション――どこぞのチンピラが紛れ込んでいるらしい。忠ただ範のりはスプーンを持ったまま、視線を上げる。

　向かいのテーブルにどかりと座ったチンピラと目が合い、睨にらまれた。

　文句でもあんのかこのクソジジイ……チンピラの下品な目つきがそう威い嚇かくしている。短く刈り込んだ髪に、派手な偽ミッソーニ風のセーター。年の頃は四十代半ば。忠範の顔を知らないとなると、チンピラの中でもかなりの下したっ端ぱだ。甘かん味み処どころにおける憩いこいのひとときを邪魔されるのは心外だが、まあ、こんな日もあるだろう。

　忠範は諦てい観かんの境地でチンピラから視線を外し、再び抹茶アイスを掬った。

　生クリームと絡ませて冷菓を口に運ぶ。濃厚な抹茶の香りと、甘すぎない生クリームの妙たえなるハーモニー。まったくもって、この店の抹茶白玉スペシャルパフェは絶品である。毎年二月にお目見えする、桜さくら道どう明みょう寺じとお薄うすのセットにも心引かれたが、また次の機会に賞味すればよい。

「根ね本もと不動産の方ですね。本日はご足労いただき、ありがとうございます」

「ハア？　アンタ誰。水みず野のはどうした」

　向かいの席には、チンピラの向かいにもうひとり――スーツ姿の男が座していた。背中しか見えないが、すっきりと姿勢がよく、まだ若いように思える。

「私は今後、水野友とも彦ひこさんの代理として交渉させていただく芽め吹ぶきと申します。よろしくお願いいたします」

「メブキだと？　なんだこりゃ、……ネ、ネゴ……ネゴチ……？」

「ネゴシエーター、です」

　むにゅん、と白玉の弾力を口の中で堪能しつつ、忠範は小さく笑ってしまった。

　おそらく、差し出された名刺の横文字はnegotiator――チンピラはそれが読めなかったのだろう。今年で七十になる忠範だって、ネゴシエーターくらいは知っている。そんなタイトルの洋画を観みた記憶もある。確か映画の中では、立たて籠こもり強盗だか誘ゆう拐かい犯はんだかを説得していた。交渉人、という意味らしい。

「アンタ、弁護士かよ？」

「いいえ。私は民間の交渉人です」

「……フン。で？　なんだってェの芽吹さん。もう水野さんと話はついてんだけどねえ」

「水野さんは敷金の返還を希望していらっしゃいます」

　ふむ、と忠範は白玉を呑み込んだ。不動産の敷金に関するトラブルらしい。根本不動産というと鵜う沢ざわ組ぐみの息のかかった連中が絡んでいるはずだ。

「なに言ってんだよ。原状回復義務ってのがあんだ。あんだけ部屋を汚しといて、敷金返せってのは道理が通らねえや」

「あんだけ、というのは具体的にどれくらいでしょうか」

「ハウスクリーニングからきた請求書、ちゃんと見せただろうが。壁紙のヤニ、畳たたみの焼け、風呂場のカビだってひでえもんだ」

「おかしいですね。水野さんは煙草たばこは吸われません」

「知るかよ。隠れて吸ってたんじゃねえのか」

「水野さんは嫌煙家なんです。大学の友人からも確認は取れています」

「ダチなんざ身内だろ。そんな話、証拠になるかよ」

「そのとおりです。ですが、隠れて吸っていたという証拠もないわけですよね？」

「……」

「あるんですか？」

「うるせえな。ねえよ」

　チンピラがいらいらと答える。芽吹と名乗った男はなかなかの美声を持ち、話しぶりはきわめて冷静だった。しかもチンピラ相手に一歩も引く様子はない。

　これはなかなか面白い寸劇になりそうだ――パフェのグラスを愛しむように撫でつつ、忠範は耳をすませる。

「お互い証拠がなければ無意味な水掛け論……と言いたいところですがね。実のところ、仮に水野さんが煙草を吸っていたとしても、壁紙の張り替え費用を負担する義務はありません。国土交通省のガイドラインによれば、壁紙についた煙草のヤニは通常の損そん耗もうとされています。畳の焼けや、風呂場のカビも同様に、住んでいれば当然損耗する部分です」

「なんだと？　そしたら貸し主は、部屋がどんだけ荒らされても文句は言えねえってのか？　ずいぶんじゃねえか、壁紙が真っ黄色で風呂場が黒カビだらけでも泣き寝入りかよ！」

「程度問題、という話です」

　忠範は粒あんとバニラアイスをスプーンに載せた。

　これもまた、素晴らしい組み合わせである。なめらかなバニラアイスと、粒あんのリズミカルな舌触り――和と洋の織りなす甘味のコラボレーションを楽しみつつ、忠範は芽吹なる男のぶつ演説を聴く。

「いいですか、原状回復義務というのは、部屋をなにからなにまで最初の状態に戻すという意味ではありません。畳が陽に焼けるからといって、窓を閉め切って生活する人がいますか？　カビだって、日本の気候ではいくらかは発生してあたりまえです。カビを生えさせないために、バスルームを使わないで銭湯に通う人、いますかね？」

「いや、それは……」

「おまけに窓を閉め切って陽を遮さえぎろうにもこの物件、雨戸ありませんよね。つまり誰も借りてなくても、畳は焼けます。違いますか？」

「まあ……多少はな……」

「多少じゃなくて、通常の範囲で焼けます。むしろ、窓にカーテンがついているぶん、借り主がいる状況のほうが焼けないくらいです。つまり今回の場合、借り主である水野さんが善管注意義務と保管義務を怠おこたったとは考えられません。それから、これ。ここの玄関ドアの蝶ちょう番つがいの交換って、なんですか？　水野さんに話を聞きましたが、壊れてはいなくて、多少緩んでいるくらいだそうですね。玄関ドアって、毎日何度も開け閉めするものでしょう？　少なくとも私の知り合いには、念力でドアをすり抜けて部屋に入る人はいません。日に何度も開け閉めしてたら、蝶番が少しくらい緩むケースもあり得る。というか、そもそもその程度の建てつけのドアだということですよ。それを借り主の責任にするのは、無理がありすぎます」

「だからよ、それも、普通より乱暴な開け閉めが……」

「普通より乱暴な開け閉めがあったという証拠を提示できますか？　証拠がないとただの言いがかりだと疑われる可能性があります。それにこの請求書……ワンルームのハウスクリーニングが十七万円って、いくらなんでもねえ」

　圧倒的に芽吹が優勢だった。

　チンピラはこめかみに血管を浮かべて、なんとか言い返す言葉を探している。

　と、芽吹が突然口調を変える。今までの緊張感をいくらかほどき、「そういえば、まだお名前を伺っていませんでした」と愛あい嬌きょうすら滲にじむ声を出した。

「根本不動産の社員さんで？」

「いや、俺は根本不動産の人間じゃねえけど……その下請けの会社のモンで、葛くず本もとってんだ」

　そこへ店員がふたりにクリームあんみつを運んできた。チンピラ葛本は怪け訝げんな顔で「頼んでねえぞ」と言う。

「あ、私が頼んだんです。甘いもの、お嫌いですか？」

「いや……」

「それじゃ、どうぞどうぞ。私は大好きなんですけど、大の男がひとりで食べるのもねえ……おつきあいいただけると助かるんですが」

　葛本はしばしあんみつを見つめていたが、ふんぞり返っていた姿勢をヨイショと直し、「じゃあ、つきあうけどよ」とスプーンを取る。小さな目がぱちぱちと瞬またたきをし、「あんみつが好きだ」と正直に語っていた。

「ここのあんみつ、美味しいんですよ。やっぱりあんみつには黒くろ蜜みつだと思うんですよね」

「そらそうだ。黒蜜だ」

「求ぎゅう肥ひもね、柔らかくて……。ところで葛本さん、もしかして、西のご出身ですか？」

「え？　ああ、まあな」

「やっぱり。大阪ですか？」

「や。香か川がわだ」

　スペシャルパフェの上層部を制覇した忠範は、さらに抹茶ムース、生クリーム、スポンジが層を織りなす中盤戦に突入しつつ、会話の行方を追う。

「香川。高たか松まつですか？」

「琴こと平ひら町ちょう」

「ああ、こんぴらさん」

「行ったことあんのか」

　チンピラの声音が少しずつ変化していく。忠範は口元をにやりと引き上げた。

　抹茶のムースが美味だったのもあるし、芽吹という男の会話術にも感心したのだ。おそらく葛本が甘党であることはあらかじめ調べていたのだろう。だからこそ、普通の喫茶店ではなく甘味処に呼び出した。郷里の話を出すのも、相手との心理的距離を縮める基本的な作戦だ。

「私、あれ歌えますよ。こーんぴら船々、おいてにほかけてーシュラシュシュシュ」

「へえ、うまいじゃねえか。アンタも香川か」

「ええ、あっちのほうです」

　あっちのほう……実に曖あい昧まいである。むろん、わざと曖昧にしているのだ。

　だが単純なチンピラはすっかり、目の前の男を同郷だと思い込んでいた。

「じゃ、あのうどん屋知ってるか。十一号線で、中学校の手前のよ」

「あー、じいちゃんとばあちゃんがふたりでやっとるとこですか？　ダシがうまいとこ？」

　これまた絶妙な受け答えである。高松あたりの小さなうどん屋ならば、歳としのいった夫婦ふたりきりの経営は珍しくもない。そして讃さ岐ぬきはうどんのメッカだ。どこで食べてもたいがい、ダシも麺めんも美味である。

「そうそう。あそこはよ、イリコがきいとる」

　ふたりはひとしきり、うどん談義に花を咲かせた。

　芽吹という男は交渉の基本をよくわかっている。相手を巧みに誘導し、気持ちよく語らせ、様々な情報を引き出していくのだ。忠範がパフェの最終地点であるコーンフレークに辿り着く頃には、葛本はすっかりうち解けた雰囲気になっていた。

「ま、東京のうどんは絶望的ってことよ」

「賛成です。あの真っ黒なつゆにはげんなりです。……ああ、もうこんな時間だ。葛本さん、そろそろ話をまとめちゃいませんか。私もあまり、葛本さんを煩わずらわせたくないし」

「ならよ、水野にきっちり払わせろや」

「いやあ、勘弁してくださいよ。こっちも依頼人あっての商売ですからね。交渉決裂でした、じゃメンツが立ちません」

　それに、と芽吹は少し身体を前のめりにする。

「ここだけの話、水野さんの父親ってのがね、いろいろ知恵がまわるタイプなんです。ここでダメだと、次は私みたいな交渉人じゃなくて、弁護士に相談に行くんじゃないかな」

「そいつぁ……あんばい悪わりィな」

「ええ。私も法律は一通り勉強していますが、今回のケースだとやっぱり根本不動産の分が悪いんです。えーと、ほら、この資料、ハウスクリーニングの相場です。ワンルームなら、三万てとこなわけです、実際」

「まあな……」

「少額訴訟起こされたら、たぶんこの三十五万、まんま持ってかれますよ」

「…………」

　忠範はズズッとお茶を啜すする。甘いものを食べたあとなのでコーヒーでも注文したいところだが、今は佳境に入ったふたりの会話が気になる。

「ねえ葛本さん、私ならこれ、三十のバックでなんとかします」

「三十っておまえ、それじゃたいして変わらねえだろうが」

　いやいや、変わりますよ――芽吹はやや芝居がかった声を出した。

「本当に、ぜんぜん違います。うざったい内容証明が届いたりしないし、裁判所に呼び出されなくて済むし、根本不動産がトラブったなんて噂も立たない」

「噂、か」

「はい。おわかりでしょう？　こういうのって金だけの問題じゃあない」

「確かにな……ちょお、待てや。一度戻って、上に相談する」

「あ、そうですか。んー、即決は無理ですよね……そうですか……間に合うかな……」

「なにが」

「いえいえ。これはこっちの事情ですから」

「いいから言え」

　それがねえ、と芽吹は頭を掻かく。

　いくら『こっちの事情』でも隠されると聞いてみたくなるのが人情というものだ。もちろん芽吹はその心理を利用し、自分サイドの事情を主張する機会を作っている。

「実は、水野さんの母親も、これまた扱いにくい人でしてね。性格としては父親よりきついかなあ。ずっとピリピリしていて、私もこのあと一度電話を入れる約束になっているんですが、早く決着つけないなら、消費者生活センターに申し入れるとかなんとか……」

「ンだとォ？　ちっ……厄介な女だな」

「本当に。どうしてあのご両親から、あんなにおとなしい息子さんが生まれたんでしょうね」

「そりゃおまえ、つまり親が上からガンガン圧力かけて育てっから、あんなへろへろな野郎になるんだよ。教育が悪いわけよ、教育が」

「なるほど、やっぱり教育ですか」

　忠範は笑いを堪こらえるのに苦労する。教育が悪かったのはおまえのほうだろう。

「それじゃあよ、どうしたら一番簡単に済むってんだ？」

「はい、この書類にチョイとサインしてもらって、あとは三十万を振り込んでいただければ、これ以上騒がないように、私がご両親を説得します。……あ、振り込みご面倒ですよね。手数料もかかるし。そしたら、私がＡＴＭまでお供しますよ。その場で受取証もお出ししますし」

「このあとすぐか？」

「もちろん、葛本さんがご面倒でなければお振り込みで。通帳に記録が残りますけど……」

　舌打ちの音が聞こえる。できれば、通帳に記録を残したくないのだ。

　もともとの三十五万も本当に帳簿に入れているのか怪しいものだ。葛本は今、頭の中で必死に損得勘定をしているだろう。すでに芽吹の術中に填はまっているとは気づきもしない。

　そこで電話が鳴った。

　芽吹の携帯だ。どうやらメールの着信音だったらしい。すみません、と頭を下げてからメールを呼び出し「……もう、せっかちな人だなあ」と呟く。さらにぼそりとつけ足されたセリフは、

「警察なんかに行っても解決しないのに……」

　これに葛本は面白いほどの反応を返す。実に単純なチンピラだ。

「おい、なんだ。誰からのメールだ」

「いえ、あの、いいんです」

「よかねえだろ。ちっ、ほら、ＡＴＭ行くぞ。つきあえ」

　ほうら落ちた。もとい、交渉成立だ。

「えっ、はい、わかりました。あ、ここは私が――どうぞお先に」

「おう。なら、表で一服しとるわ」

　せかせかと葛本は表に出ていった。禁煙の店内を出るなり、煙草を咥くわえて火を点つける。フーと一服する顔にいくらか焦りはあるものの、とりたてて不服そうなニュアンスはない。

　葛本はこの交渉で損をしたとは思っていないのだ。三十万のマイナスではあるが、裁判で三十五万取られるよりは、プラス五万であり、さらに芽吹がほのめかした社会的なイメージダウンなどの損失も免まぬかれた。むしろ「話のわかる交渉人でよかった」と思っているかもしれない。

　芽吹という男、かなりの手て練だれだ。

　伝票を手にした芽吹はレジに向かうかと思いきや、くるりと踵きびすを返した。数歩進んで忠範のテーブルに歩み寄る。

　初めて顔が見える。

　忠範は無意識に目を見開いてしまった。これはまた――綺麗な顔をした男だ。

「申し訳ありませんでした」

　唐突に頭を下げられ、忠範はこの男が自分の正体を察しているのかと思いかける。

「すぐ隣でお騒がせしちゃって……おじいちゃん、せっかくのパフェまずくなったんじゃないかって心配だったんですよ」

　おじいちゃん――忠範は「はは」と短く笑った。

　忠範が誰なのかを知っていたら「おじいちゃん」と呼ぶはずがない。この男は単に、他の客に迷惑がかかったのではないかと懸念しているのだ。

「いやいや、気にしとらんよ」

「すみません、ほんと」

　もう一度深く頭を下げる。背中を丸めることもなく、気持ちのいいお辞儀をする男だった。

「わしは平気だよ。……兄さん、ネゴシエーターてやつかい。いろいろ大変そうだねえ」

「いえいえ、横文字つけて気取ってますが、なに、ただの交渉屋です」

　顔を上げると額の髪が少しだけ乱れて、それがなにやら色っぽい。けれど女々しい顔つきではなかった。眉は太くないが、きりりと凛り々りしく、くっきりした二重の目元は意志の強さを感じる。口元は少し緩めだが、そのぶん愛嬌が漂って感じがいい。

　だが、楽に世を渡るには難しい顔だ――忠範はそう判じた。ホストだのバーテンだの、客相手の水商売をするには聡明さが出すぎている。かといって堅気の会社員になるには、必要以上に色男すぎる。嫌みのない笑みを浮かべてはいるが、波乱の多い人生を送っているのではないか。

「事務所は緑みどり町ちょうに構えています。なにかありましたら、ぜひご利用を」
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　テーブルの上に名めい刺しが置かれた。

「ありがとうよ。――で、兄さん。本当の生まれはどこなんだい」

　芽吹が悪戯っぽく目を見開き、ふふ、と笑った。

「生まれも育ちも東京です。つゆの黒いうどんは大好物……内緒ですよ？」

　それだけ言うと、もう一度頭を下げて店を出ていく。

　窓の外から様子を見ると、葛本が芽吹になにか話しかけ、ガハハと大口を開けて笑っている。この様子ならばあっさり三十万をせしめるだろう。

「おまたせしました」

　和装の店員がコーヒーを運んでくる。もう顔なじみの女の子だ。

「いや、わしは頼んどらんよ」

「はい。さっきのお客さんからです。そこに座ってた、かっこいいほうの人。ご隠居さんの湯呑みがカラだから、きっと飲み物が入りようだろうって」

　これはやられたと、忠範は苦笑いを漏らす。

「ははは、そうか。わしも観察されていたか」

　羽織の襟えりを指先で直してから、ありがたくコーヒーに口をつけた。飲み慣れたブレンドを楽しみながら、テーブルの上の名刺をもう一度見る。

　芽吹章あきら――なかなか、侮あなどれない男だ。
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「はい。三十万、きっちり取り返しました」

　携帯電話を片手に、俺は事務椅子から立ち上がった。

「え？　ああ、ちょっとおっかないお兄さんでしたけど、ヤクザというよりはチンピラですね。大丈夫、うまく話をつけました。下手な恨みも買っていませんから、今後はなにも言ってこないはずですよ。ご安心ください」

　依頼人と話しながら、小さな給湯所に入る。

　そろそろ夜食を買いに行ったキヨが戻る頃だから、お茶の支度をしておこうと思ったのだ。左手に携帯を持ったまま、空いた右手でヤカンに水を注いだ。

　古いガス台に置き、火を点ける。

　世間ではオール電化が流は行やっているようだが、俺は点火の時に聞こえるボッという音と、揺れる炎を見るのがわりと好きだ。もっとも、この古いビルがオール電化になる日などまずこないだろう。改築するより取り壊して建て直したほうが早い。手をガス台にかざすと、指先がじんわり暖まる。二月の半ば、春は暦のうえばかりだが、あと半月もすれば寒さも緩む。

　事務所のヒーターは今ひとつ効きが悪く、買い換えようかと思っているうちにこんな時季になってしまった。去年の十月に事務所を開業して五ヵ月半、儲かっているとは言えない状況だが、少しずつ依頼は増えてきている。

　電話の向こうでは、水みず野のの父親が安堵した声で礼を繰り返していた。

　気の弱い父親、気の弱い母親、そして気の弱い息子。この人たちはもう少しで、返還されて当然の敷金と、不当な修繕費をむしり取られるところだったのだ。

「向こうもね、わかってるんですよ。自分たちが無茶やってて、出るとこに出たら負けるってことは。それでも敷金を返せとは言えずに泣き寝入りの人も多いですから――そういう時こそ、ウチの出番というわけです」

　棚から茶ちゃ筒づつを取りながら、俺は説明を続ける。

　日中ならば事務担当のさゆりさんが美味しいお茶を淹いれてくれるが、この時間ではとうに帰っている。腕時計の針は午後九時を回り、小さな事務所には俺しかいなかった。キヨに頼んだカルビ弁当はまだ売れ切れていないだろうか。

　茶筒の蓋ふたを開けるため、携帯を耳と肩の間に挟む。

「で、お支払いなんですが、以前もお話ししたとおり三割の成功報酬となります。今回は九万円プラス消費税で九万四千五百円。これを三十万から差し引いたぶんを、明日こちらより口座にご入金……おっと」

　首を不自然に傾かしげた姿勢のため手元が狂い、ほうじ茶の葉を少し零してしまった。

　足下に散った焦こげ茶ちゃ色いろの葉を見ながらしばし考える。箒ほうきとちり取りが事務所隅のロッカーにあるのは知っている。だが取ってくるのが面倒くさい。

「失礼しました。なんでもありません。……ええ、領収書などは追ってこちらからお送りいたしますので、ご確認ください」

　茶筒を持ったまま、俺は小さく足踏みし始めた。

　フミフミしつつ、その場で小さく回る。ほうじ茶の葉が砕けて、香ばしい香りが広がる。こうして粉砕してしまえば証拠隠滅だ。ちょっと床がザラザラする程度で……もしかしたら、明日さゆりさんに怒られるかもしれないが、その時は素直に謝るとしよう。

「またなにかありましたら――って、そうそうトラブルがあっても困りますよね。まあ、交渉ごとでお悩みの方がいらしたら、ぜひご紹介ください。芽め吹ぶきネゴオフィスでは、国際紛争と嫁よめ姑しゅうとめ問題以外はなんでもお引き受けしますので。はい、ありがとうございました」

　通話を終え、携帯をワイシャツのポケットに戻す。シャツの上からニットを着ているので、Ｖ字になった襟をグイと伸ばして突っ込むのだ。襟が伸びますよ、といつもさゆりさんに小言をちょうだいしている。

　俺と、さゆりさんと、キヨ。

　以上の三人が『芽吹ネゴオフィス』のメンバーだ。

　キヨはべつに本業があるのでアルバイトという扱いになっている。事務所は東京の東、両りょう国ごくは緑みどり町ちょうにあり、都心とは言えないが交通の便は悪くない。

　そりゃあ新しん宿じゅく、渋しぶ谷やあたりに事務所を構えたほうが、依頼は多いのだろう。でも俺はガツガツと仕事をする気はあまりない。とりあえず食っていければ、それでいい。

　ここはいい街だ。

　国こく技ぎ館かんもあるし、江え戸ど博はくもあるし、うまいちゃんこ鍋なべ屋やも多い。

　下町情緒は次第に薄れつつあるが、住まう人々にはまだ人情が感じられる。近くには隅すみ田だ川がわも流れているし、つらかった一日には、河原で夕日に向かってバカヤロウと叫ぶこともできる。さすがに三十二にもなってそんな真似をするのもアレなので、今のところ考えるだけに留めているが、いつかやってしまうかもしれない。

　ぼんやり突っ立ったままお湯が沸くの待っていると、事務所の扉が開く音がした。キヨが戻ってきたらしい。ちょうどいいタイミングだ。

「もうすぐお茶が入るぞー」

　返事はないが、いつものことだ。

　キヨは無口かつ無表情な若者で、喋しゃべったとしてもセンテンスがひどく短い。慣れないうちはぶっきらぼうに聞こえるのでムッとすることも多いが、そのうちに悪気はないのだとわかる。簡単にいえば、人見知りをするタイプなのだ。

　うちの事務所で雑事のバイトをしているが、本来の仕事は清掃業――かなり特殊な掃除屋だ。白人系の血が混じっているのだろう、透けるような肌と亜あ麻ま色いろの髪をした二十二歳、美貌と均整の取れた体格ゆえ、モデルにスカウトされたことは数知らず。だが当人にまるでその気がない。

「そうだ、敷金返還の件、片づいたから書類作ってくれるか？　根ね本もと不動産ってのは今後も要注意だな。べつにどっかの組のフロントってわけじゃなさそうだが、ケツ持ちがいるのは間違いない。ま、あの程度のチンピラなら楽勝だけどな――赤子の手を捻ひねるようなもんだ」

　一方的に喋りながら、急須にお湯を注ぐ。相あい槌づちがないのにも慣れた。無反応なようでいて、話はちゃんと聞いている。

「あれだ、ヤクザだのチンピラだの暴力にモノ言わせる連中は頭を使わないから、脳細胞がどんどん死んでいくんだな。だから簡単にこっちのペースに填はまる……あ、そうだ、さゆりさんが持ってきてくれた漬け物があるぞ。俺が持ってくから、キヨはお茶運んでくれ」

　小さな冷蔵庫の前に屈かがみ、俺はタッパーを取り出す。

　背後に足音が聞こえてきた。本来ならば、この時点で異変に気がつかなければならなかったのだが――依頼がひとつ片づいたことで、気が抜けていたのかもしれない。あとから思えば、スニーカーしか履はかないキヨの足音がカツカツと響くはずがないのだ。

「さゆりさんのぬか漬け、うまいよなあ」

　背中に覆い被さるように、影が差す。

　なんだろう、この空気は……。

　遅まきながら、俺は異変に気づいた。キヨもたいがい変わった青年だが、こんなふうにねっとりと重い空気を纏まといはしない。

「お茶ってのは、これですかね」

　声が降ってくる。キヨとはまったく違う、掠かすれ気ぎ味みの低音。

　冷蔵庫の扉を閉めて、俺は立ち上がった。タッパーは持ったままだが、残念ながらぬか漬けは武器にならない。そんなぬか漬け聞いたことない。かといってタッパーの角で殴っても、たいした威力はなかろう。

　深く息をする。

　ここはまず落ち着くことだ。刃物を突きつけて「金を出せ」とならないあたり、強盗ではないのは確かだ。俺は覚悟を決め、あえてゆっくりと振り返った。

　給湯所の入り口を塞ぐように、男がひとり立っている。

　スーツにコート、黒縁の眼め鏡がね。

　……というと、まるでごく一般的な会社員のようであるが、違う。まったく違う。ぜんぜん違う。こいつは強盗ではないが、下手したら強盗より始末が悪い類だ。

　つまるところヤクザだ。

　しかも本職。チンピラではない。

　男は、室内でコートを脱ぐという一般的なマナーを無視している。なにやら高級そうな、ずるりと長いコートだ。

　背が高い。一八○は超している。

　色男と言っていいだろう。……いや、ヤクザじゃなかったら、女がわらわら群がりそうな美丈夫だ。初めて見る顔ではない気がする。以前どこかで会ったか？　仕事柄、一度会った人間はたいてい覚えているはずなんだが――出てこない。頭の中の記憶が、思い出したくなーいと、ぐずっている感じだ。

　歳は俺とそう変わらないだろう。つまり、三十代前半。

「いい香りだ。ほうじ茶なんて、しばらく飲んでない……いただいても？」

「だめだ」

　俺はきっぱりと断った。

　ヤクザと飛び込みセールスと怪しい宗教の勧誘には、隙すきを見せてはいけない。

「どこの誰か知らないけどな、勝手に入ってこられたら困る。本日、当オフィスはすでに終業させていただきました。速やかにお帰りください」

　素っ気ない留守電メッセージのように言って、ヤクザからマグカップを取り返した。

「なかなかいい事務所ですねえ」

「聞こえませんでしたか。お帰りください」

「でも少し殺風景じゃないですか？　壁に絵なんかあるとよさそうだ」

　俺の言葉など馬ば耳じ東とう風ふうで受け流し、男は口元を引き上げる。

　厄介そうな相手だ――匂いでわかる。

　交渉人という商売で食っている以上、俺はそれなりの荒波に揉まれ、辛しん酸さんも舐なめてきた。おかげでヤバイ奴に対する嗅覚は鋭い。

　この男が着ているのはスーツとコートだけではない。威圧感という見えない衣装を纏まとい、目線で相手を屈服させようとする。もちろん、それで従わなければ実力行使が待っているのだろう。暴力をふるうから暴力団というのだ。

「絵なんかいらないね。そこ、どいてくれませんか」

「ああ、これは失礼」

　思いの外あっさりと男は退ひいた。

　俺は片手にタッパー、片手にマグカップを持った状態で給湯所を出る。殴りかかってきたら熱いほうじ茶をお見舞いしてやるつもりだったが、そういう気配はない。

　事務所の出入り口にはもうひとり男が立っていた。

　目が合うと、突然ニコリと微笑まれ、戸惑う。

　中肉中背の中年男で、グレーのスーツに身を包み、ネクタイはしていない。こちらはちっともヤクザっぽさはなく、どちらかというと地元の商工会議所の相談員さんという雰囲気だ。

「絵がいらないなら花なんかどうです。月々定額で、綺麗なアレンジメントが届きますよ」

　眼鏡の男は給湯所の入り口に寄りかかり、中指でブリッジを上げながらこっちを見ている。俺との間には三メートル程度の距離があるが、それでも強い視線は肌に食い込むようだ。

　内心で辟へき易えきしつつも、俺は目を逸らさない。

　絵だの花だのをレンタルしろというのは、要はミカジメ料を払えと言っているに等しい。もちろん暴対法九条によって暴力的要求行為とされ、禁止されている。それでもトラブルを避けようと支払ってしまうケースはいまだに多く、一度払えば途中で解約するのは難しいのが現実だ。

「どこの組の人か知らないけど、ウチは絵も花も壷つぼも、幸運を呼ぶ水晶もいりません」

「そう仰らず検討してくださいよ。……時に、ヤクザは脳細胞がどんどん死んでいくってのは本当ですか？」

　やべ。聞かれていたかと眉を寄せた。仕方ない、一度出した言葉は回収できないのだ。下手な言いつくろいは事態を悪化させる。手近な事務机にカップを置いて、俺は淡々と答えた。

「ヤクザに限らない。頭は使わないとサビてくもんです」

「なら、俺は気をつけるとしましょう。海の絵なんかどうですかね。心が慰められますよ」

「慰めてもらう必要はないし、俺は殺風景な眺めが好きなんです。この事務所の壁のシミだのヒビだのが気に入ってるんで、隠したくないんですよ。……あんまりしつこくされると、本ほん所じょ署しょに連絡することになりますけど」

　へえ、と男の笑みが深くなった。

「警察を呼びますよ、か。極道相手に目も逸らさずそのセリフが言えるんだから、たいしたもんだ。なあ、伯はく田たさん」

　呼びかけられた戸口の男は、ニコニコと頷く。

「見た目はそう変わってないのに、中身はずいぶん成長したようですね……芽吹先輩」

　先輩だと？　こんな後輩、いたか？

　俺は再び頭の中で記憶を探す。司法修士生時代、大学時代……覚えがない。もっと遡さかのぼらなくてはならないのか？　幼稚園の同窓生なんか覚えてないぞ。

「先輩が、俺らのシマで事件屋を始めてるとはねえ」

「うちは事件屋じゃない」

「ああ。示談屋」

「違う。交渉人、ネゴシエーターだ」

「そうでしたか。ネゴシエーター。ネゴ屋ね」

「変な名前をつけるな。おまえ、いったい誰だよ。俺にはヤクザ者の後輩なんかいないぞ」

「――ひどい人ですね。俺を忘れましたか」

　男の声がより低くなり、背中が壁から浮いた。長い脚でゆっくりと歩き始める。

　思わず俺は一歩退いた。そんなつもりはなかったのに、勝手に脚が後退したのだ。

「逃げないでくださいよ」

「逃げてない」

　嘘だ。逃げていた。

　気持ちはともかく、脚は引き続き持ち主の意思を無視して退却する。頭ではなく、身体が怯おびえている。なにかを感じ取り、ヤバイと判断している。

　しかしながら事務所は狭い。僅か数歩で追いつめられた。すでに尻は半分、事務机に乗りかかっている。これ以上は逃げようのない状況で、俺はおかしな恐怖に囚とらわれていた。

　殴られると思ったわけではない。今時のヤクザはそうそう堅気に手を上げたりしないものだと知っているし、そもそもヤクザに目をつけられるなど今さらだ。さっき言われたばかりだが、交渉人と事件屋は仕事内容にさして変わりはない。もちろん非合法な行為はしないが――場合によっては俺も法律すれすれの手段を採とる。そんな商売をしていればヤクザ者に絡まれるのは当然であり、時に脅おどされ、時に肋ろっ骨こつの一本も折られながら、俺は裏社会の人間たちとのつきあいを学んでいったのだ。

　おかげで今じゃ、どこまでがセーフで、どこからがアウトなのかは心得ている。この状況で俺を殴れば、このヤクザは傷害事件を起こすことになる。たかがミカジメ料の回収ひとつで、そんな真似をするほど浅はかには見えない。

　なのに……背中にじんわりと汗をかく。

　男のコロンが香る。なんともいやらしいムスクに肺を侵される気分だった。

「先輩」

　互いの靴くつの、爪先が触れ合った。俺のくたびれた革靴に対し、ヤクザ男のトカゲ革はピカピカだ。たぶん値段は五倍以上だろう。

　男は笑っていた。

　口元だけではない。目も笑っていた。現状をこのうえなく楽しんでいる顔だった。

　目を逸らしたら負けだ。

　俺は自分に言い聞かせる。根性見せろよ、芽吹章あきら。それなりに場数は踏んできただろ？

　睨み続けていると、男の目からスッと笑みが消えた。身体がゆっくりと前方に傾いで、耳の横で囁ささやかれる。

「――あんたを、俺のものにする」

　かすかな吐息が耳の産毛をそよがせた。

　俺は動けない。発ぜん条まいの錆さびた玩具おもちゃのように、全身が固まった。

　身体は静止していたが、頭の中では津波が起きていた。あんたを俺のものにする――そのセリフはまるで地ち殻かく変へん動どうのように俺の内部を揺さぶり、記憶の大津波が白い波頭を光らせて襲いかかってくる。

　埃ほこりっぽい体育倉庫。

　倒れたライン引き。石灰の匂い。裸はだかの背に感じるマットの感触。

　逃げようもない強い腕の中、押し入ってきた灼しゃく熱ねつ――遠くに聞こえる校歌斉唱。

　脳内で津波が砕け、衝撃が俺の舌を動かした。

「兵ひょう頭どう、か」

　男は再びにやりと笑った。

「ああ、やっと思い出してくれましたね」

「……なんだおまえ、その眼鏡。似合ってない」

　咄とっ嗟さにそんな言葉が出たが、本気で思ったわけではない。動揺していた。けれどその動揺を、兵頭に知られたくなかった。

「そうですか？　ちっとばかし近眼でしてね。……それに、てめえは眼光が鋭すぎるって組長おやじに言われるもんですから、堅気のみなさんを不必要にびびらせないためにも、眼鏡でもかけてみようかと」

「無駄だ。どんなナリしてようと、ヤクザオーラが立ち上ってる。……どけよ」

　息のつまるこの体勢から、早く解放されたかった。

　俺は兵頭の肩を軽く押して、脇をすり抜ける。やっと少し呼吸が楽になった。壁の前でくるりと振り返り、相変わらずにやついている兵頭に「帰れ」と言い放つ。

　兵頭寿じゅ悦えつ――実に十四年ぶりに顔を見る。

　どうしてひと目でわからなかったのだろう。自分でも不思議だ。十七の頃には眼鏡もなく、体格も今よりはほっそりしていた。それでも目つきは当時と同じだ。

　人を見透かすような、見下すような、それでいてしげしげと見つめる――痛いほどの、視線。

「帰れだなんてつれないことを言わないでくださいよ。可愛い後輩が、こうして頭を下げてるんじゃないですか」

「頭なんか一度も下げちゃいないだろうが」

「ああ、ヤクザ者は首筋の筋肉が硬くってねえ。心の中では下げてるんですよ。……ねえ先輩、この壁に絵を一枚かけときましょう。そりゃあここらは新宿や六ろっ本ぽん木ぎほどじゃないが、私らの同業者は多いんです。そういう連中がアヤつけてきた時、お力になれます」

「決まり文句だな」

　ふん、と鼻で笑ってやった。

「俺がなにも知らないとでも？　どうせアヤつけてくるのはおまえたちと口裏合わせてる連中だろうが。やらせ芝居に金を払う気はない」

「おや。よく勉強していらっしゃる」

「仕事柄、おたくらとの関わりは避けられないんでね。それなりに調べさせてもらってる」

　兵頭は「なるほど」と呟き、珍しい生き物でも見るかのような視線を寄こす。煙草を取り出したので、すかさず「ここは禁煙だ」と言うと、肩を竦すくめてポケットにしまった。

「意外ですよ、先輩。虫も殺せないような優等生だったのに、ずいぶん変わったらしい」

「おかげさまで」

「司法試験に現役合格して、検事になったと聞いてたんですが」

「とっくにやめた」

「そのあとは弁護士になったと」

「それもやめた。……おい、なんで知ってる。おまえは俺のストーカーかよ」

　兵頭が俺に近づき、右手をスイと上げる。

　一瞬ぎくりとしたが、爪の綺麗な指先は前髪をひと撫でしただけだった。

「あんたを追い回しても、どうにもならないでしょう？　学年トップの優等生で、お堅い法曹のお家柄。違う世界の人だと思ってた。なのに――なんでこんなとこにいるんだか」

「俺がどこで仕事しようと自由だろうが」

「どうして検事をやめたんですか」

「向いてなかった」

「弁護士は」

「もっと向いてなかった。……あのな、昔のことなんかどうでもいい。俺は今、交渉屋なんだよ。適性もあるし、やりがいもある。生なま半はん可かな気持ちでやってるわけじゃない。こうして自分の事務所も構えて張り切ってんだ」

　息を吸って、腹から声を出すように努めた。

「よく聞けよ、ここは俺の城だ。俺の領地だ。俺のシマだ。ヤクザだろうが大統領だろうが、俺の気に食わない奴は歓待しない。脅しには屈しない。警察を呼ばれたくなかったら、とっとと帰りやがれ」

　電話の受話器を持ち上げて精一杯の本気を示したというのに、兵頭は焦る様子もなく「帰れと言われてハイハイと帰るようじゃ、ヤクザは務まらないもんです」などと吐ぬかす。

「両国界隈で事件屋をしたきゃ、形だけでもウチの許可ってモンがいります」

「事件屋じゃないって言ってるだろうが」

「ああ、ネゴ屋でしたね」

「せめて交渉屋と言え」

「どっちでもいいんですよ、そんなことは。先輩、俺の言うとおりにしてくれりゃ、悪いようにはしません」

「その先輩ってのやめろ」

「章って呼んでもいいなら」

「……先輩でいい」

　なんでおまえに呼び捨てにされなきゃならないんだ。俺もつくづく運が悪い……事務所を設立した土地に、人生において二度と顔を見たくなかった奴が、しかもヤクザになって現れるとは。

「先輩にはいろいろと杞き憂ゆうがあるようですが、ウチは昔むかし気かた質ぎでアットホームな団体でしてね。素人しろうとさん相手にキツイ真似する気はありません」

　なにがアットホームな団体だ。そんなヤクザがあってたまるか。

「キツイ真似しないなら、ほっといてくれても一緒だろうが」

「ここの責任者が先輩じゃなかったら、ほっといてもよかったんですけどね」

「なんだよそれ。おまえ、俺に個人的な恨みでもあるのか」

　俺の質問に、兵頭が首をゆっくり回しながら「べつに恨みはないです」と答える。

「ただ、あんたは俺のテリトリーに入ってきた。だからもう、俺のものなんですよ。簡単でしょう、それだけの話です」

「はあ？　おまえ、頭に虫でも湧いてんじゃないのか？」

「……まったく、顔は綺麗なままなのに、口は汚くなったもんだ」

「綺麗？　誰の話してんだ」

「多少トウは立ちましたが、今でも綺麗ですよ。肌なんか、三十男とは思えない」

　どの世界に三十すぎて綺麗と言われて喜ぶ野郎がいるのか。ハンサムとか、美男子とか、男前とか、他にいろいろ言葉があるだろうが。いや、そんなことはいいから早く帰ってくれ――と心中で叫ぶ俺を尻目に、兵頭は「なあ伯田さん、この人、高校生の頃はマジで美少年だったんだよ」などと話を続けている。

　ハクタという男は相変わらずにこやかに「でしょうね」と返事をした。

「可か憐れんな白バラの蕾つぼみみたいな風ふ情ぜいでね。けど愛想はよくなかった。いっつもひとりで、誰ともつるまねえ。その孤高なとこがいいってんで、この人を狙ってたのは女ばかりか野郎までいたのに、本人は優等生すぎててんで気がつかない」

「兵頭、いいかげんにしろ」

　俺が不機嫌を隠さずに制止すると、チラリと歯を見せて笑う。

　いやな予感が背中を走った。が、逃げるべきだと気づいた時には遅い。どこか残酷な笑みと同時に、兵頭はたった二歩で、俺の目の前を陣取る。

　バンッ、と耳のすぐ横で音がする。

　壁が僅かに振動していた。続いてもうひとつ同じ音……今度は反対側だ。兵頭は両手を壁につき、その間に俺を挟んでいる。

「いッ！」

　ごつりと額同士がぶつかる。結構な衝撃に目を閉じてしまった。額はすぐに離れたが、次にはもう唇が触れ合っている。驚きょう愕がくのあまり、俺は歯を食い縛ることすら忘れていた。

　肉厚な舌が、ぬるりと遠慮もなく入ってくる。

　すっかり萎縮している俺の舌を、蛇へびが獲物を絞しめるように搦からめ捕とる。

「……っ……」

　舌の根が引っ張られて痛いほどだ。

　暴力のようなキスから、俺はどうにか逃れようとした。だが両腕を下ろした状態で、強く抱き締められ、ろくに動くこともできない。まるでロープで縛りつけられたような……いや、大だい蛇じゃに身体を巻き取られたら、こんな気分になるのではないか。それほどにきつい抱ほう擁ようだった。頭を巡らせて逃れようとしても、後頭部が壁にゴリゴリと擦られるだけだ。

　熱い。

　身体が怒りで熱い。

　呼吸は奪われ、酸欠で目め眩まいがする。

　いやだった。時間が、逆行しそうだ。十八歳の自分に戻ってしまいそうだった。

　……冗談じゃない。今の俺は十八の小僧じゃないんだ。

　俺は諦めた素ぶりで身体の力を抜いた。兵頭の腕もいくらか力が緩むが、もちろん逃げられるほどではない。

　喉奥まで犯すつもりかという舌が浅い位置まで戻った時――俺は思い切りそれを噛み締めた。

　弾力のある肉に、犬けん歯しが食い込む。

　兵頭は声を立てなかった。

　舌を噛まれた瞬間、さすがにビクリと反応して舌を引いたが、顔の位置は変わらない。出血しているのは明らかだった。なぜなら、俺の口の中にまで血の味が広がっていたからだ。

　ややあって、唇が離れる。

「痛いじゃないですか」

　ふたりぶんの吐息で、眼鏡が半分曇っていた。レンズの曇りは次第に消え、兵頭の瞳が冷たく揺れているのが見えてくる。

「……あの時もあんたは、俺の舌を噛んだ」

　ひっそりとした囁きから、血の臭いが漂う。兵頭は薄笑いを浮かべたまま、ゆっくりと自分の唇を舐めた。ルージュをのせたように色づいた唇が、再び押しつけられる。俺は逃げようとしたのだが、両手首をしっかりと掴まれていてどうにもならない。

　今度の口づけは短かった。

　唇が離れ、同時に兵頭の身体も離れた。兵頭は赤い唇を手の甲で拭ぬぐい、血の色を見てクッと短く笑う。そのまま戸口に向かい、ハクタという男に声をかける。

「痛いキスだった。噛みつかれたよ」

「それは災難でしたねえ」

「昔はクールだったのに、情熱的に変身してる」

　俺はいまだ壁に寄りかかり、乱れた鼓動を持て余していた。兵頭は煙草を咥え、コートの襟をクンッと引っ張って皺しわを直す。

「先輩。俺から逃げられると思ったら、大間違いですよ」
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「ふざけるな」

「取って食われるわけじゃなし、そんなにヤクザが怖いんですか？」

「怖いんじゃない。嫌いなだけだ！」

「また来ます」

「冗談じゃない。二度と……」

　来るな、と言おうとしたタイミングで、キヨが弁当を下げて戻ってきた。事務所の入り口を塞ぐように立っているふたりの前で立ち止まり、無言で見つめている。

「おっと、これまた綺麗なのが来たな。この店はいいコが揃ってるらしい」

　小馬鹿にしたような兵頭のセリフに、キヨは無反応なままだ。驚いて固まっているわけではなく、キヨとしてはこれが普通の反応である。

「いくつだ？　ロシアあたりの血が入ってるのか？　どうだ、うち系列のホストクラブで働かないか。交渉屋より金になるぞ」

　キヨが大きな目をぱちくりさせた。言葉はなにもなかったが、ふるふるとはっきり首を振る。兵頭はクスリと笑い、それ以上誘うことはなかった。

「そうか。じゃあここの綺麗なボスに可愛がってもらいな。――では先輩、また」

「二度と来るな。未み来らい永えい劫ごう、ここには来るな」

「そんな色っぽい顔で言われてもね」

「とっとと帰れ！」

　おお、怖、とふざけた調子で肩を竦め、兵頭とハクタは帰っていく。

　俺はすぐさま給湯所に行き、塩を探した。

　けれどさゆりさんがお総菜を持ってきてくれることはあれど、俺がここで料理をするはずもなく、いくら探しても塩などない。引き出しを掻き混ぜていると、いつだったか赤飯弁当を買った時についてきたゴマ塩の小袋を見つけた。それを持って戸口に急ぎ、ゴマ塩をめったやたらにばら撒まく。見た目は汚いが、少しくらいはお清めになるだろう。

　扉の鍵をかけ、深いため息をついた。

　疲れた。ものすごく疲れた。

　よろよろと接客用のソファまで移動し、ドサリと落ちるように座り込む。

　なんで、あいつが。

　兵頭が、今頃になって現れる？

　俺のテリトリーにいるんだから俺のモノだという、あの支し離り滅めつ裂れつな理屈はなんなんだ。じゃあここら一帯で開業している連中は全部、兵頭のモノなのか。そんなはずがない。あいつ、やっぱり頭どうかしているんじゃないか。

　キヨが弁当を下げて突っ立ったまま、まじまじと俺を眺めていた。

「……なんだ？」

「……」

　無言で自分の唇を指さす。俺はつられて自らの口元に手をやった。そしてはたと気づき、慌てて立ち上がると、狭いトイレへと駆け込む。

「……あンの野郎……」

　鏡の中、口紅をひいたかのような顔が間抜け面を晒さらしていた。もちろん唇を彩いろどっているのは兵頭の血だ。そんな色っぽい顔で、というのはこの真っ赤な唇を示していたのだろう。

「ちくしょう、人のツラで遊ぶなッ！」

　蛇じゃ口ぐちを捻り、勢いよく流れ出た水でざぶざぶと顔を洗った。

　血は簡単に流れたが、口づけの感触までは消せるはずもない。乱暴なキスの記憶を消し去りたくて、何度も何度も冷水を顔にぶつける。頬がすっかり冷えた頃、やっとタオルで顔を拭くと、少しは気分が落ち着いてきた。濡れてしまった前髪が額に張りついてうっとうしい。目を閉じると兵頭の顔が浮かび、それを振り払うように頭を振る。

　昔からこうだ。あいつは他人の気分をぐちゃぐちゃに掻き回して、弄もてあそぶ。

　トイレから出ると、接客テーブルに弁当が広げられ、すでにキヨがもぐもぐと肉を頬張っていた。冷めてしまったであろうほうじ茶と、ぬか漬けのタッパーもある。カルビのつけだれがいい匂いをさせていたが、しばらく前まであったはずの空腹感はすっかり消え失せていた。

「……なんで？」

　食事の手を止めないまま、ぼそりとキヨが聞いた。

　なんであの連中が事務所にいたのか――そういう質問だろう。俺は向かい側に腰掛け、弁当を手にするでもなく答える。

「絵だの花だのをレンタルしろだと。要はミカジメ徴収だ。くそったれが、死んでも払うもんかよ。……キヨ、連中の顔知ってたか？」

　口いっぱいに弁当を頬張りながら、キヨが頷く。唇の端には米粒がついていた。

「ふほうふみ」

「なんだって？」

　ゴクリと呑み込み「周す防おう組ぐみ」と言い直す。美貌に似合わぬ食べっぷりだ。どうやらかなり空腹だったらしい。その姿を見ていたら、俺の食欲も復活してきた。いやな野郎の顔を久々に見たくらいで、いちいち落ち込んでいるのも情けない話だ。自分のカルビ弁当を開け、割わり箸ばしを構える。食べ始めてしまえば、からっぽだった胃は食物を喜んで受け入れてくれる。

　がつがつと、ふたりで弁当を掻き込む。俺もキヨも早食いだ。「ふたりともそんな汚い食べ方じゃ、せっかくの可愛い顔が台無しだよ」と、いつもさゆりさんに嘆かれている。さゆりさんになら「可愛い顔」と言われても腹は立たない。

「周防組って、真しん和わ会かいの系列だよな……」

　食べながら呟くと、キヨがまた頷く。

　真和会は主に関東で勢力を持つ指定暴力団である。周防組はその二次団体にあたり、構成員・準構成員を合わせれば三百にはなるだろう。もともとのシマは錦きん糸し町ちょうを中心とした東京東部だったが、現在は新宿・池いけ袋ぶくろにも進出しているらしい。

「あの眼鏡のほう、幹部クラスか？」

「若頭」

　キヨの返事に俺の箸が止まる。

「……なんだって？　じゃ、あいつが次期組長か？」

　そのあたりは決定事項とは言えないらしく、キヨは首を傾げるだけだった。いずれにしても、兵頭は俺の想像よりもずっと出世していた。……若頭の舌を噛んじまったのは、やっぱりまずかっただろうか。いやいやあれは正当防衛だ。

「もうひとりの、冴えないオッサンのほうは？」

「ハクタ。若頭のガード」

「どんな字？」

「伯爵の伯に、田んぼ」

「あんな温和な顔で、ボディガードなんかできんの？」

「――強いよ」

「マジで？」

　きゅうりのぬか漬けをボリボリと噛みながら、美貌の青年は頷いた。キヨが言うなら本当だろう。裏社会に関しては、俺よりキヨのほうがずっと詳しい。確かに組のナンバー２でもある若頭に、腕が立たないボディガードをつけるはずもない。

「……知り合い？」

　キヨに聞かれて「ああ」と答えた。

「兵頭は高校の一級下だよ。俺と同じ学校だったくらいだからな、あれで頭はいいんだ。頭のいいヤクザってのは――最悪だ」
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　俺の通っていた高校は地元では指折りの進学校だった。

　進学校だろうとワルはいる。数は少ないが、やはりいるのだ。入学後に成績がガタ落ちして素行不良となる者もいれば、もともと素行は悪いが、頭はいいというのもいる。

　兵ひょう頭どうは後者だった。ろくに授業も出ていないくせに、成績は常に上位だったと聞いている。

　奴を最初に見たのがいつだったか――もう覚えていない。

　そもそも中学・高校時代の思い出自体、鮮明ではない。なにひとつ楽しいことなどなかった頃だから、脳が記憶を拒んだのだろう。級友や担任教師の顔ですら朧おぼろだ。

　それでも、兵頭がやたらと目立つ生徒だったことは覚えている。

　背が高く、頭は小さく、スポーツもしていないのにやたらと引き締まった実戦向きの体格。学校ではおとなしいが、地元の高校生の間ではかなり名前が通っていた。地元の不良どもにはいいカモだった俺たちの高校も、おかげで兵頭が在学中の三年間は絡まれる率が低かったらしい。ケンカでは負けた試しがないだの、麻マー雀ジャンがものすごく強いだの、実は人ひとり刺しているだの、無責任な噂がいくつも飛び交っていた。

　一いっ匹ぴき狼おおかみと言われていた兵頭だが、実際はいつも連んでいる友人がいた。

　馬ば場ばという名の目つきの悪い生徒で、簡単にいえば類友だがこちらは軟なん派ぱで、金茶の髪は肩より長く伸ばし、高校生の分際でロレックスを填はめていた。

　男子生徒は兵頭を恐れ、遠巻きにした。

　女子たちの中には色目を使う者もいたらしいが、兵頭は誰も相手にしなかった。

　教師たちにとっては扱いにくいことこのうえない生徒だったろう。

　なんにせよ俺には、まったく関係のない存在だった。もちろん学年が違う以上接点はないので、会話することもなかったし、兵頭のほうは俺の存在などまったく知らないだろうと思っていた――高二の九月になるまでは。

　二学期の初め、まだ残暑の厳しい九月。

　昼休み、俺は図書館内の小部屋にいた。

　学校の古い図書館には使われていない小部屋が多くあって、ほとんどは施錠されていたが、なぜだか一ヵ所だけ鍵がかかっていなかったのだ。司書準備室と書かれたそこは六畳程度の小さな一室で、スチールの書棚と古いカウチが置いてあった。俺はその部屋を掃除し、秘密の隠れ家よろしく利用していたのだ。誰も訪れない静かな部屋は、仮眠にもってこいだった。

　その日も、俺は夏バテ気味の身体をカウチの上で休めていた。

　窓を開け放せば、梢こずえを揺らして風が入ってくる。

　冷房ですっかりおかしくなった自律神経を癒すため、俺はうっすらと汗を掻いて眠っていた。自宅のベッドより、狭いカウチのほうが安眠できるなんて不思議だったが、とにかく当時の俺には必要不可欠な空間だった。

　――虫も殺さないような優等生だったのに、ずいぶん変わったらしい。

　兵頭のセリフは間違っていない。

　俺はまさしく優等生だった。体育だけは今いちだったが、他の教科はどれも学年で三番以内。トータルではいつも一、二を争っていた。俺に言わせりゃあたりまえだ。あれだけ必死に勉強して、それでも成績が悪かったら相当な阿あ呆ほうだ。

　ただ、できたのは勉強だけで、人づきあいのスキルは幼稚園児以下だった。ガールフレンドどころか、友人のひとりすらいなかったのだから、我ながら呆れる。

　雁がん字じ搦がらめの日々だった。

　得体の知れない闇やみの中を、目的もなく彷徨さまよっていた。なんのために自分が生きているのかさっぱりわからず、どうして生き続けなければならないのか見当もつかず、それを問いかけるべき相手もいなかった。俺は焦しょう燥そうのスープに浸つかったクルトンみたいなものだった。浮かぶこともできず、完全に浸かっていて、息をするのもままならない。家にいても教室にいてもこの窒ちっ息そく感かんはつきまとい、唯一、絶対に司書準備室でだけ、いくらか楽に呼吸ができた。

　俺はその部屋でだけは勉強をしなかった。

　授業とは関係のない詩集を一冊持ち込み、眠っていなければそれを読んで過ごした。詩に興味があったわけではなく、たまたま手にした一冊だったのだが――いつのまにか手放せなくなっていたのだ。真っ黒い表紙に白抜きのタイトルが浮かぶ、薄い詩集だった。

　詩集を広げ、胸に置いたまま眠った。

　たいてい十五分もすれば目が覚めるのだが、その日はたまたま眠りが深かった。三十分ほどして、ゆっくりと目を開けた瞬間、俺はひどく驚く羽目になった。カウチの上で小さく跳ね、その直後に硬直する。

　目の前に、兵頭の顔があったのだ。

「……なんだ。死んでないのか」

　つまらなそうな声が降りかかり、俺に向かって屈んでいた兵頭が身を起こした。スラックスのポケットに手を突っ込んだまま、カウチのすぐ横に立ち、俺を睥へい睨げいする。

　なんというか――のんきにサバンナで昼寝をしていたら、猛獣が匂いを嗅かぎに来ていた、そんな気分だった。こんなに近距離で噂の不良を見たのは初めてだった。

「真っ白な顔で寝てるから、息してないかと思ったぜ」

「……い……生きて、る」

「へえ。ほんとに？」

　からかうような声音で問われ、俺はずり落ちそうになる本を押さえて戸惑った。

「あんたほんとはもう死んでるんじゃないのか？　自分で気がついてないだけでとっくに心臓は止まってんじゃねえの？」

「な……」

「いっつも、幽霊みたいな顔で歩いてやがる」

　冷凍庫に入れられた、凍ったガラス玉。

　兵頭の目はそんな色をしていた。霜しもがつき、透明度の低い黒いガラス玉。冷え切った眼差しは、とても高校生のものとは思えない。たった十六年しか生きていないはずなのに、いったいなにを見てきたら、人はこんな目になってしまうのだろうか。

「俺を知ってるのか」

　とりあえず上半身は起こしたものの、カウチの上から動けなかった。

「知ってるぜ芽め吹ぶき先輩」

「……なんで」

「そりゃあんたが学年一の優等生で、親は法務省勤めの偉いさんで、その芸能人みてえな顔に女子がきゃあきゃあ言ってるからだろ」

「きゃあきゃあ言われたことなんかない」

「本気で言ってるんなら、あんたは超ニブイってことだ」

「……いっ！　なに、す……」

「確認させろよ」

　突然ドンと胸を突かれて、俺はもう一度カウチの上に倒れる形になった。詩集は床に転がり落ちてしまう。

「あんたが本当に生きてんのか――確認させろ」

　兵頭の手のひら一枚で、俺は容た易やすく押さえつけられてしまった。夏服のシャツ越しに体温を感じる。兵頭の手はひどく熱く、俺は自分の体温の低さを初めて知った。

　どくん。

　どくん。

　動いているのは俺の心臓だ。

　兵頭の手に押され、痛いほどの圧に異を唱えている。どくん、どくん、どくん――。

　おかしな気分だった。

　そうか、俺の心臓はここにあって、こんなふうに動いているのかと、自分でも感心していた。人間の身体がどんな仕組みで動き、どんな代たい謝しゃシステムを持っているのか、理論ではよく知っていたが……自分は違うのだろうと心のどこかで思っていた。

　でも、人並みに心臓があった。このポンプに、俺は生かされているのか。

「……ちゃんと、動いてるじゃねえか」

「……苦しい」

「目は死んでんのに、身体は生きてんだな」

「離せよ。余計なお世話だ」

「なんでも持ってるお坊ちゃんのくせに、あんたなんでそんな目ェしてんの？」

　なんでも？　なんでもって、なんだ。たとえばなんのことだ。

　なんでも持っているなら、なんだってできるはずなのに、俺はなにひとつできやしない。俺の自由になるものなんか、なにもないじゃないか。

「むかつくんだよ」

　兵頭の手のひらが、胸から首に移動した。

「あんたみたいな奴は、むかつく。半分死んだみたいな顔で生きてる奴は、めちゃくちゃにしてやりたくなる」

　首を絞められる――そう思って咄嗟に兵頭の手首を掴んだ。力で敵うはずもない。助けを呼ばなければと叫ぼうとした時、ドアが開いて馬ば場ばが顔を出した。

「……お？　なに遊んでんだよ兵頭」

　にやにやと部屋に入ってくる馬場を見た時、正直、俺はかなりびびっていた。この二人が揃うなんて最悪だ。もう逃げようがないかもしれない。

　けれど兵頭は馬場を横目で見ると、意外にも俺の身体から乱暴に手を離して「なんでもねえよ」と短く返した。

　どうしたってんだよ、と留まろうとする馬場の肩を掴み、半ば無理に押し出すようにして部屋を出ていってしまったのだ。

　俺はしばらく、茫ぼう然ぜん自じ失しつのままカウチに座っていた。

　兵頭の手が押し当てられていた部分のシャツをギュッと握る。拳が胸に当たり、心臓の鼓動が伝わってきた。

　兵頭と会話らしきものを交わしたのはたった二回。

　そのうちの一回がこの残暑で、次は俺の卒業式の日だった。

　半分死んでいる――兵頭は俺をそう評した。

　他人に指摘されるのは口惜しいが、あながち、外れちゃいなかったと思う。確かに俺は死んだようなガキだったのだ。

　そしてあの春がやってきて……兵頭は俺の残り半分を、完全に殺した。










『チワース。ピザーニャです！』

　楽しくもない青春の回顧に浸っていた俺は、事務所の呼び鈴で現実に引き戻される。

　ピザがきたのだ。

　午後一時。昼時である。タイミングとしては悪くない。俺はピザが嫌いではない。

　問題は、誰もピザなど頼んでいない点だ。

　Ｌサイズで十五枚――頼むはずもない。どれだけでかい事務所だ。

　サラダにデザートもついて、しめて六万二千七百七十円。デリバリーの青年ふたりは、鼻の頭を赤くしたままピザの箱を抱えて「そんなあ」と情けない声をあげた。ひとりはヒョロ長く、ひとりは豆タンクみたいな体形をしている。

「確かにご注文いただきました。芽吹ネゴオフィスさんですよね？」

「そうだけど……うちは総勢三人の事務所だぞ。こんな量を注文するはずないだろうが」

「でも確かに」

　そう、確かに注文はあったのだろう。おそらくは兵頭の息のかかった誰かから。

　兵頭を追い返したのが一昨日おとといだ。なにか仕掛けてくるだろうとは思っていたが、正直、拍子抜けした。ピザの大量注文だなんて、小学生のイタズラじゃないんだから。

「確認の電話、入れてるだろう？」

「あ、ハイ、それはもちろん。ランチパーティーがあるんだって仰ってました」

「注文してきた番号、見せてくれ。ここの番号じゃないはずだ。……まさか携帯からじゃないだろうな？」

「いえ、それだったらウチも怪しいと思うんですよね」

　豆タンクくんはごそごそと伝票を探す。

　ピザだの寿す司しだの、嫌がらせで他人の家に配達させる手口はよく聞くが、実際のところ相手にたいしたダメージは与えられない。なぜならば、大量注文の場合、店側は確認のために必ず折り返しの電話をかけることになっているからだ。その時点で「え、うちは頼んでないよ」となるとイタズラがばれる。ばれないようにするなら、注文時にイタズラしている本人の電話番号を伝えなければならない。

　つまり、イタズラならば発注者の電話番号と、届け先の電話番号は一致しないのだ。

　イタズラが確定すれば、届けられたピザを買い取る必要はなくなる。こうなると泣きを見るのはピザ屋であり、もちろん最初の電話番号を添えて警察に通報する。電話番号が固定電話ならば、どこの誰の仕業なのかは簡単にわかってしまう。

　グス、と洟はなを啜すすりながら、豆タンクくんは番号を言った。

「……え？　もう一度言ってくれる？」

「ですから、３６３１の――」

　おかしい。彼が繰り返した番号は、間違いなくこの事務所のものだった。

「いや。けどウチは電話してないって」

「だけど記録が残ってます。お電話いただいた時点で、ナンバーディスプレイされた番号ですから、間違いないです」

　今度はヒョロ長くんが主張する。

「ちょっと待て……その電話、何時？」

「ええと――十時四十二分ですね。ウチは十一時からの営業なんですけど、この時間ならもう、仕込みの担当が出てますから」

　俺は事務所内を振り返り、「さゆりさん」と声をかけた。

「今日、何時頃ここに着きました？」

　さゆりさんはそろばんをパチパチ弾く手を止めずに「いつもと同じだよ。十一時半」と答える。芽吹ネゴオフィスの営業時間は正午から深夜十時までなのだ。つまり、ピザの注文が入った十時四十二分、この事務所は無人だったはずである。

「……あンの野郎、不法侵入しやがったな……」

　事務所の鍵はピッキングに備えてディンプルキーにしてあったが、それでも万全でないのは承知だ。ディンプルキーだろうと開けられる腕の持ち主は存在するし、ヤクザならばそういう人脈にも事欠かないだろう。

　警察を呼ぼうか――いや、無駄だ。プロの仕事だ。指し紋もんひとつだって、残しているはずがない。

　おまけになくなっているものはなにもない。もともと、まとまった現金など置いていないが、犯人はデスクの上に出したままにしておいた小銭にすら手をつけていない。侵入者はなにも盗とらず、ただピザ屋にオーダーの電話をしたにすぎない。

　プロの裏鍵師に依頼したのならば、それなりの報酬も必要だったはず――つまりこれは、金と手のかかった、イタズラめいた嫌がらせだ。あんたの事務所はずいぶん不用心だなと笑っていやがるのだ。……ふざけやがって。俺は下唇を噛んだ。

「あのー、このピザは……やっぱり……だめ、ですよね……」

「うーん。二枚くらいなら引き取ってもいいけどさ」

　豆タンクとヒョロ長くんはがっくり項うな垂だれる。今回のピザは廃棄されてしまうのだろう。俺だってもったいないとは思うが、かといって引き取るわけにもいかない。せめて、大量のピザをバイクに戻すふたりの手伝いをしてやろうと、俺もピザの箱を抱えて階段を下りた。チーズの匂いが鼻先を漂う。

「わっ……わわ、前が見えないっ」

　ビルの入り口で、先に下りた配達員のふたりが右往左往している。いったいなにをしているんだとピザの箱越しによくよく見てみると、ふたりの前に壁ができている。

　豆タンクのほうが、その壁にボヨンとぶつかり、「うわあ」とよろける。

「お。すまんの」

　壁が謝った。のしのしと動き、やっと通路が開く。

「花はな吹ふ雪ぶきじゃないか。どうしたんだ？」

「芽吹さん。ウス」

　壁の正体は相す撲もう取とりだ。両りょう国ごくにいくつかある相撲部屋のうち、この近隣の荒あら浪なみ部べ屋やに所属する序二段である。典型的なあんこ型のうえ、身長も一八○近くあるかなりの大型力士だ。狭いビルのエントランスが塞ふさがってしまうのも無理はない。

「親方が、うまい明めん太たい子こもらったから芽吹さんに持っていけと……。どうしたんスか、それ。事務所でピザパーティーでもあるんスか」

　ちょんまげにピンクのスウェット、裸足はだしに雪せっ駄たという出いで立たちの花吹雪が聞く。もちもちした肌質を見ると出身は東北と思いがちだが、三年前までは前まえ橋ばし界かい隈わいで「喧嘩上等」と息巻いていた元ヤンである。

「いや、このピザはイタズラで……」

　説明しかけて、ふと思いつく。

「花吹雪、朝あさ稽げい古このあとのメシ、もう済んだのか？」

「や、今ちゃんこ番が支度してるとこだと思うス。稽古がちっと長引いたんで」

「……おまえら、ピザ好き？」

「そらもう、好きっスよ。自分はイタリア人じゃないかって思うくらい好きっス」

　そんな目の細いイタリア人はいないだろうというツッコミはさておき、俺はピザ屋に「ちょっと待ってくれ」と声をかけ、携帯電話を取り出した。

　電話をかけた先は荒浪部屋だ。

　過去にいろいろあって、ここの親方とは懇意にしてもらっている。俺がざっと事情を話すと、親方は『はは、どっかで恨みでも買ったか？』と太くて快活な声で笑った。そして俺が頼むより早く、ピザを全部引き取ってくれるという。

『なに、ちゃんこの量を半分にすりゃあ、そんくらいのピザは入っちまうだろう。若いもんが喜ぶよ。支払いもうちでしとくから、安心しな』

　下町育ちらしい懐ふところの深さに、俺は甘えさせてもらった。親方に礼を言って電話を切り、デコボコ配達員コンビに告げる。

「二丁目の荒浪部屋に届けてくれ。支払いも向こうでしてくれるそうだ」

「相撲部屋の？」

「そう。急げよ、ピザ冷めるぞ。花吹雪、案内してやってくれ」

「ウス。うわーい、ピザだピザ。久しぶりだあ。芽吹さん、ごっちゃんです」

　花吹雪が小こ躍おどりすると、あたりがドスドス揺れる。「またちゃんこ食いに来てください」という言葉を残し、力士はピザ配達員と共に去っていった。荒浪部屋のちゃんこはうまいのだが、食事というよりは戦争に参加しているような気持ちになるのが難点だ。

　とりあえず、一件落着か。

　不法侵入を許したのは悔しいが、少なくとも、ピザは無駄にならなかったし、こんなくだらないイタズラで警察に頼る羽目にもならなかった。

　……などとほっとしたのもつかの間、嫌がらせは翌日も続いた。

　しかも今度はもっとストレートな手法だ。事務所が入っているビルの前で、いかにもガラの悪そうな連中がたむろしているのだ。

　若い男が三人――悪趣味なスカジャンのプリン頭に、耳も鼻もピアスだらけの男、スキンヘッドの大男は、あろうことか金色のダウンジャケットを着ている。どこで売ってるんだよ、あんな服……あれを着られる勇気に、俺はある意味感心する。

「警察を呼びますか？」

　窓辺に立ち、下の道路を眺める俺に、さゆりさんが尋ねてきた。

「うーん。できるだけ呼びたくないんだよなあ」

「所長、ヤクザ嫌いだけど警察も嫌いですもんねえ」

　そうなのだ。嫌いなのだ。

　せっかく税金を払っているんだから利用すべき時は利用するが、原則的には関わりたくない。

　警察に限らず、特別な権力を持つ団体組織というものが、俺は苦手だ。その手の団体に属している人間は、自分にも大きな権力があるのだとしばしば勘違いする。自分の持つ権力は政府が与えた一過性の力にすぎず、その力を暴走させてはならないという当然の理ことわりをコロリと忘れる。

　もちろん、すべての人間がそうだとは言わないが……俺の知る限り、検察にも警察にも、おデコに『国家権力』と書いてえばっている輩やからは多い。

「だけど、このままじゃ美容室のお客さんが困りますよ？」

　さゆりさんの言うとおりだった。

　現在、一階の路面は空あき店てん舗ぽなのだが、二階には美容室が入っている。また、四階から六階には、小さな会計事務所なども入居していた。客商売ではないにしろ、迷めい惑わく千せん万ばんなのには変わりあるまい。こうなると自分だけの問題ではなくなるのが悩ましいところだ。

「……まあ、一度は話してみよう。ものすごくバカそうな連中だけど、見た目で人を判断しちゃいけないしな。少なくとも日本語は通じるはずだ」

「所長、あたしも行きます」

　さゆりさんは毅然と言う。

「だめだよ、危ないから。さゆりさんはここにいてよ」

「危ないから行くんですよ。連中だってあたしは殴れないでしょ。それに、所長が殴られた時のために証人がいないとね。ほら」

　さゆりさんが携帯電話を取り出してニッと笑う。

「新しい携帯なんですよ。動画も綺麗に撮れるって、店のお兄ちゃんが」

「……そうですか」

　まさかそれを試したいだけじゃないでしょうね――という言葉は呑み込んで、俺はもう一度事務所で待っているようにさゆりさんに頼んだ。だが、なにしろ頑固者なのでウンと言わない。

　俺はさゆりさんには逆らえない。芽吹ネゴオフィスにおけるヒエラルキーの頂点は、さゆりさんである。

　仕方なく、ふたりで階段を下りた。

　三人の見た目がバカな男たちは、俺とさゆりさんを見てもなにも言わなかった。にやついた笑みを浮かべているだけだ。さて、どう切り出したものだろうかと悩んでいる俺を尻目に、口火を切ったのはさゆりさんだった。一五○に届かない小柄で細い身体を、俺の前にズイッと出して眦まなじりを吊り上げる。

「なんです、これは！」

　張りのある鋭い声に、三人組が一瞬目を剥いた。

　さゆりさんがビシッと指さしているのは、路上に落ちたいくつもの吸すい殻がらだ。三人とも煙草を繰り返し吸っていたので、かなりの量が落ちていた。今もプリン頭は咥え煙草である。

「道路はあんたらの家じゃないんだよっ。ゴミを捨てるなんてもってのほか！」

「はあ？」

　面食らった顔はすぐに引っ込み、プリン頭が小馬鹿にしたようにさゆりさんを見る。

「うぜえんだよ、ババア」

「うるさいんだよ、小僧」

　素早い切り返しに、プリン頭が唇をむにっと尖とがらせる。おまえは田た中なか邦くに衛えか。

「あたしの三分の一も生きちゃいないくせに大きな顔してんじゃないよ。そんなに道路を灰皿にしたかったら、てめえの甲か斐い性しょうで土地買って整備して道作りな。そこでなら煙草を捨てようと温泉掘ろうと好きにすりゃいいさ。けどね、みんなの税金で作った公道ってのは汚しちゃなんないものなんだ。いい歳して、そんくらいのこともわかんないのかいっ」

　お見事。俺が口を挟む余地などない。なにしろ口から先に生まれたという江え戸どっ子このさゆりさんである。俺が唯一、口喧嘩で勝つ自信のない相手だ。

「それにね、よくお聞きよ。あんたたちみたいなおかしな風ふう体ていの連中にうろうろされちゃあ、このビルの店たな子こ全員が迷惑なんだよ。警察を呼ばれる前にとっとと帰りな」

「てめェ。いい気になりやがってババア！」

「おや。殴るのかい。あんた、こんな蚊かとんぼみたいな婆ばあさんを殴るのかい、へええ？」

「こ、この……っ」

　プリン頭は顔を真っ赤にしつつも手を出せない。

　それはそうだろう、さゆりさんは御歳七十二歳のご婦人である。背中はしゃんと伸びているものの、こんなご年配を殴れば、自分が人でなしの、ろくでなしの、人間のくずだと告白するようなものである。

「おい、ちょっと待て」

　プリン頭を制して、スキンヘッドが口を開く。どうやらこいつがリーダー格だ。

「わかったよ、煙草は捨てねえ。けど、ここは天下の往来だろうが。俺らがなにしてようと勝手だろ。道に立ってちゃいけない法律でもあんのか？」

「あのな、そういうわけにもいかないんだよ」

　やれやれ、やっと俺の出番だ。

「迷惑防止条例ってのがあるんだ。何なん人ぴとも、公共の場所又は公共の乗物において、多数でうろつき、又はたむろして、通行人、入場者、乗客等の公衆に対し、いいがかりをつけ、すごみ、暴力団の威力を示す等不安を覚えさせるような言動をしてはならない。……わかるか？」

　お願いだから理解してくれ。見た目よりバカじゃないと証明してくれ。――そんな気持ちで問いかけたのだが、所しょ詮せんは無駄な労力だった。

「ハア？　俺らにいいがかりをつけてんのはてめえらだろうが」

　今度はピアス男が前に出る。

「どんないいがかりをつけたって？」

「なにもしてねーのに、ここからどけと言っただろうが」

「そうか。なら聞くが、なにもしていないなら、どうしてここにいる必要があるんだ？」

「そりゃ……つまり、ここにいたいからだ」

「どうしてここにいたいんだ？」

「ど、どうしてもだよッ」

「なんだそれは。ガキがだだをこねてるんじゃないんだ、理由になっていないだろうが」

　呆れた口調で、俺はたたみかける。

「いいか、出るとこに出たら、そんなセリフは通用しないぞ。他人に知られてはまずい行いを目的としているから理由が言えないのだ――そう判断される。ついでに言うが、俺たちがここでうろうろするなと要求するのは、不当ないいがかりではない。さっきから観察しているが、きみたちはもう三十分以上も、なにをするでもないのに同じビルの前でたむろしている。しかもきみたちの出で立ちには独特の威圧感がある。周囲の人間が不安を抱くのも無理はないと、常識的に判断される」

「ざけんなよ。なにを着ようと、俺らの勝手だろうが！」

　プリン頭が息巻くので、俺は軽く頷き「そのとおりだ」と答える。

「だがこっちが、その格好に不快感や不安感を覚えるのも、また勝手だ」

「理屈こねてんじゃねえよッ」

「こねる」

　きっぱりと、俺は言い切った。

「俺はこねるぞ。理屈をこね回して生きるのが俺の人生だ。誰にも俺の理屈は止められない。そもそも、理屈ってのは物事の道理でもある。大切なことだ。きみたちに理屈がこねられないのだとしたら、それは道理に適った行いをしていないからだ。つまりは正しくないからだ」

　俺はずいっと一歩踏み出し、プリン頭との距離を縮める。

「さあ、どうしてもここでこのままたむろしていたいと言うのならば、自分たちにその権利があることを主張しろよ。俺が納得できるように説明してみせろ！」

　決まった、と思った。

　ペンは剣より強し。理屈は拳こぶしより強し。

　……が、そう思ったのは俺だけだったようだ。現実は甘くない。

「わけわかんねーことほざいてんじゃねえ！」

　とうとうキレたプリン頭からガツンと拳を喰らう。自慢ではないが、俺の運動神経は平均以下だ。突然の攻撃を避けられるはずもなく、まともに殴られた。

　倒れるほどではなかったが、結構な衝撃だ。頬の内側に歯がめり込んで、口の中に血が広がる。痛い。生臭い血の味が、三日前の思い出したくもない出来事を彷ほう彿ふつとさせてげんなりした。これは因果応報なのだろうか。兵頭の舌を噛んだりしたから……いやいや、関係ない。

　それにしたって、予想外の展開だった。いくら下っ端とはいえ兵頭の配下ならば、堅気に手を出すリスクをわかっているはずだと踏んでいたのに……しかも俺は腐っても元・法律家なのだ。

「なにをするんだい！」

　怒鳴ったのはさゆりさんだ。俺を守るように、細い身体が前へ出る。俺は慌てて後ろから抱き止め、「待った待った、落ち着いて」とさゆりさんを宥なだめる。

「俺は大丈夫だから、さゆりさんは事務所に戻ってて」

「所長を残して行けませんよッ。ケンカはからきし弱いくせに！」

　そんなこと、今ここでばらさなくても……俺はさゆりさんをビルに押し戻しながら、必死に説得した。上から成り行きを見張り、いよいよとなったら事務所から警察を呼んでくれ、でないと俺がボコボコにされちまう――そう懇願すると、ようやく不満顔のまま上に戻ってくれる。

「ケッ、ようやくおばーちゃまはご帰還かよ。てめえはひとりじゃなんもできねえのか？　マザコンじゃなくてババコンか？」

　改めて三人と向き合うなり、ピアス男がせせら笑う。

　俺は返事をしなかった。わかっている。連中は俺にも手を上げさせたいのだ。そうすれば喧嘩両成敗に逃げられる。だがその程度で俺が煽られると思ったら大間違いだ。

「なんとか言えよ、事件屋」

「……事件屋じゃない」

「あー、ネゴシエーターだっけか？　てめーは真ま下した正まさ義よしかよ？」

「どうせならサミュエル・Ｌ・ジャクソンにしてくれ」

「誰だ、それ」

「知らないならいい。……ところでこれだがな」

　ジンジンと腫はれてきた自分の口元を示し、俺は指摘した。

「こっちは手を出してないのに殴ったよな？　立派な傷害罪だ」

「――なら訴えてみろよ。あとでもっとひどい目に遭うぜ？」

　プリン頭のセリフは想定内だった。俺は「へえ」とわざとらしく首を傾げる。

「もっとひどいって、どんな？」

「それくらいじゃ済まないってことだ」

「じゃ、どれくらい？」

「骨の一本や二本は覚悟しろってこったよ！」

「なるほど。告訴なんかしたら報復するぞ、と。骨が折れるほどに痛めつけるぞ、と」

　シャツのポケットに忍ばせておいたＩＣレコーダーをおもむろに手にし、俺は操作ボタンを押した。そして「脅迫現場の録音完了」と告げてから、レコーダーを思い切り上へ放り投げた。窓の近くでスタンバイしていたさゆりさんがしっかりキャッチしてくれる。

「この野郎ッ！」

　スキンヘッドの大男が俺の胸ぐらを掴み上げた。結構な身長差から見下ろされるが、こっちもアドレナリンが噴出しているのであまり恐怖は感じない。

「殴れよ」

　睨むというよりは、淡々と相手を見つめて言った。

　俺はとても静かに怒っていた。暴力、脅迫、強制――この三つは反へ吐どが出るほど嫌いだ。

「殴られれば殴られるだけ、俺が有利になる。わかるだろ？」

　スキンヘッドは答えない。多少は脳みそが稼働するらしい。

「おまえたちヤクザ者はいっつもそうやって相手を脅す。そうすりゃたいていの人間は脅しに屈するだろうさ。ヤクザ相手に告訴だの訴訟だの起こす奴は滅多にいない。みんな我が身と家族が大切だからな。けどなあ、俺にはもう守るモンがこの事務所しかないんだよ。親は死んだし、妻子もいない。残念ながら恋人もいない。この事務所は俺が生きていく上でどうしても必要なんだ。最後の砦とりでだ。だから必死で守る。そう簡単におまえたちの脅迫には屈しない」

　はったりではない。俺は本気だった。仕事しかない人生なんてさみしいものだが、生き甲斐なんて人それぞれだ。俺は自分の命を守るように、全力をもって事務所とスタッフを守る。

　チンピラたちにも本気が伝わったのだろう。スキンヘッドはまだ俺の襟首を離さないが、絞める力は弱くなり、迷いの表情を見せる。

「言っとくがな、これでも元は法律家だ。やるとなったら徹底的に戦うぞ。諦めないぞ。しつこいぞ。――兵頭に、そう伝えるんだな」

「兵頭？」

　スキンヘッドが怪訝な顔を見せた。プリン頭とピアスも顔を見合わせている。

「なんでその名前が出てくるんだ」

「なんでって……なんで？」

　なぜそんなふうに聞くのかと、こっちが聞きたい。

　奇妙な沈黙があたりを支配する。

「おい、兵頭ってのはまさか」

　言葉を止めたスキンヘッドが突然顔を歪め、「ぐっ」と呻うめいて身体を仰のけ反ぞらせる。なにが起きたのかと俺は目を瞠みはった。

　大男の肩先から、ニコッと笑う顔が見える。

　俺と目が合うとペコリと会え釈しゃくをし、そのままスキンヘッドの左腕をぎりぎりと捻ねじ上あげた。押し潰された悲鳴があがり、スキンヘッドの顔から血の色がなくなる。

　伯はく田た、だ。

　兵頭のボディガード――いつのまに近づいたのだろう。気配はまったく感じなかった。

「なにすんだてめえ！」

「待て、やべえ、伯田だ」

　伯田に掴みかかろうとしたプリン頭をピアスが止める。俺の襟首からスキンヘッドの手が離れ、やっと解放されたはいいが、バランスを崩して後ろにたたらを踏んでしまった。

　背中にドンと誰かがぶつかる。

　ぬうと黒いコートに包まれた腕が伸びてきて、俺を背後から抱えた。チンピラたちは言葉を失って俺の後ろを見ている。
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　誰なのか、考えたくなかった。

　考えるまでもない。このいやらしい、ムスクのコロン。

「こらこら。人のオモチャで遊んじゃいかんな」

　間違いようもない声が頭上から降ってくる。もう片方の手が前に回り、俺の頬をするりと撫でた。途端全身に鳥肌が立つ。オモチャってなんだ。まさかとは思うが俺のことか。今すぐ向こうずねを蹴飛ばしてやりたい気分だったが、それは我慢した。

　おかしい。場の雰囲気に違和感がある。チンピラたちのおどおどした目はなんだ？

「この人はなあ、俺の学生時代の先輩なんだよ。……伯田さん、そいつ放してやんな」

　伯田は頷いてスキンヘッドの腕を離した。よろける男には目もくれないで兵頭の斜め後ろへ移動する。……足音がほとんどしない。

「さんざん世話になった先輩の事務所だ。俺がお世話しないわけにはいかねえだろう？　だからな、悪いがおまえらにゃ手を引いてもらう。なに、事件屋っていってもな、チンケな仕事しかしてねえ。絞しぼろうったって稼ぎは知れてるよ」

　チンケだと、失礼な。そりゃ金額的には小さいかもしれないが、依頼者たちはさんざん思い悩んでうちのドアを叩くんだ。ヤクザ者にチンケ呼ばわりされる筋合いはない。

　それにしても話がおかしい。

　悪いがおまえらにゃ手を引いてもらうって、なんだ？

　まるでこいつらと兵頭がまったくべつの組織に属しているみたいじゃないか。

「鵜う沢ざわの叔父貴には俺から挨あい拶さつ入れておく。それで問題ないはずだろ？　それとも……」

　やっと兵頭の腕が離れる。くそう、自分に塩を撒きたい気分だ。

　黒いコートの裾すそを風に躍らせ、兵頭はゆっくりとチンピラたちに歩み寄っていた。

「こんだけ俺が頼んでるのに、どうしてもこのネゴ屋にこだわるか？　ん？　ウチの伯田さんと身体で話し合ってみるか？」

「そ、その必要はねえスよ」

　身体つきは勝っているはずのスキンヘッドが、なぜか兵頭より一回り小さく見えた。首を竦めて目を逸らし、完全にびびってる。他のふたりに至っては、早くも後ずさりを始めていた。

「あんたが……周す防おう組ぐみが噛んでるなんて知らなくて」

「ああ、そうか。知らなかったのか。じゃあ仕方ねえ」

「そう、知らなかったんス。以前、うちの若いのがここでひどい追い返し方をされたんで、ちょっと懲こらしめてやろうかと……」

「ひどい？」

「バケツの水をかけられたんです。しかも、雑ぞう巾きん絞ったあとの」

　兵頭が振り返って俺を見る。俺はふるふると首を振った。

　してない。俺はしてない……でも、さゆりさんならやるかもしれない。

「こいつじゃなくて。たぶん、さっきまでいた婆さん」

　……やっぱり。

　兵頭はククッと笑って「そりゃ気の毒に」と肩を揺らす。

「ってことは、上からの命令でこいつに目をつけたってわけでもないんだな？」

「ハア。俺らの独断で。だから、この件は……」

「そうか。なら、俺もここで見たことを誰に言う必要もないわけだな。心配しなくても、チクったりしねえよ。ほら、サツを呼ばれる前にさっさと消えたほうがいいんじゃないのか？」

「……ウス」

　三人は兵頭に背を向けて歩き始めた。プリン頭が小さく舌打ちして、スキンヘッドに小こ突づかれる。数メートル離れたところで「ああ、忘れてた。待て」と兵頭が呼び止める。

　その場で立ち止まり、チンピラたちが振り返る。

　兵頭は俺に歩み寄り、あろうことかまるで親しい友人同士のように肩に腕を回した。そしてやおらに「どいつです？」と聞く。

「……おい、離れろ。どいつって、なにが？」

「先輩を殴った奴ですよ。あのハゲですか？」

「違う。これくらいたいしたことはない」

「じゃ、ピアスだ」

「いや、だから……」

　名指しするつもりなどなかったが、ついチラリとプリン頭を見てしまう。

　兵頭は目め敏ざとかった。わかりました、とも言わないでゆらりと俺から離れ、プリン頭に向かって歩み始めた。目の前まで辿り着くと、頬を引きつらせたまま固まっているプリン頭の肩を、左手でポンと叩く。

　兵頭の右手が動いた。具体的な動作は、俺の位置からはわからない。ただ一瞬のうちにプリン頭がギャッと叫んで、身体を仰け反らせるのが見えただけだ。兵頭が離れると、今度は身体を丸めて声にならない呻きをあげている。腹に抱えて庇っているのは右手らしい。

「一本で勘弁してやる」

　不気味なほど優しい口調で兵頭が言った。

「よかったなあ。あの男の顔に三カ所痣あざがあったら、おまえの指は三本折れていた。五カ所以上からは手足になる予定だ。それ以上の場合は俺の気分次第だが……おまえだって車椅子で生活するようにはなりたくないだろう？」

　プリン頭は右手を押さえたまま、ヒィと情けない声で頷く。

「なら学習しろ。頭を使わないと、脳細胞が死滅するんだぜ？」

　スキンヘッドが涙目のプリン頭を庇うようにして「わかった。もうこれくらいで勘弁してくれ」と低く答えて後ずさる。

　じりじりと遠ざかる三人の歩調は次第に速くなり、角を曲がる頃にはほとんど競歩かというスピードになっていた。チンピラどもが見えなくなると、俺は兵頭を見据えて一言「ヤクザめ」と吐き捨てる。

「ええ、ヤクザですよ」

　それがどうしたとばかりに答えやがった。

「俺は自分の持ちモンに手を出されるのが大嫌いなんです。同業者相手の場合は、ある程度拳でお話し合いをしないとね。……もっとも、近頃じゃそうそう派手なことはしませんよ。俺だってもう別荘行きは御免ですから」

「もうって……おまえ、刑務所入ってたのか？」

　本来の突っ込みどころはそこではないというのに、思わず反応してしまった。

「まあ、三年ほど。府ふ中ちゅうの豪邸にね」

「なにしでかしたんだよ」

「若気の至りってやつですよ。……そんなことよりねえ、先輩。俺をさしおいてあんな連中と仲良くするなんて、ひどいじゃないですか」

「……おまえの配下じゃなかったのか」

　もしかして……とは気になっていた疑問を、思い切って口にする。兵頭は煙草を咥えながら「は？」と迷惑げな表情を見せた。伯田が近寄り、銀のターボライターで火を差し出す。

「あんなセンスのないのを、俺の舎弟だと思ったんですか？　やめてくださいよ、金のダウンなんて信じられない」

「ヤクザってのはセンスがないもんだろ」

「そういう偏見はどうかと思いますがね。あれは鵜沢組の下っ端です」

「なんだ。俺はてっきりおまえの嫌がらせかと」

「とんだ濡れ衣です。だからさっさとウチで花でも手配すりゃよかったんだ。最初から周防が絡んでるってわかってりゃ、連中だって手を出しゃしないのに」

　フーと白い煙を吐いて、呆れたように俺を見る。知ったことか。どっちを選んだところでヤクザに変わりはないじゃないか。

「昨日のピザは」

「ああ、そっちは俺です。お茶目だったでしょう？」

「人の事務所に不法侵入しといて、なにがお茶目だ。おまえ、なんか高校の頃と性格キャラが変わってないか」

「そのセリフはそのままお返ししますよ、先輩」

「ピザは力士たちの胃に収まった」

「知ってます――思ったより、顔が広いですね」

　煙草の煙が不快で、俺は風上に一歩ずれた。いろんな意味で煙たい野郎だ。

「で、今日はなんの用だ。このあいだも言ったとおり、ウチは絵も花も壷も水晶も英会話教材も歯ブラシもいらないぞ」

「人を押し売りみたいに言わないでください」

「おまえはヤクザだ。押し売りよりタチが悪い」

「ヤクザだけど依頼人です」

「……なんだって？」

　俺は耳を疑った。空耳か、でなきゃタチの悪い冗談だ。

「だから、仕事の依頼に来たんですよ」

「ふざけるな。ヤクザの依頼なんかお断りだ」

「差別反対」

「俺には依頼人を選択する自由がある」

「タクシーだって乗車拒否できないってのに、ずいぶん傲ごう慢まんなネゴ屋だ」

「そのネゴ屋ってのやめろよ」

「まあ、とにかく事務所で温かいコーヒーでも飲みましょう。ほら、行きますよ」

　行きますよって、おまえの事務所じゃないだろうが……などと文句をつける暇すらない。

　俺は兵頭と伯田に挟まれて逃げ場を失う。にたにた笑うふたりのヤクザにサンドイッチされ、自分の事務所に連行される羽目になったのだ。
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　不本意ながら、俺は兵ひょう頭どうの依頼を受けることにした。

　不本意ながら、まる三日潰れることになった。

　さらに不本意ながら、兵頭とずっと行動を共にしなければならない。

　まったくもって不本意だらけだ。不本意の大安売りだ。叩き売りだ。それでも仕事を引き受けたのには理由がある。

　この依頼を完遂したのちには、芽め吹ぶきネゴオフィスには一切の手出しをしない、ミカジメ料も要求しなければ、嫌がらせもしない――兵頭がそう約束したからである。

「本当か」

「ヤクザには二言はありません」

「信じられるか。誓約書を書いてもらう」

「べつに俺は構いませんがね。先輩もよくご存じでしょう、法的な効力はほとんどないですよ」

　ちくしょう、知っていたか――と思ったが顔には出さず、俺は用紙とサインペンを渡した。

「おまえが約束を破れば、メンツってやつに関わるだろ」

　現代ヤクザに義理だの人情だのはないが、メンツはいまだ健在なのだ。兵頭は「なるほど」と言うとそれ以上は逆らわずに、誓約書に名前を記しるした。

　兵頭寿じゅ悦えつ……いつ見てもめでたい名だ。

　ヤクザより結婚式の司会業がふさわしい。もっとも、こんなおっかない男が司会の披ひ露ろう宴えんなんか俺は御免だが。

　依頼内容は、兵頭の専属交渉人となること。期間は三日間。

　つまり俺は三日の間兵頭と行動を共にし、兵頭がすべき交渉・折衝の代行をするのだ。

「言っておくが、法に触れるような交渉はしないぞ」

「大丈夫です。チャカの取引現場で値切り交渉しろなんて言いませんから」

「あたりまえだ。それに、引き受けたからにはもちろん全力を尽くすが、すべての交渉がうまくいくとは限らない」

「構いませんよ。成功報酬制なら、俺の懐は痛まない」

「今回は専属料もかかる」

「それはちゃんと支払います」

　かくして話はまとまったのだが、やはり胡う散さん臭くささは拭えない。

　そもそも、兵頭が俺に交渉代理をさせる必要があるのか？　そんなに交渉下手なのか？　あの減らず口を聞いている限り、とてもそうは思えない。

　今回の仕事に入る前夜に、あらかじめ周す防おう組ぐみとその周辺についてキヨが詳しい情報をくれた。

　まず、墨すみ田だ区く界隈の歓楽街で幅を利きかせている組は現在ふたつ。

　兵頭が属している周防組と、先日のチンピラたちの鵜う沢ざわ組ぐみだ。

　両者の上部組織はどちらも真しん和わ会かいであり、組長同士は盃さかずきを交わした義兄弟である。ヤクザの世界は疑似家族制度の上に成り立っており、兵頭にとって周防組組長はいわゆる『親父おやじ』だ。ならば、その親父の義兄弟である鵜沢組組長は『叔父貴』にあたる。

「周防の組長ってのはどんな人物だ？」

　俺の問いにキヨは視線を宙に浮かせて考える。記憶を辿っている時の癖だ。

「……あんまりヤクザっぽくない爺さん」

「なんだそりゃ。人望はあるのか」

　ある、と今度は即答だった。

「アットホームな団体だとか、言ってやがったけど」

「もとはここらのテキ屋の総締めだったらしいから、まあ昔気質なんだと思う。テキ屋衆ってのは堅気が客だから、そうそうえげつないことはしないって」

「フーン。ま、昔の話だよな。女とクスリは？」

「女は売ってるけど、扱いはまともらしい。鵜沢のほうは、あんまり評判よくないね。ヤクは御ご法はっ度と」

「どうして兵頭が周防組のナンバー２になったんだ？」

　キヨは首を横に振る。この件に関しては知らないらしい。

「組長同士が義兄弟ってことは、周防組と鵜沢組の関係はうまくいってるんだよな？」

「……小こ競ぜり合あいは時々ある」

「鵜沢組もクスリを扱わないのか？」

「そのはず。真和会からのお達しだから」

　ドラッグの類は組織にとって大きな資金源にもなり得るが、その反面でリスクも大きい。組織内部でクスリに手を出す者も多いため、最近では扱いを禁止する組も増えているという。一方で、外国人たちが若者に合成麻薬を売うり捌さばくケースはあとを絶たない。

　墨田区界隈でも、最近中国系のアウトローをよく見かけるようになった。決まった組織に属しておらず、母国と日本を往き来する彼らは実体が掴みにくい。警察関係者の中には、日本のヤクザよりも始末が悪いと言う者もいる。

「あと、兵頭、ホモだから」

　ついでのようにキヨが言い、俺は軽い頭痛を感じた。

「……女、一切ダメなのかあいつ？」

「うん」

「しかも、カムアウトしてんのか？」

「うん。ここらの連中はみんな知ってる。――兵頭に逆らうと、ボコにされたあとでケツまで掘られるって、怖がられてる」

「……そりゃ怖いだろうな」

　女性と違って、多くの男は自分が性的暴行の被害者になるという事態を想定したことがない。

　それだけに、男に肛門を犯されるなど――考えただけでぞっとするだろう。

　噂だけどね、とキヨは言い添えたが、安心できるはずもない。なにしろ再会の日にいきなりキスされているのだ。おそらくは一種の嫌みか脅しなのだろうが、ケダモノじみたやり方だ。

　かくして役に立つかどうかわからない前知識を仕入れたのち、俺は兵頭の依頼を請け負った。しつこいようだが、不本意なのだ。

　約束の午後五時きっかり、黒い乗用車が迎えに来る。

　運転しているのは伯はく田たで、今日も八百屋のおっちゃん顔負けに愛想がいい。

「カローラ？　ヤクザってのはベンツに乗るもんじゃないのか」

「そういう法律があるんですか」

「ないけど」

　ベンツでなけりゃイタ車あたりかと思っていただけに、ちょっと拍子抜けした。

　後部座席の兵頭は、黒いスーツにグレーのシャツで決めていた。タイは光沢のあるダークグレーだ。徹底してモノトーンの装い――嫉妬を覚えるほど似合っている。

　一方、俺はニットにカジュアルパンツ、それにジャケットを引っかけただけの姿でスーツすら着ていない。必要ないと兵頭に言われていたからだ。

「先輩。狭いところで悪いんですが、まず着替えてもらえますかね？」

「は？」

　車に乗り込むなり、そう言われた。

　ぽかんと口を開けている俺の膝に、兵頭がガーメントバッグをドサリと置く。

「なんだよこれ」

「スーツです」

「おまえ、スーツ着てこなくていいって言ったじゃないか」

「先輩の持っているスーツなら、着てこなくていいという意味です」

「どういう意味だ。安物なんか着られちゃ困るってことか」

「答えにくいんですが、イエスです」

　めちゃめちゃスルッと答えてるじゃないか。

　俺の不服顔などどこ吹く風で、兵頭はガーメントのファスナーを下ろす。ひと目で高級とわかるスーツ一式が現れた。

「生地はやっぱりイタリアですね」

　長い指が襟のラインをそっと撫でる。

「先輩、俺らの世界はハッタリが大切なんです。それなりの地位にいる人間は、それなりの格好をしないと下の者に示しがつかない」

「示しだの酢す飯めしだの、俺の知ったことか」

「……先輩も寒いオヤジギャグを飛ばすようになったんですねえ。時の流れは残酷だ」

「服に格好つけるなら、車も高級にすりゃいいだろ」

「こりゃ社用車ですからね。ウチの親父の趣味です。国産車が好きなんですよ」

「とにかく、俺はそんなものは着ない」

「着てもらいますよ。支給された制服だと思ってください。ま、嫌がるのを無理に脱がせるのも楽しくていいかもしれませんが」

「……着りゃいいんだろ」

　こいつなら本当にやりかねない。カローラの中でパンツまで脱がされたんじゃ、洒しゃ落れにもならんと、俺は渋々高級スーツを手にした。

「あっち向いてろよ」

「どうして。女でもあるまいし」

「おまえの目はいやらしいんだよっ。眼鏡の奥からじろじろ見られると妊娠しそうだ」

「俺の目玉から精子がニョロニョロ出てるとでも？　べつにいいですよ、妊娠しても。ちゃんと責任は取らせてもらいます」

　阿呆なやりとりに嫌気がさして、俺はむすっとしたままセーターを脱ぎ始めた。

　この場合、恥ずかしがるのが恥ずかしい。兵頭の視線を強く感じながら、やけくそな気分でニットトランクスと靴下以外のすべてを脱ぐ。車内は適温に保たれているというのに、なぜだかゾクリと震えが走り、乳首が小さく収縮して尖るのが自分でわかった。

　狭い空間で、苦労してスーツを纏う。

　確かに着心地はいい。軽くて暖かく、身体に自然にフィットする。その段階で、ふと疑問が芽生えた。

「……おい。なんで俺のサイズがわかったんだ」

「このあいだ抱き締めたんで」

　なんでもないことのように答えられ、カッと耳が熱くなる。

「兵頭。言っておくが、ああいうセクハラめいた真似は二度と御免だからな」

「あれだけ反撃しといてよく言いますね。まだメシを食うたびに痛い」

「俺のほうが圧倒的に体格が不利なんだから、あれくらいして当然だ」

「……ああ、やっぱり似合います。タイ、曲がってますよ」

　目を細めた兵頭が、もったいぶった手つきでタイを直す。

「人の話を聞け」

「色が白いから、鮮やかな色が映はえる。これを着せるのを楽しみにしてたんです」

　おまえの耳は飾りか、と言ってやりたくなるほど兵頭は俺のセリフを無視する。大きな手にタイの結び目を直され、前髪まで整えられたが、俺は疲れ果てた気分でじっとしていた。仕事する前からこんなに疲れてどうするんだ。

　身支度が整うと、兵頭は「さて」と一冊のファイルを取り出した。

「まず最初の仕事ですがね。これが交渉相手の資料です」

　俺はファイルを捲る。若い男性のスナップ写真が何枚かと、その経歴、趣味や行動半径などが細かに記されていた。

　名前は橋はし田だ智とも紀のり。都内の高校に通う十六歳だ。

「……誰なんだこれ？」

「うちの組長の甥おいっ子こです」

　写真で見る限り、ごく普通の高校生だ。

　清潔感があり、服装の乱れもなく、今時の子にしては真面目な部類だろう。黒目が大きく、幼い顔つきをしている。まだ中学生でもとおりそうだ。

「これが困った坊やでね。学校じゃいい子のフリをしてるくせに、実のところ相当な悪ガキなんですよ。母親の言うことなんか鼻で笑って毎晩繁華街を遊び歩いてます。ケンカやカツアゲも慣れたもんで、しかも小ずるいことに自分じゃ動かず手下を使う」

「へえ。人は見かけによらないな」

「最近じゃヤクの捌きにまで手を出してる。ＭＤＭＡってわかりますか」

「合成麻薬」

　俺の答に頷き、眼鏡のブリッジを上げる。

「そうです。出回ってるほとんどは、混ぜものをしてある粗悪品ですがね……坊やはこいつを売り捌いて荒稼ぎしてる」

　高校生が麻薬の売買――驚くべきところなのだろうが、そういう時代だよなと思ってしまう自分が情けない。

「仕入れ先は？」

「組関係じゃなく、外国人から買ってるようです。本当ならこいつの親父がガツンといくべきなんでしょうが……残念ながら別荘で静養中でしてね。ほとほと困った母親が、組長に泣きついてきて、俺が任されたって次第で」

　俺はファイルに落としていた目を上げて、兵頭を見た。

「言っておくが俺は交渉屋だぞ。いい子はクスリなんか売っちゃいけません、なんて説教はできない。おまえがそのおっかない顔で睨んだほうがよっぽど効き目があるだろ」

「俺だと半殺しくらいにはしちまいそうでしてね。組長の甥を半殺しはまずいでしょう？　それに、向こうも俺を毛嫌いしてる――もともと、ヤクザって存在が嫌いなんですよ」

「俺もヤクザは嫌いだ」

「へえ、それは知らなかった」

　兵頭はしれっとした顔で、俺の嫌みを受け流す。

　智紀という少年がヤクザを嫌うのは理解できる。

　まあ、そもそもヤクザに好意を抱いている一般市民はほとんどいない。任にん侠きょう映画が好きでも、現実の暴力団と関わるのは勘弁だと考えるのが普通である。その一方で、望んだわけでもないのにヤクザの家に生まれてしまう子供もいる。智紀にもそれなりの苦労があったのだろう。もっとも、だからといってクスリの売買などに手を染めるろくでなしになっていいはずもないが。

「一昨日、坊やがまとまった量のクスリを入手したというネタが入りました。うちとしては事を荒立てずにこれを回収し、はっきりした出所を知りたい。万一、組そ対たいに目をつけられた日にゃ、関係ないこっちまで大迷惑ですから。……交渉してくれますね？」

「こっちのカードは？　なにも見返りがなくては交渉には応じないだろう」

　口調に特別な硬さはないものの、兵頭の目つきは真剣だった。

「一応用意しときました」

　兵頭は内ポケットから封筒を取り出して俺に渡した。厚みからいって百万程度だろう。

「坊やが持ってるのは末端価格で三百万ぶんです」

「おいおい。それをこれっぽっちで交渉しろって？」

「もちろん仕入れ値はもっと安いから、それほど損はないはずですよ」

「しかもおまえ、どうせこの百万もあとで難癖つけて回収するつもりだろ」

　男前ヤクザはにやりと笑った。今気がついたが、このあいだと眼鏡が違う。同じ黒だが、前回はセルフレーム、今日はメタルだ。

「……なんです？」

「いや。それ、その眼鏡、危なくないのか。乱らん闘とう沙ざ汰たの時だとか」

「嬉しいですね。心配してくれるんですか？　けど問題ありませんよ。俺はこの五年間、誰にも顔を殴られていないんです。殴ったことなら数え切れませんが」

「心配なんかしてないし、そんなのちっとも自慢にならない」

　やがてカローラが静かに停車した。

　スモークを貼った窓から、俺は外の様子を眺める。渋谷から少し外れた裏通りだ。雑居ビルが立ち並び、あたりを歩くのは若者が多い。

「あそこに『501』って店があるでしょう。一応ダーツバーって触れ込みで、坊やたちのたまり場になってます」

「今日も来てるのか？」

「ええ。そのはずです」

「……百万で納得すりゃいいけど……ま、やってみるか」

　俺が車を降りると、兵頭がついてこようとする。

「来るなよ。相手はおまえを嫌いなんだろう？」

「ひとりでは行かせられませんよ。子リスみたいな顔して、外げ道どうなガキなんです。本人はチビですが……ああ、そうだ。これ禁句です、キレますから」

「なにが禁句だって？」

「チビ。以前一度だけ、『おい、ちっちゃいの』って呼んだら、翌日俺の仕切ってる事務所にでっかいサソリの入った封筒が届きました」

「げ……。サソリって、そんなに簡単に手に入るのか？」

「そっち系のペットショップに行けばあるらしいですよ」

　紙の封筒の中で、サソリがカサカサいってるのを想像したらぞわりとした。実に陰湿な仕返しだ。つまりそれほどに、智紀は背が低いのをコンプレックスに思っているというわけか……写真はバストショットだけだったので、背丈まではわからない。

「本人のチビさをカバーする感じで、取り巻きはごついんです。しかもなかなか腕が立つ。先輩ひとりじゃあ、なにされるかわかったもんじゃない」

　などと言われると、ひとりで向かうのが不安になってくる。

　繰り返すが、俺はケンカが弱い。高校生相手でも負ける自信は充分にある。これから始まるのは、いってみればアウェーでの試合であり、もともと不利なのだ。基本的に最初の交渉はホームである自分の事務所、あるいは見通しのいい喫茶店など、公共の場で行うのが望ましい。

「……じゃ、来てもいいが、約束しろ」

「なにをです」

「まず、殴るな。俺は暴力は嫌いだ」

「向こうから手を出してきても？」

「頭のいいガキなんだろう？　なら周防の若頭に手を出したりしないさ。最悪でも俺が殴られるくらいだ。それからもうひとつ」

「まだあるんですか」

「喋るな」

　兵頭が怪訝な顔を見せ「一言も？」と聞き返した。

「そうだ。俺の交渉術は繊細なんだよ。ペースを崩されると困る」

「……いいでしょう。まずは先輩の言うとおりにしますよ。やれやれ、脅す口も殴る拳も封印されるなんて、俺は可哀想なヤクザだ」

「心配するな。おまえは立ってるだけで原子力空母並みの威圧感だ」

　わざとらしいため息をつかれたが、俺は相手にしない。

「ありがとうございます」

「誉めてない」

「知ってます」

　口の減らない男である。高校生の頃はもっと無口だった……ような気がする。まともに口を利いたのが二度じゃ、判断のしようもないわけだが。

　十七歳の兵頭は、まるで柄えのないナイフみたいな奴だった。鋭い刃ばかりで、どこに触れたらいいのかわからない。エッジに水滴を落とせば、それすら真っ二つになるのではと思わせる鋭利な空気を纏っていた。

　今でもその危うさはなくなったわけではない。どれだけ馬鹿な軽口を叩こうと、兵頭はヤクザだ。先日、チンピラの指を折った時の容赦なさがこいつの本質なのだろう。ただ、それをある程度オブラートに包む狡ずるさを、今の兵頭は知っている。

　俺と兵頭は狭い階段を下りて、地下の『501』へ向かう。読み方はファイブゼロワンでもゴーマルイチでもなく、ファイブ・オー・ワンらしい。

　歩きながら、作戦を組み立てようとしたのだが、これといっていい考えが思い浮かばない。

　ファイルを読んだだけなのだから、無理もない話だ。情報が少なすぎるうえ、相手は高校生である。この年頃の価値観は独特で、ある意味、大人相手よりやりにくい。

　扉には『Closed』の札がかかっていたが、兵頭は無視して入っていく。

　店内は幅は広くないが、奥行きはある。つまりウナギの寝床だ。壁にはいくつものダーツボードがかかっていて、立ち飲み用の高いテーブルが並んでいた。椅子は壁に沿って少し置かれているだけだ。

　薄暗い店内は静かだった。

　音楽はかかっていない。だが、奥からピロピロと電子音が聞こえる。

「誰だ」

　太い声も、奥から。

　図体のでかいのがふたりと、小柄な少年がひとり……智紀だ。

　電子音は、智紀の手の中にあるポータブルゲーム機から発せられていた。

　グレーのセーターにナイロンのパーカーとジーンズ。ハイテーブルに腰掛け、目線はずっとゲーム機に向けられたまま、親指だけがさかんに動いている。他のふたりは渋谷あたりをうろつくガキ独特のだらしないファッションに身を包み、それなりに悪そうな顔をしていた。

　智紀は顔を上げない。ゲームに夢中といった様子だが、俺にはわかっていた。

　ゲームを続けながら、こっちを気にしている。一番背の高い金髪が身体を少し屈め、智紀の耳元でなにか囁いた。だが智紀は反応を返さず、ゲームを続けるばかりだ。

「なんか用スか」

　さっきと同じ太い声は、ニット帽ぼうを被った男だ。俺ではなく、兵頭を見て聞いている。すでに顔見知りらしい。兵頭は俺との約束を守り、黙していた。

　金髪とニット帽は智紀を守るようにハイテーブルを囲んでいる。確かに腕っ節の強そうなお友達である。回れ右して帰りたいが、仕事だ。

　兵頭に小さく「ここで待っててくれ」と告げ、俺は奥へと歩みを進めた。

　男ふたりは顔つきを緊張させるものの、殴りかかるような素ぶりは見せない。俺はなるべくゆっくりとハイテーブルに近づき、智紀の正面で止まった。

「あんた、誰」

　金髪に聞かれるが答えない。視線も智紀に据えたまま動かさなかった。

　俺に凝視されたまま、智紀はゲームを続けている。小さな画面が見える。ロールプレイングかと思いきや、パズルゲームの類だった。

　挨拶はしなかった。

　名乗ることもしない。

　ゲームをやめろとも言わない。

　俺はひたすら待っていた。智紀が口を開くのを待っていた。

　通常の交渉では、まず挨拶から始める。

　どれほど剣呑な場であっても、最初の挨拶はきちんと穏やかにする。それが大人の世界の原則ルールだからだ。けれど十代の若者にこのルールは通用しない。まして智紀にとって俺は、会う必要もなければ、会話する必要もない相手なのだ。きみと話がしたいと申し出ても「いやだ」と拒まれればお終しまいである。

　ならば、智紀に興味を持ってもらうしかない。

　俺という人間と、少しくらいは喋ってもいいと思わせなければならない。そのためには、最初に口を利くのが俺であってはならない。質問は智紀からさせなければならないのだ。

　俺はひたすら待った。

　待っているだけの時間というのはやけに長く感じられる。取り巻きたちに「なんだよ、こいつ」「変なオッサン」などと揶や揄ゆされてもじっとしていた。後方から煙草の煙が漂ってくる。兵頭もおとなしく無言を保っていたが、内心はいらいらしていることだろう。

　十分――いや、もっと経っただろうか。智紀がやおら口を開いた。

「道がふたつに分かれていて、片方は天国へ、片方は地獄へと続いている」

　男にしては高い声だった。相変わらず顔は下を向いたまま、ゲームも続けたままだが、滑かつ舌ぜつよく言葉を続ける。

「道の分かれ目には金髪の天使と銀髪の天使が立っている。ただし、どちらかは偽物で本当は悪魔だ。天使は真実しか答えず、悪魔は嘘しか答えず、彼らはイエスとノーしか言えない。あなたはもちろん天国へ行きたいが、どちらかの天使に、一回の質問しかできない。――さあ、まずどちらに質問する？」

　金髪男が小さく「わかるか」とニット帽に聞いた。ニット帽は「むう」と唸り、首を横に振る。俺は二秒ほど考え、答えた。

「どっちに聞いてもいい」

　考えたというよりは思い出していたのだ。有名な論理パズルである。

「で、なんて聞く？」

「『こっちは天国に続く道ですかと聞かれたら、あなたはイエスと言いますか？』」

「……正解」

　ピロロン、とゲーム機から音がした。どうやらゲームのほうもすべてクリアしたらしい。

　智紀が顔を上げた。

　大きな黒目が俺を観察していた。兵頭が「子リス」と言ったのがよくわかる顔立ちだ。

「兵頭さんの友達？」

「違う」

「じゃ、恋人？」

「百億積まれても御免だ」

　ハハ、と智紀が笑った。子供のくせに、やけに乾いた笑い方をする。

「じゃあ気をつけるんだね。おじさん、いい歳のわりにキレーな顔してるから」

「そりゃどうも」

「で？　おじさん何者？　顔は堅気なのに、着てるスーツがヤー公くさい」

「スーツについては同感だ。俺は芽吹章あきら。仕事は交渉人」

「ネゴシエーター？　へえ、かっこいいじゃん」

　とってつけたような声だった。

　馬鹿にされたのだとわかったし、いい気持ちではなかったが、これくらいでカッとするようでは交渉屋など務まらない。

「ああ、かっこいいよ。ありとあらゆる仕事はかっこいいというのが俺の持論だ。かっこ悪いのは、違法行為で楽に儲けようとする連中だな」

「それ、嫌み？」

　さして気分を害した様子もなく、智紀はサラリと聞く。

「さあ？」

「芽吹さんだっけ。ぶっちゃけトークでいこうよ。俺たちヤクザほどヒマじゃないし。……例のクスリの件で来たんでしょ？」

「ご明察」

「馬鹿な真似はやめろって、お説教しに？」

「説教？」

　俺はわざとらしく語尾を上げた。

「俺がきみに説教？　それこそ、そんなにヒマじゃないんでね」

「じゃあなにしに来たのさ」

「言ったろ。俺は交渉人だ」

「だから、なんの交渉？」

　ゲーム機を置き、智紀はハイテーブルから下りた。

　ほんの少しだが、いらいらしている。俺がなかなか本題に入らないからだ。頭の回転が速い人間ほど、まどろっこしいのを嫌う。

　……それにしても、本当に小さい。

　もしかしたら一五○センチないかもしれない。しかも細身なので、ギュッと丸めてポケットに入れたくなるような雰囲気だ。もちろんそんなことを口にすれば交渉は即決裂である。

「きみの仕入れたクスリを買い取りたい」

「いやだと言ったら？」

「うーん。いやなら仕方ないけどね」

　俺はほんの少しだけ、なげやりな色合いの滲む声を出す。

「早いな。もう諦めるの？」

「今回の交渉が難しいのはわかってるんだ。兵頭がしつこいから一応は引き受けたが……ここだけの話、こっちも仕事なんでね、見込みがない案件に時間をかけるより、さっさと次の依頼を探したほうが時間の無駄にならないで済む」

「難しいって、どんなふうに？」

　ほら、食いついてきた。俺は過剰にならない程度に、面倒くさそうな顔をしてみせる。

「だってきみ、智紀くんだっけ。べつに金は欲しくないだろう？」

「まあね。金に困ってるわけじゃないし」

「自分でクスリを使うタイプでもない」

「なんでそう言えるのさ？」

　きみはクスリに溺れるようなバカじゃないから――などとは言わない。

「きみは、クスリなんか使う奴はバカだと見下しているタイプだ。そして自分のことは利口だと思ってる。従って、きみはクスリを使うわけにはいかない。そんな真似したら、自分をバカだと証明することになってしまうからな。ロジカルだろ？」

「……」

　智紀が黙る。大きな目は瞬きもせず、俺をじっと観察していた。

「クスリの売買は、きみにとってひとつのゲームでしかない。ただし、さっきまでしていたパズルゲームより、リスクが大きいぶんスリルが味わえる」

「ま、当たってなくもないかな。確かに僕にとっては単なるゲームだよ」

「そう。つまりきみはジャンキーなんだよ」

「……なんだって？」

　小さな智紀が気色ばむと、両サイドから金髪とニット帽がズイと出る。そのぶん一歩下がりたくなる足を踏ん張り、俺は続けた。

「ゲームジャンキーだ。現実世界から逃避し続けるために、常になにかしらのゲームをしていなければ気がすまない、いわば仮想現実依存症。重症になると、現実の世界が仮想現実に侵食されるようになる」

「言ってくれるね。俺のことをろくに知りもしないで、どうして言い切れる？」

「わかるよ。ジャンキーは目が死んでる」

　てめえ、と金髪が踏み出て俺の襟首を掴んだ。

　しかし智紀に「待って」と言われ、渋々引き下がる。ぎらついた目が「これ以上、智紀を侮辱するとぶちのめすぞ」と言っていた。ニット帽も同じく怖い顔をしているが、ここでびびってはいけない。一方で智紀はまだ感情を乱さない。

「芽吹さん。俺はゲームジャンキーなんかじゃない。ゲームをするのもただのヒマ潰しで、依存している覚えなんかないね」

「さっきはそんなヒマない、って言ったな、きみはヒマなのかヒマじゃないのか、いったいどっちなんだ？」

「揚げ足取るなよ」

「ごく論理的な質問だと思うが」

「ゲームは確かにヒマ潰しだけど、あんたやヤー公に時間を割さくよりはプライオリティーが高い。それだけのことだ。俺はゲームジャンキーなんかじゃない」

「残念だな。中毒患者の多くはそう言うんだ」

　ふん、と智紀が鼻で嗤わらう。

「あんたの魂こん胆たんはわかってるよ。俺を怒らせて、ゲームジャンキーじゃないって証明するためにクスリを手放させようってんだろ。悪いけど、そんな安易な手には乗れないな」

「大丈夫、承知してる。ジャンキーを説得できるとは思ってない」

「――腹が立つオッサンだなあ。俺は違うって言ってるだろ？」

「うん。そうだな。お大事に」

　優しい声音で言ってやった。

　智紀は頬をピクリと動かし、テーブルの上のゲーム機を取るといきなり床に叩きつけた。金髪の足下でゲーム機が憐あわれな音を立ててひしゃげる。智紀はニット帽を見て「アレ、持ってこい」と命じた。ニット帽は躊躇ためらう様子を見せたが、智紀が「早く」と睨みつけると、頷いてその場から消える。

　一連の様子を見ながら、俺は考えていた。

　この癇かん癪しゃくは本気か。あるいは演技か？　少し話しただけだが、智紀が頭のいいガキだということはわかった。だとしたら、演技もあり得る。

「……芽吹さん。いいよ、今回はあんたに花を持たせてあげる」

「助かるな。売ってくれる気になったのか？」

　本気か？

　いや――違うな。ならば、この坊やはなにを考えている？

「俺はね、自分を制御できないような人間だと思われるのが、なによりむかつくんだ。だからゲームジャンキーなんかじゃないって証明をする。クスリの売買なんか、ヒマ潰しにやってただけだ。いつだってやめられる。スリルを求めてたっていうのは少しはあるけど、ぜんぜんたいしたことなかったよ。せいぜいホモのヤクザが怖い顔してみせるくらいでさ」

　ごほ、と兵頭の咳払いが聞こえる。

　ニット帽が黒いナイロンバッグを持ってきた。智紀が受け取り、中から二重になっているジッパーつきのポリ袋を取り出す。菓子を思わせる色づけをされた錠剤がザラザラと入っていた。ちょっと見た感じはラムネ菓子のようだ。

　俺は少しだけ、頬の筋肉を緩ませた。

　目にも安堵の色を浮かべる。もちろん、意識的にだ。

「これが、欲しいんでしょ？」

「いくらならいいんだ？」

　返事はわざと早口にする。智紀が口の端を吊り上げて、にやりと笑う。

「いくらまで出せるのかな」

　いやなガキだ。

　具体的な数字は相手から出させたほうがいいという、価格交渉の基本を知っている。

「そうだな……末端価格ってわけにはいかない。それに、きみは金が欲しくてやってるわけじゃないんだろう？」

「金が目的じゃないけど、あんたたちの困った顔を見るのは楽しい」

「おいおい、お手柔らかに頼むよ。こっちにも予算ってもんがあるし、それ以上にメンツってのが大切でね」

「これ持って帰らないと兵頭さんのメンツが立たないってわけ？」

「まあね。きみだってお父さんや伯父さんを見てたらわかるだろう？　メンツはヤクザの必須アイテムなんだよ。ゲームキャラだとしたら、開始前からデフォルトで装備されているほど……え？　……あ、おい、どこに行くんだ？」

　クスリを持ったまま、智紀が早足で歩きだす。

　芽吹の横をスイと抜け、兵頭の立つ出入り口付近へと向かった。咥え煙草の兵頭を一いち瞥べつすると、小さく「フン」と鼻で笑い、トイレと思おぼしき扉の前に立つ。

　扉を開ける直前にくるりと顔を向け、急いで追いかけている俺を見た。

「ははっ。誰が売るって言った？」

　実に楽しげな声だった。

「おい……！　智紀くん、なにするつもりだ！」

　俺は慌てて腕を伸ばし、かろうじて智紀のパーカーを掴んだ。だが智紀はすでに洋式便座のフタを開け、便器の中にザラザラとクスリを捨てている。

「なにしているんだ、やめろ！」

　後ろから押さえ込もうとしたのだが、逆に金髪に羽は交がい締じめにされてしまう。

　智紀は笑い声をあげながら水を流した。色とりどりの錠剤が渦うずを巻き、二度と手の届かない下水へと消え去っていく。

　やめろッ……と、俺は再び大きく叫んだ。

「やめるんだ！　金ならちゃんと用意してあるから！」

「だからさあ！　金なんか関係ないって言っただろ！　俺はもうクスリなんかいらない。でもあんたらに売るつもりなんかこれっぽっちもないね！　そんくらいならクソと一緒に流れちまえばいいんだ！　ほら、あははっ、どんどん流れてくよ！」

　何度かに分けられ、合成麻薬が処分されていく。最後のひと塊かたまりが渦に呑まれた時、俺はため息とともに全身の力を抜いた。

　金髪の腕が緩み、身体が解放される。

　振り返ると、兵頭が苦虫を噛み潰した顔でぬうと立っていた。

「残念だったねえ、兵頭さん」

　せいせいした笑顔で、智紀が言う。

「その交渉人、今後も使う気なら考えたほうがいいんじゃないの？　バカってほどじゃないけど、たいして利口でもないから」

　一言くらい言い返すかと思ったのだが、兵頭は火の点いていない煙草を噛んで沈黙を守った。そして俺を見ると「呆れてものも言えん」とばかりの目を向け、出口へと踵きびすを返す。

「おい、兵頭、待てよ……！」

　俺もそそくさと兵頭を追いかける。

　店を出る直前、若者たちのあざ笑う声が聞こえてきたが気にしない。気にする必要もない。

　そう、交渉は成功した。俺にとっては過不足なく成功したのだ。

「――やってくれましたね」

　カローラに戻ると、開口一番で兵頭が吐き捨てた。

「悪かったなあ、兵頭。クスリは買い戻せなかった。あんな展開になるとは……」

「先輩。その手には乗りませんよ。あんた最初から、買い戻す気なんかなかったでしょう」

「そんなことはないぞ。あの坊ぼうやと話してる途中で、こりゃ無理だと思っただけだ。思っていた以上に頭のいい子だったからな」

「信じられませんね」

　じろりと睨まれたが、俺は小さく肩を竦めて「ま、いいじゃないの」と答え、さっきの封筒をぽんと返した。

「クスリは捨てられちまったけど、おまえはこの百万を使わずに済んだ。一番の問題はあの坊やの手元にクスリがあった事実だろ？　それともアレか？　格安で買い取った合成麻薬を、周防組がもう一度売り捌こうって算段だったのか？」

「言ったでしょう。ウチは薬物は御法度なんです。そんなセコイ真似しません。少なくとも俺の目の届くところではさせない」

「じゃ、どのみち処分するんだから、いいじゃん」

　高校生みたいな口調で言ってやった。

　現金を内ポケットに戻し、兵頭はドサリとシートに寄りかかる。

　もう一度くらい盛大にため息をつくかと思いきや、今度は肩を震わせて笑いだした。

「ク……クク……伯田さん、車出してくれ……ああ、参った。笑いを堪えるのに苦労しましたよ。先輩、あんたには驚かされっぱななしだ」

「なに笑ってんだ」

「可お笑かしいじゃないですか。あのガキ、自分があんたをやり込めたつもりでいるんですよ？　全部あんたの筋書きどおりに進んだだけなのに、いい気持ちになってる」

「相手をいい気持ちにさせなきゃ、交渉は成り立たないんだよ」

「ヤクザとは正反対の方法論だ」

「おまえらがしてるのは交渉じゃなくて恐きょう喝かつだろ。根本的に違う」

「辛しん辣らつだな。――先輩、なにがあったんです？」

「なにがって？」

　兵頭がゆっくりと身体を捻り、俺を見据える。

「頭がいいのは昔からだ。それは知ってます。けど――あの頃からは想像できないほど、あんたはタフになってる。このあいだ、鵜沢組の連中と揉めてた時もそうだ。あんな目でヤクザを見据えられる堅気はそうそういない。なにがあんたをそこまで変えたんです？」

　なにって言われても困る。

　一言で説明できるようなものでもないし、兵頭に説明する義理もない。

　俺が黙ったままでいると、兵頭が座る位置をずらしてこっちに寄ってきた。なにぶん車内なので逃げようもない。

「おい。くっつくな」

「……先輩、髪が……昼に焼肉食いました？」

「俺がなに食おうと勝手だろ」

「煙とタレの匂いがうまそうだ。食っちまいたいくらいに」

「俺なんか食ってもうまくない。どけって。おまえのムスクは強すぎるんだよ」

「そうですか？　じゃあ明日から量を控えましょう。……で？」

「なに」

「話してくれないんですか。タフになった理由」

　しつこい男だ。俺は車の窓ガラスにへばりつくようにして、兵頭の身体を避けていた。それでも奴のトワレは問答無用で俺を包み込み、息苦しくさせる。

「――苦労したからだ。以上。他におまえに言うことなんかない。ほら、さっさと次の仕事の説明をしろよ」

　両手でグイッと兵頭の胸を押し返す。

　兵頭は思ったより素直に身体の位置を戻し、「次も期待してますよ」と偉そうに言った。
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　三十分ほどしてカローラが到着したのは、錦きん糸し町ちょうだった。

　俺の事務所がある両りょう国ごくの隣駅である。

　歴史的には亀かめ戸いど天てん神じんの門もん前ぜん町まちとして栄え、江戸時代には彼かの長は谷せ川がわ平へい蔵ぞうが活躍したのもこの界隈だったらしい。そんな時代を知らない俺にとっては、サウナとパチンコと風俗店と焼肉屋の多い、歓楽街だ。近年は北口の再開発が進み、以前に比べるとかなり小洒落た雰囲気になってきたが、俺自身は猥わい雑ざつな雰囲気も嫌いではない。お気に入りの焼肉店もあるので、ちょくちょく足を伸ばしている。

　当然ながら周す防おう組ぐみのシマであり、組の事務所もこの街にあるはずだ。

　車は駅前のロータリーで停まり、兵ひょう頭どうと共にそこで降りる。

「次の仕事は駅の近くなのか？」

「まあね。少しだけ歩いてもらいます」

　どうせなら目的地まで車で行けばいいじゃないか――そう思いながらも、俺は仕方なく兵頭の隣を歩き始めた。

　なんだか奇妙な感じがした。

　高校時代も含め、この男と肩を並べて歩いたことなど一度もない。図書館の小部屋で遭遇したあとにしても、廊下ですれ違いざまにチラリと睨まれる程度だった。今思えば、兵頭と一緒にいた馬ば場ばのほうが俺によくちょっかいをかけてきた。もっとも、軽く小突く程度のものだったが。

「あ、ちわス、兵頭さん」

「お疲れさまっス」

「ウス、お世話さまっス」

「兵頭さぁん。うちで飲んでいってェ」

　飲み屋や風俗店が軒のきを連ねる通りに入ると、途端に兵頭は人気者だ。

　男たちの目には尊敬と羨せん望ぼうと畏おそれ、女たちは……なんだろう、色めいた視線とも違う気がする。もしかしたら信頼が近いかもしれないが――自分たちを餌え食じきにするヤクザ者に、女性が信頼を寄せるものだろうか。

　兵頭は、いわゆる肩で風を切るような、下品な歩き方はしない。

　歩調はやや遅めで、自分のシマの様子を確認しながら、むしろ上品と言ってもいいような歩き方で進んでいく。道の左右でひょいひょいと頭を下げられるので、一緒にいる俺までヤクザの幹部になったような、複雑な気分だった。

　途中、たこ焼き屋の屋台で兵頭が足を止める。

「先輩、たこ焼きは好きですか」

「……まあ、フツーに好きだけどな。百人前の宅配ならいらない」

　ハハ、と兵頭が楽しそうに笑った。

　その兵頭を見て、たこ焼き屋のあんちゃんが目を見開く。ということは、普段からこんなにへらへら笑っているわけではないらしい。

「わりと根に持つタイプですねえ。小腹が空いたでしょう。……おい、ひとつくれ」

「ウス！」

　あんちゃんは、すでにパックにつめられたものではなく、焼きたてのアツアツを包んでくれた。財布を出した兵頭に「ダメっス。もらえないっスよ」と恐縮している。

「……おっと、万券しかねえな……先輩、小銭ありますか？」

「はあ？　俺に払わせんのか、おまえ」

「可愛い後輩にごちそうしてくださいよ」

「可愛いヤクザなんかこの世にいるか。……お兄ちゃん、いくら？」

「いえ、マジでマジで」

　あんちゃんは腰を曲げたままひたすら固辞するが、俺はヤクザじゃないので払わないわけにはいかない。

「なに言ってんだ、商売だろ？　ええと、五百円な。ほい」

　ほとんど九十度に頭を下げて、あんちゃんが俺から代金を受け取った。兵頭はにやにやしながら爪つま楊よう枝じをたこ焼きに刺している。

「先輩、どうぞ」

「……なに、いいよ、自分で食えるって」

「ああ、落ちる。ほら、早く食ってください」

　目の前に差し出されたたこ焼きは、重力に負けて洋梨形になり、確かに今にも落ちそうだった。なにが悲しくて、道ばたでヤクザにたこ焼きをアーンされなくてはならんのだと思いつつも、落ちたらもったいないというせこい考えが俺を動かす。ぱくりとひと口で食べると、かつおぶしと青のりがふわりと香った。

　うまい……が、熱かった。

「……っ……あ、あふっ、あふいっ！」

　たこ焼きというのは油断のならない食べ物だ。

　外側はほどほどに冷めたと思っても、内部はまだ灼しゃく熱ねつ地獄だったりする。とはいえ吐き出すこともできず、俺は口を半端に開けてハフハフ言いながら、その場でジタバタするしかない。兵頭がすぐ近くにあった自販機ベンダーで冷たいお茶を買い「ほら、飲んで」と渡してくれる。この時ばかりは、兵頭に感謝してしまったほど、熱かった。

「う……あー……熱かった……」

　冷茶でたこ焼きを胃に流し、俺はやっとまともに口が利けるようになる。

「食い意地が張ってるからですよ」

「おまえが食わせたんだろうが！　いち……口の天井、剥けそうだ」

「俺が舐めてやりましょうか。治るかもしれない」

「治らないよッ」

　屋台のあんちゃんは「すすすすすすいませんっ」とまたしても直角お辞儀をする。

　しかしたこ焼きが熱いのはべつに彼のせいじゃない。むしろ冷たいたこ焼きは問題ありだ。俺は慌てて「平気だから、気にしないでくれ」と告げ、いたたまれなさを感じて兵頭の背中を押し、歩きだした。

「そういえば、さっきの謎かけ、ありゃなんです？」

　残りのたこ焼きを食べながら、兵頭が聞く。食べ歩きをする若頭は珍しいのだろう、挨拶をする連中のなかにはギョッとした顔を見せる者も少なくない。

「謎かけ？　ああ、天使と悪魔な。だから、あのまんまだよ」

「説明してくださいよ。なんだかややこしくて」

　俺はハフッとたこ焼きを頬張りながら「簡単だ」と説明を始めた。

「天使は真実しか言えない。悪魔は嘘しか言えない。従って『こっちは天国に続く道ですか』という質問は意味がない。これはわかるだろ？」
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「その道が天国コースなら、天使はイエスと言い、悪魔はノーと言う。……でも、答えているのが天使なのか悪魔なのかはわからない」

「そう。だから、聞いている相手が天使だろうと悪魔だろうと、回答が同じになる質問を考えなければならないんだ。で、もう一捻りして『こっちは天国に続く道ですかと聞かれたら、あなたはイエスと言いますか？』と聞く。この場合、答がイエスなら、天使だろうと悪魔だろうと、その道が天国コースに間違いない」

「……天使なら、真実を言ってるんだから天国コースで確定。悪魔なら……うん？」

　兵頭が唇の青のりを取りながら言葉を止める。慣れれば簡単な論理パズルだが、最初のうちはよくこんがらがってしまうのだ。

「まず、道が天国に続いている場合、『こっちは天国に続く道ですか』に対して、悪魔の返すべき答は？」

「ノーですね」

「そう。ノーだ。けど今回の質問は『その問いかけに対して、あなたはイエスと言いますか』だから、ここでノーと答えると」

「……ああ。悪魔なのに真実を言っていることになってしまう」

「そういうこと。悪魔は真実を言わないためにはイエスと答えるしかない。ちなみに答がノーだったら、それが天使だろうと悪魔だろうと、天国コースはもう一方の道だ」

「なるほど。これで俺も天国に行ける」

「おまえ、厚かましいって日本語知ってるか？」

　なにが可笑しいのか、兵頭が声を立てて笑う。

　ちょうどたこ焼きを食べ終わった頃、俺たちはなにやら妖あやしい雰囲気の店前に到着した。

「……メイドクラブ♡にゃんこＤＥにゃりん……？　なんだ、ここは」

「いわゆるイメクラです。ウチの直営店で、人気の店なんですよ。呼び込みが出てねえな……ああ、定期清掃の日か……」

　そう呟くと、兵頭がどんどん店内に入っていく。俺も慌ててついていった。

　自動ドアを踏むと、受付カウンターにいたボウタイにベストの青年が、びっ、と背中を伸ばして「お疲れさまですっ」と頭を下げる。

　店内はパステルカラーで統一されており、十人程度は座れるソファには、フリフリのクッションとなぜかぬいぐるみが並んでいた。たぶん待合いスペースなのだろうが、大の男がこの空間でお気に入りメイドちゃんの身体が空くのを待つのかと思うと――男って哀しいなあとも思う。

　壁に貼られた大きなボードには、水色やピンクのワンピースの上にエプロンを着けた女の子たちの写真が並んでいた。なかなか粒揃いだ。頭には猫耳のついたカチューシャをしている。

「おっ」

　もの珍しくて、ついきょろきょろしてしまう俺の目に、眼福が飛び込んできた。

　控え室らしき扉が開いて、女の子がひとり出てきたのだ。俺たちには気がつかず、店の奥へと向かう。トイレだろうか。

「おい兵頭、あのスカート、尻が見えそう……てか、見えてるぞ。Ｔバック穿はいてるけど、ほとんど丸見えだぞ。いいのか？　って、いいんだよな……いいのか、そうか……ウーン」

　女の子の着けている白いエプロンにはそこそこの長さがあり、前側は膝上十センチくらい隠れている。しかしその下のワンピースは超ウルトラスーパーミニなのだ。

「……先輩。もしかして喜んでますか？」

　そりゃおまえ、男なら誰でも喜ぶだろうよ――と言いかけて思い出す。兵頭はガチンコでゲイなのだと、キヨが言っていたではないか。

「おまえ、あのお尻見てウキウキしないの？」

「べつに。先輩の尻ならワクワクします」

「するなよ。で、この楽しそうな店で俺はなにをすればいいんだ？」

　念のために言っておくが、俺はメイドコスプレが特別好きなわけではない。自腹を切って風俗に通った経験もないし、今までつきあってきた女性はみんな素人だ。ただ若くて可愛い女の子が、可愛い衣装を着て半ケツ見せているのは、まあ……その……嫌いではない。

「そんなに鼻の下を伸ばさないでください。なんだかむかつきます」

　だが兵頭はまったく興味がないようだ。眉み間けんに皺を刻み、不機嫌を隠さない。

「自分が連れてきたくせになに言ってんだ」

「遊びに来たわけじゃないんですよ。先輩に交渉してもらうのは、ほら、あそこにいる……」

　その時、控え室から女の子たちがわらわらと出てきた。中のひとりが「あっ」と声を立て、俺たちを指さす。

「兵頭さんだ！」

「きゃあ、兵頭さんっ」

「あーん、兵頭さぁん」

　猫耳メイド娘たちが兵頭に駆け寄って群がる。モテモテだ。目で数えたら六人もいた。兵頭は、若い女の子にたかられても特に顔つきを変えることなく「みんな元気か。しっかり働いてるか？」などと、どこかの会社の上司みたいなセリフを吐く。

　まあ、ここは周防組直系の店なので上司のようなものかもしれないが……それにしてもちょっと羨ましい。ねえごはん連れてって、あたしお寿司がいい、ケーキ食べたい、このあいだむかつく客がいたの――女の子たちはまるで、親鳥に餌をねだる雛ひなのように囀さえずる。ヤクザの幹部に媚こびている風情は一切なく、ごく自然な表情を見せていた。

「みんな兵頭さんが大好きなんスよ」

　受付担当の若いお兄ちゃんが言う。

「けど、あいつって……」

「ええ、知ってます。アッチの人なんスよねえ、兵頭さん。そのほうがかえって、安心感あるんじゃないですか？　エロい目で見られることもないし」

「そんなもんかね」

「兵頭さんって女の子たちを甘やかしはしないけど、話をきちんと聞いてあげるんスよ。仕事に関しても、無理はさせないけど半端もさせない。稼ぎがいい子は誉めて、悪い子は励ます。だからウチの女の子は長続きするんです」

　受付係は自分の手柄のように胸を張って言う。俺はフゥンと生返事をしながら、顔射はプラス三千円、などと書かれている価格表を眺めていた。

「もう若頭なんだから、現場なんか来なくてもいい人なんですけど……なんつうか、兵頭さん仕事に対して真面目なんだなあ。俺、そういうとこ尊敬してるんス」

　いくら真面目でもヤクザじゃしようがないだろうよ、とは思っても言わない。情けなくも、そのヤクザに雇われているのは俺だ。

「あの歳で若頭ってのは、なかなか出世なんじゃないの？」

　さりげなく情報収集を試みた。単純な兄ちゃんは「そうなんスよー」と乗ってくる。

「高校出てすぐ、周防の組長んとこで住み込みの修業してたそうス。なんでもえらい頭がいいんで、組長が大学に行かせたとか。その頃から、ゆくゆくは自分の右腕にって考えてたんでしょうね。兵頭さんも組長を本物の親父のように思ってるみたいだし」

　アットホームはともかく、昔気質な組だというのは本当らしい。いずれにせよ、暴力団であることに変わりはないのだが。

「まあ兵頭さんも、キレると怖いですけどね……同業者相手には容赦ないし……で、おたくさんは、兵頭さんのいい人スか？」

「……勘弁してくれ」

　俺が顔をしかめた時、控え室からもうひとり女の子が出てくる。

　これまた可愛い子だった。小柄だがスタイルはよく、ぱっちりと大きな目をしている。肌の張りからして若いのがわかる。まだ二は十た歳ちに届かないかもしれない。俺を見て怪訝な顔をし、次に兵頭を見つけ唇をキュッと尖らせた。嬉しい半分、困った半分の顔だ。

「アヤカ、ちょっとこっち来い」

　兵頭が美少女を見つけて呼ぶ。アヤカというのはもちろん源氏名だろう。

「ほら、早く。先輩も来てください。……おまえたちはそろそろスタンバイしろよ。お客さん入ってくるぞ」

　ハーイと素直に女の子たちが散っていく。

　ぷりぷりのお尻にしばし見とれてしまった俺だが、突き刺さる視線を感じ、そそくさと兵頭のもとへ急いだ。兵頭は俺とアヤカを店内奥まで連れていき、事務所らしきスペースに、まずアヤカひとりを入れる。そして一度扉を閉めた。

「交渉相手はあの子です」

「え、アヤカちゃんなのか？」

　高校生の次はイメクラ嬢……なんだか、俺の仕事の幅がどんどん広がっていくぞ。

「うちのナンバーワンで、歳は公称十九、実際は二十一。引き抜きがかかったようで、よその店に移ると言って聞かないんですよ。借金があるんですが、返済先はウチの系列じゃないんで縛りつけとくわけにもいかない。ギャラをアップすると言ってもダメ。もともと頑固なとこがあるんで、どうにも扱いにくい……なんとかうちに残るよう、交渉してもらいたいんです」

「具体的にどこまでギャラを上げられるんだ？」

「基本的に歩合ですけどね、向こうの取り分としてここまで譲れます」

　兵頭が数字を耳打ちする。なるほど、好待遇といえるだろう。俺は「やってみる」と頷いてドアを開けた。ドラッグを売り捌く高校生よりは、よほどまともな交渉相手だ。

　事務所は三畳程度の狭いスペースだった。デスクと椅子で半分は埋まってしまう。デスクの横には、店の入り口に設置された防犯カメラの映像を流すモニターもあった。

「あんた、なに」

　椅子に腰掛けたアヤカは、馴れていない猫のように警戒心を剥き出しにする。ちなみに太腿も剥き出しなので、ちょっと目のやり場に困るような、嬉しいような……。いや、そんなことを考えている場合ではない。これは仕事だ。

「ヤクザじゃないよね。どっかのホスト？」

「違う」

「フーン。あんた、女にモテないでしょ。そういう綺麗すぎる顔って、案外ダメなんだよね。逆に嫌われたりしてさ」

　そんなことはない、俺はモテモテだぞ……と言い返したいところだが、事実、若い女性にあまりもてた経験がない。俺に秋しゅう波はを送ってくるのはかなり年上の女性ばかりで、今でも一番可愛がってくれるのはさゆりさんなのである。それはそれでありがたいが……ちょっと年上すぎる。たまに同い歳くらいか、若干年下の女の子と交際しても、なぜか長続きしない。

「あ。わかった。あんた兵頭さんのオンナでしょ」

「……待て。ホストはともかく、俺のどこがオンナだって？」

　いくら可愛いお尻をしていようと、これは聞き流せない。

「だって兵頭さんに掘らせてアンアン言ってんでしょ。オンナじゃん」

「掘らせてないし、掘ってもいない。いいかげんにしろ。どうしてみんなで俺をホモセクシャルにしたがるんだ？」

　ため息と同時に、立てかけてあったパイプ椅子を広げて座る。なにぶん狭いので、アヤカとの距離はそう遠くない。

「えー、違うのー？」

「違う。俺は兵頭の依頼で、きみと交渉に来た。といっても、性交渉じゃないぞ」

「…………」

　アヤカがたちまち眉を寄せ、寒いとしか言いようのない空気が流れた。

「……悪かった。あまりにもすべりすぎた。反省します」

　がばりと頭を下げた俺が可笑しかったのか、アヤカが小さくプッと吹き出す。冷たく無視されるよりはずっといい。俺は改めて「真面目な話なんだよ」とアヤカに名刺を渡す。

「芽吹……章？」

「そう。交渉人の芽吹だ。アヤカちゃん、兵頭はきみを買ってる。この店に必要な人材だと高く評価してるんだ。だから、他に移ってほしくない」

「ふうん。けどそれって、そっちの都合でしょ。あたしにはやめる権利あるはずじゃん」

「もちろんだ。ただ、ここよりいい条件の店がそうそうあるとは思えない。きみがよそからどんな条件で引き抜かれるのか知らないが――その話、なにか裏があるんじゃないのか？」

「そんなことないよ」

　今まで俺を睨みつけていた視線が外れ、声に少し濁にごりが生まれる。心のどこかでは俺の指摘をもっともだと思っている可能性がある。

「アヤカちゃん、きみは知ってるはずだよな？　この世の中はそんなに甘くない。女を騙だます男は山のようにいる。もちろんその逆もいるけど」

「……」

「俺はヤクザが嫌いだ。だから周防組も兵頭も嫌いだよ。けど、女の子の扱いに関しちゃ、まあマシなほうだと聞いてる。きみが次に行く店のバックは、そのへん大丈夫なのか？　ちゃんと調べたのか？」

　うざいなあ、とアヤカは口を尖らす。

「関係ないでしょ。あたしの親でもないくせに」

「まあな。親でも友達でも恋人でもない。……だけど、一度だけでも会って、こうして話をして、きみの声を聞いた。だからもう、無関係とは言えないだろ」

「無関係だよ」

　突っぱねるアヤカから、俺は視線を逸らさなかった。

「いいや、違うね。俺は一度会って話した人のことは忘れない。きみの顔も声も、そのくびれたウエストも、全部インプットして覚えた。……なのに、あとから風の噂で、きみが不幸になったと聞くのはいやだ」

「……なにそれ。口先ばっか」

「本気だよ」

　ねばり強く話を続ける。風俗嬢の中には、驚くほど観察眼の鋭い子がいる。男から出る言葉が口先だけのものなのか、本気なのか、売れっ子ほど見抜く力を持っているのだ。

「俺は自分の知り合いは、誰にも不幸になってほしくないと思ってる。けど、それが無理な話だってことも、一応知っている。……助けようと思って、助けられなかった人も大勢いるしね」

「ダサ。正義の味方気取り？」

　アヤカは小馬鹿にしたような声を出した。

「以前は正義の味方だった。少なくとも建前では。検事だったり、弁護士だったりしたから」

「なのに今はヤクザの手下？　カンペキ負け組じゃん」

「自分ではそう思っていないけど、はたからはそう見えるんだろうな」

「見えるよ。ぜんぜん負け組だよ。……あたしは負けるのなんかイヤ。このまま顔射三千円、ゴックン五千円でコツコツ借金返してくのなんか、ゴメンだもん。ぜったい、勝ち組に入ってみせる。だから店も変わるんだよ。ステップアップってやつだよ」

「そうか。なら、いいんだ」

　俺は立ち上がって、ガシャンとパイプ椅子を畳んだ。

「強引に止めろと言われたわけじゃない。店を移るのがきみにとってプラスになるなら、俺はもう交渉のしようがないし、兵頭だって諦めるしかない。俺ならもっと慎重に考えるけど……きみにはきみのやり方があるだろうし、リスクを背負うのもきみだからね」

　彼女にいくらかの迷いがあることはわかった。こういった場合は、くどくど説得するより、退くふりを見せるほうが効果的だ。

　小さな迷いでも揺さぶりをかけてやれば、自分の選択が正しいのか、人は今一度考えてしまうものである。

「リスクとか……そんなん、やってみないとわかんないじゃん。それにさ……モデルになれるって言うんだもん」

　ぽつりと零れた言葉に、立ち去りかけていた俺は動きを止める。

「モデル？」

「系列会社に、モデル事務所があって――三ヵ月指名率ナンバーワンだったら、そっちに紹介してもらえるって。あたしなら、グラビアアイドルも夢じゃないし、そしたら借金も効率よく返せるって」

　……怪しい。めちゃめちゃ怪しい。なぜ女の子はモデルだの芸能界だのという言葉に弱いのか。けれどここでアヤカの話を否定すれば、これ以上は喋ってくれなくなる。俺はあえて納得顔を見せ「そうだったのか」と深く頷く。

「そりゃあ、確かにチャンスだな。でもどうして、兵頭に事情を説明しなかった？」

「今さらモデル目指すなんて……みんなに笑われるかと思ったし。それに……兵頭さんは絶対嫌な顔するよ」

　ツンと口を尖らせ、子供のような顔を見せる。

「なんで」

「あたしに声かけてくれた人、兵頭さんと仲悪いんだもん」

「誰だか教えてもらえるかな。兵頭には、俺からうまく説明する。あの男はしつこいから、事情がわからない限りは納得しないと思うぞ」

　アヤカはしばらく躊躇っていたが、やがて「円満にやめられるようにしてくれる？」と上目遣いで尋ねてきた。俺は「もちろん」と請け負う。アヤカに持ちかけられた話が本当ならば、彼女の夢を邪魔する権利は誰にもない。けれど嘘だったら、あるいはなにかの罠わなだった場合――アヤカはこの店にいたほうが安全なのだ。

　グロスでてらてら光る唇が開きかけたその時、アヤカの視線がデスク横のモニターで止まる。

「どうした？」

「来た……この人。この人が、あたしを誘ってくれたの」

　俺もモニターを見た。スーツ姿の男だ。画像はそれほど鮮明とはいえず、人物の顔まではよくわからない。

「あたしに指名かかるから、行かなくちゃ」

　アヤカは慌ただしく立ち上がる。

「待ってくれ。これは誰なんだ？」

　返事もせずにアヤカは出ていってしまった。俺もその後を追い、狭苦しい空間を抜け出す。カウンターの前に背の高い男が立っていて、アヤカが嬉しそうに「鵜う沢ざわさぁん」と甘えている。

　鵜沢――鵜沢組の人間だろうか。

　組長は五十代のはずだが、親戚関係ならば若い男がいてもおかしくはない。この手の風俗店で同業のスカウト行為は禁止されているのに、よく堂々と店に来れるものだ。男はアヤカのお尻をいやらしく揉みながら、耳元でなにか囁いている。大きめの鼻、やや垂れ目なのに、抜け目ない雰囲気、薄い唇――背は高く、体形は兵頭に似ている。その横顔に見覚えがあるような気がして、俺は首を傾げた。

　ふいに背後から腕を引かれた。

　後ろを見ると兵頭が怖い顔で立っている。ごく小さな声で「事務所にいてください」と囁き、強引に俺の身体の向きを変えさせようとした。

「なんだよ、なにするんだ」

「いいから」

「押すなよ。アヤカちゃんからの話を……」

「あとで聞きます」

　そのとき「あれェ」と独特の掠れた声がした。

　知ってる――この声を知ってる。特徴的な声に記憶を揺さぶられる。

　振り返った途端、男と目が合った。

「芽め吹ぶき先輩じゃないですか。すげえな……何年ぶりです？」

　声と容姿がセットになると、俺の記憶はするすると蘇った。

「……馬ば場ば」

「今は鵜沢なんですよ。いろいろ事情がありましてね。……へえ、それにしても」

　かつては馬場だった男が、ゆっくりと近づいてくる。

　俺の前でぴたりと止まり、一瞬だけ視線を上にずらした。おそらく兵頭を見たのだろう。

「変わりませんねえ、先輩。あの頃も思ってましたけど、その肌、ヒゲは生えるんですか？」

「生えるに決まってるだろうが」

　本当に？　と聞きながら俺の顔に触れようと手を伸ばしてくる。パシンと払いのけると、にやりと口元を歪めて笑った。馬場……ではなく、鵜沢が漂わせている気配は、兵頭と同じ類の威圧感だ。こいつもヤクザになったのかと、なんとも情けない心境になる。進学校出身なのに、後輩ふたりが極道だなんて――。

　もっとも、考えてみれば当時からこのふたりはいつも連んでいた。類友だからこそ同じ道を進んだというわけか。

「兵頭、おまえも冷たいな。先輩と再会したなら、俺にも教えてくれりゃあいいのに」

「俺もつい最近見つけたばかりでね」

「どうだかねえ。おまえは見つけたお菓子を、隠れて食うタイプだからなあ」

「うまい菓子なら、誰だってそうするだろ？」
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　俺を挟んでの会話は、一見穏やかだがなにやらチクチクと棘とげがある。アヤカの言っていたとおり、今現在このふたりの関係はあまり良好ではなさそうだ。ふたつの組が同じシマを管かん轄かつするというのは、なかなか難しいものなのだろう。

「行きますよ、先輩」

「え？　あ、ああ」

　兵頭は大股で歩きだし、俺もあとに続いた。鵜沢の横をすり抜けた瞬間「先輩、またね」と囁かれて背筋がゾッとした。

　高校の頃から、こいつにはいい印象がない。

　もちろん一緒にいた兵頭にもいい印象はなかったわけだが――馬場に対しては生理的嫌悪感といったほうが近いかもしれない。

　俺は脚の多すぎる昆こん虫ちゅう類るいがどうしても苦手で、そいつが背中にぽたりと落ちてきたような感じだ。久しぶりに会って、その嫌悪感をリアルに思い出してしまった。

　店を出た途端、兵頭は「予定外だったな」と小さく毒づく。

「どうせいつかは見つかると思ってはいたが……早すぎだ」

「なにが早すぎるって？　兵頭、なんで馬場が鵜沢になってるんだ？　あいつ、鵜沢組の関係なのか？」

「息子ですよ」

　迎えに来ていたカローラのシートに身を沈めて、兵頭がなげやりに言った。

　つい「息子って、誰の？」と間抜けな質問をしてしまいそうになったが……考えてみればこの場合ひとつしかない。

　鵜沢組の組長、鵜沢繁しげ久ひさの息子なのだ。

「……てことは、次期組長か？　いや、でも、今時のヤクザは世せ襲しゅう制せいじゃないだろ？」

「そのあたりは本人次第です。あいつはやる気まんまんだ。しかも、現組長より金に汚くて女にだらしないときてる」

「あのー、おまえたちって仲良しじゃないの？」

「仲がいいように見えましたか？」

　横目でジロリと睨まれる。なんで俺がそんな顔されなきゃならないんだ。

「見えなかった。高校の頃はべったりだったのに」

「あの頃から嫌いでしたよ。けど奴をピンにしとくわけにはいかなかったんです」

「なんで」

「……なんでも。伯はく田たさん、マンションにやってくれ。あの野郎の顔を見たらどっと疲れた。今夜はもう終しまいにする」

　はいはい、と伯田の柔らかい声が返事をする。

「待てよ兵頭。それなら俺を事務所の近くで落としてくれ」

「なに言ってるんですか。先輩の仕事はまだ終わってません」

「だって、おまえもう帰るんだろ」

「うちでアヤカの報告を聞きます」

「そんなの今すぐ言える。あの子は馬場……じゃなくて、鵜沢にスカウトされたんだよ。うちに来ればモデルも夢じゃない、みたいな餌で。あいつの組ってモデル事務所やってるのか？」

「看板はモデル事務所ですが、要はエロＤＶＤの制作会社に人材回してるだけですよ。しかも、女の子に黙って無修正版まで流してる」

「……やっぱりそうか。アヤカちゃんに教えてあげないとな……でも、彼女もこれで納得する。交渉は成功すると思うぞ。……おい、俺の事務所はそっちじゃない」

　車は京けい葉よう道路を清きよ澄すみ方面に向かっている。もうすぐ両国を通りすぎてしまうあたりだ。

「アヤカの件はわかりましたが、まだ明日の打ち合わせをしてないでしょう？　俺の部屋でいろいろと説明しますから」

「どうしておまえの部屋に行く必要があるんだ」

　いくぶん構えて尋ねると、兵頭はフンと軽く鼻を鳴らす。

「誰にも気兼ねなく話ができるからですよ。いやですか？　……ああ、俺に襲われるとでも？　はは……先輩、わりと自うぬ惚ぼれ屋やですね」

「違……」

　自惚れているわけではないが、つい先日強引にキスされたのは事実なのだ。警戒するなというほうがおかしいだろう。

「俺のちょっとした嫌がらせなんか、いちいち本気にしないでくださいよ」

「してない」

　ムキになる必要もないのに、つい声が強くなる。

「じゃ、部屋に来てくれますね」

「……仕事なら、どこでも行く」

　むっつり答えると、兵頭は「そうこなくちゃ」とタイを緩めた。

　五分もしないうちに、カローラは清きよ澄すみ白しら河かわ付近のマンションの敷地に入った。まだ新しく、セキュリティも厳重な高級分譲タイプだ。億ションとは言わないが、広い間取りならば七、八千万はするだろう。

「では明日、いつもの時間に」

　伯田は一度車を降り、兵頭と俺に向かって頭を下げる。

　あまりに深く頭こうべを垂れるので、俺もつられて丁寧なお辞儀をしてしまった。兵頭も「お疲れさん」と労ねぎらいの言葉をかける。

「……あの人、すごく強いってホントか？」

　階段を上りながら兵頭に聞いた。

「強いですよ。若い頃はプロボクサーだったんですが、事件に巻き込まれて引退したんです。そのあとは極きょく真しんだの、拳法だの、手当たり次第習い覚えて、今じゃ格闘技のデパートみたいな人です。素手でやり合ったら、うちの組で敵う奴はいない。俺もまだ若い頃、ボロ雑巾みたいにされました。速すぎて拳が見えなかった」

「人は見かけによらないな……ところで、なんでエレベーター使わないんだ？」

「二階だからいいでしょう？」

「羽振りいいんだろ？　最上階にでも住んでるかと思った」

「一番上じゃあ、なんかあった時に窓から逃げられませんから」

　そういう理由かと、妙に納得してしまった。確かに二階ならば飛び降りても死ぬことはない。

　廊下の一番奥、３ＬＤＫの角部屋が兵頭の住まいだった。インテリアにこだわりはないようで、とりたてて凝こってはいないが、家具のひとつひとつが安物ではないのは察しがつく。ひとり暮らしとしては豪勢だが、もっとヤクザらしく派手な空間を想像していた俺からすると、意外に普通に感じられた。

「……散らかってないな」

「若いのに時々掃除させてますから」

「いいご身分だ」

「先輩はあの事務所の奥に住んでるんでしょう？」

　この質問は無視した。兵頭の奴め、不法侵入した時にいろいろ調べさせやがったな……確かに俺の住まいは、事務所の奥にある一部屋だ。広さは八畳程度で、ベッドと、通販で買った安い衣装戸棚があるだけの空間。風呂はないが、シャワーブースと洗面所はついている。ゆっくり湯船に浸かりたい時は、江え戸ど博はく近くのスーパー銭湯に行けばいい。

「で、打ち合わせって？　明日のスケジュールはどうなってるんだ？」

「ああ、その話はこっちで」

　広々とした居間を抜け、扉の前に誘われる。入ってください、と誘いざなわれてなんの気なしにドアを開けた。書斎だろうと思ったのだ。

　だが。

「……え？」

　俺の目に飛び込んできたのは、部屋の真ん中に据えられたドでかいベッドだ。なんで寝室なんだよとあっけにとられているうちに、背中をドンと強く押される。

「わっ……わわ、わっ……！」

　ドン、ドン、ドン。

　三連発の張り手を背に喰らい、俺はコントみたいな動きで前のめりに進むしかない。

　最終的にはベッドに倒れ込んでしまい、急いで起き上がろうとしたのだが、浮いた胸からすくい上げるように抱えられた。

「ひゃ……っ」

　今度はくるりと仰向けにひっくり返る。ベッドのスプリングは堅めで、俺の身体はさほど揺れないが、心には激震が走っていた。

　兵頭に押さえ込まれている。

　奴のマンションの、奴の寝室の、奴のベッドで、だ。

　照明は点いていない。開けたままの扉から居間の明かりが差し込み、互いの顔くらいは見て取れる。俺を見下ろす兵頭の顔が笑っていなくて――嫌な予感がした。いっそにやにやしててくれればまだよかったのに。

「な……なにふざけてんだ」

「ふざけてませんよ。少し呆れてますけどね」

「呆れ……？」

「こんな簡単にひょこひょこついてくるってのは、どういう危機管理です？　今時の女子高生だって、もう少し慎重でしょうよ」

　兵頭の膝が太腿に乗り上がる。重くて、痛い。

「だっておまえ、打ち合わせだって……自惚れるなって……！」

「面白いほど真に受けてくれましたね」

「騙したのかよ！」

「ヤクザですから」

　あっさり言われ、シュッと摩擦音がする。

　それが自分のネクタイが抜かれる音だというのが、信じられなかった。

「ま、待て。兵頭。落ち着けっ」

「落ち着いてないのは先輩のほうでしょうが。交渉屋なんでしょう？　俺がその気をなくすように交渉してみたらどうです。特別に、五分あげますよ」

　ワイシャツのボタンを四つまで外していた兵頭が手を止める。けれど俺の上から退どくわけではなく、ずっしりとのしかかったままで「さあ、どうぞ」と促された。考えてみればむちゃくちゃな話なのだが、俺は必死で考えた。与えられた五分でなんとかこの窮地を脱する必要がある。なのに自分のこととなると、いつも口くち八はっ丁ちょうがなかなか出てきてくれないのだ。

「い、いいか、兵頭。俺はもう三十二のオッサンだぞ。ぴちぴちの十八歳じゃないんだ」

「知ってますよ」

「抱いたって楽しいはずないだろ？」

「先輩なら六十になっても楽しいと思います」

「老人性のシミとか出てるぞ。絶対に楽しくない」

「それは俺が決めることです」

「……ひゃっ……」

　鎖さ骨こつの下を指先で辿られて、おかしな声が出てしまった。ザッと肌が粟あわ立だったのが兵頭にもわかっただろう。

「おっと。感度がいいですね」

「気持ち悪くて鳥肌が立ったんだ！　こんな嫌がってる相手を組み伏せて楽しいのか、おまえ」

「実は楽しいんです」

　兵頭の顔が近づく。思わず仰け反ると、生暖かいものが喉仏に、れろん、と触れてきた。舐められたのだと知り、「やめろ」と声が裏返る。

「合意のない性行為は犯罪だぞ」

「そうですね」

　首筋を強く吸われて、チリッとした痛みを感じる。

　そのまま舌が移動して、耳のつけ根を擽くすぐられた。首を振って嫌がると反対側の耳を摘まれ、ギュッとシーツに固定されてしまう。……やばい。どうしたら人間を効率的に押さえつけられるか、兵頭はよくわかっているのだ。こうなったら、この男の理性と情に訴えるしかない。

「おっ……おまえは極道だけど、こんな真似をする男だとは思ってなかったのに」

「最初に言ったでしょう。俺のテリトリーに入ってきたなら、俺のものだと」

「それ意味不明なんだよっ」

「だいたい、先輩があまりにも無防備すぎるんです」

　まるで俺が悪いみたいに言われ、ものすごく納得がいかない。

「理由になってない。どれほど短いスカートを穿いてる子でも、痴ち漢かんしちゃいけないんだよっ」

「俺はスカートなんか興味ない」

「そういう問題じゃない。……頼むよ、兵頭。やめてくれ。俺は正直、おまえのことが苦手だ。ヤクザなんかになりやがったから、ますます苦手になった。だけど、それはおまえの人生だ。おまえの自由だ。おまえがヤクザになったからって、軽蔑したりはしない。……でも」

　兵頭が顔を上げる。眼鏡越しに痛いほど見つめられ、俺は言葉を途切らせる。あ、また眼鏡が微妙に違う……いったいいくつ持ってるんだ。

「……でも？」

「でも、無理やりこんな真似するなら、軽蔑する」

「……困ったな。先輩に軽蔑されたくはないんですよ」

「なら、やめてくれ」

「もう一回言ってくれます？」

「やめてくれ」

「――ああ、ゾクゾクする」

　熱い吐息が唇にかかり、次の瞬間には口づけられていた。抵抗しようした俺の身体により体重をかけて押さえ込み、両腕を強く掴んだまま口づけはどんどん深くなった。

　結局、こいつはやめる気なんか全然ないのだ。交渉なんか、無駄なのだ。

「……っ……んんっ……」

　喉に届けとばかりの勢いで、兵頭の舌が深く俺を侵食する。

　まるで俺の口の中になにか素敵なものでも隠してあるかのように、さかんにあちこち動き回った。そうかと思うと急に退ひき、今度は唇をねっとりと舐め回される。掠れ声で「やめろ」と言い続ける俺を無視して濃厚なキスは続く。

「や……っ」

「先輩……」

　下半身が密着する。

　兵頭の股間があからさまに猛っていた。その熱量をぐっと押しつけられて、俺は焦る。

　やばい。まるで金属みたいな硬さだ。

「……う……っ」

　だから――やめろ。

　それ、押しつけるな。ぐりぐりするな。しかも、俺の……俺のそんなとこで。

　この際、殴ってでも、引っ掻いてでも、逃げだすべきだ。頭ではそう考えているのに、身体は言うことを聞かない。俺の関節はどうかしていた。まるですっかり伸びてしまったゴムのように、力が入らないのだ。

　匂いのせいだ。

　密着した身体から漂う麝じゃ香こう――今後は控えますと言っていたくせに、嘘つきめ。

　兵頭の肌だけではなく、唾液にもその香りが含まれている。隠いん微びな口づけは続き、俺は否応なしに兵頭の唾液を飲み込むことになる。身体の内外を奴のいやらしい香りで侵されて、目眩がしそうだった。

「……は……」

　認めたくはないが、すごいキスだった。

　俺の人生経験の中で、一番長く、濃厚で、情熱的だった。

　しつこい舌は俺の口の中から去らない。角度を変えて深く深く口腔を犯された。

　時々顔に当たる堅いものは、兵頭の眼鏡のフレームだ。こっちが抵抗しなくなったのをいいことに、右手が俺の頭を撫でる。髪を掻き回され、地肌に指先を感じ、その動きが妙に優しくて……俺は混乱に陥る。

　心臓がおかしい。なぜそうも勢いよく稼働する？

「……っ……あ……」

　声もおかしい。鼻にかかって、なんとも情けない声なのだ。ちくしょう、いっそ兵頭が萎なえるような奇き天て烈れつな声でも出ればいいのに。アヒャア、とかなんとか。

「先輩……」

　キスが解かれると、俺は情けなくもすっかり呼吸を乱していた。

　兵頭の身体が少しだけ浮く。ほら、今だ、突き飛ばせ――そう思っているのに、やっと上がった指先は無様にも震えている。

「……おや。どうしました、ここ」

「……ッ」

　やおら、股間に手を差し入れられ、俺は大きなショックを受けた。

　ナニを握られたのもショックだったが、それ以上に自分のものが半はん勃だちしている事実に衝撃を受けたのだ。

　これは悪い夢じゃないのか。

　どうして俺が、兵頭にキスされて勃ぼっ起きするんだ。

「俺のことを軽蔑するとか言っといて……こんなところを膨らましてる」

「や……やめ……放せ……」

　やわやわと刺激され、分身は次第に硬度を増していく。これは単に身体的な反射だと思いたい。誰でも触られればそうなるものだと信じたい。なのに心の中で「本当にそれだけなのか？」と意地悪を囁く己がいる。

「ほら、どんどん……いやらしいですね、先輩」

「兵頭ッ」

「あの時と同じだ。あんたは、イヤだって言いながら、俺にしがみついてきた」

「やめろ……やめないと、本気で怒るぞ」

「やめてくれって言いながら、俺の髪を掴んでた。それこそ、抜けるほどの勢いで――」

「嘘だ、違う」

「嘘じゃない。あんただって、本当は覚えてるはずだ」

　ベルトを外す金具の音が信じられない。

　スラックスと下着がまとめて引き下ろされ、完全に勃起したそれが空気に晒された。

「……っ！」

　ぎゅっ、と強く握られて身体が竦む。

　親指で先端を擦られると、すでにそこを濡らしているのが自分でもわかった。身体に走る震えは羞しゅう恥ちなのか、恐怖なのか、でなければ快楽か。

　心のどこかで知っていた気もする。この男は、自分をこんなふうに扱うだろうと。

　そして同時に否定もしていた。俺はもうあの頃のように無力ではない。ただ茫ぼう漠ばくと生きていた高校生ではない。だからヤクザ者などに好きに扱われることもない。

「……先輩が悪いんです」

「……んっ……」

　小さな窪くぼみを嬲なぶられ、甘い痛みに声が漏れる。

「俺の手の届く範囲に……のこのこ現れるからいけない」

　兵頭は俺のペニスを弄いじりながら、唇で耳たぶを挟んだ。囁きはあまりにも近く、頭ず蓋がいを直接振動させる。

「いつだってそうだ。こっちは喉を掻きむしりながら砂漠を歩いてるってのに、あんたはびしょ濡れで俺の前に立つ。全身舐め回されたって、文句は言えないんですよ」

「なん……俺のせいじゃ……」

「あんたのせいだ」

「い……！」

　ガリ、と耳じ殻かくを噛まれる。くっきりと歯形がつくほどの強さだった。

「わからねえ人だな……あんたのせいなんだよ、先輩。俺は二度諦めた。けど三度目はない。俺のシマでネゴ屋なんか始めたあんたが悪い」

　極道者らしい低い声が囁く。

　そんな自分勝手な言い分があるか。たまたまおまえの地元で商売始めただけで、どうしてここまでされなきゃならないんだ。耳を噛まれる痛みに身を捩よじりながら、俺はちっとも納得できないでいた。悔しい。理屈でなら負けないのに、今は舌すらろくに動かない。

「……腹括くくりな。もう逃がしゃしない。あんたの身体は髪の毛の一本、爪のひとかけらまで俺のもんだ――他の誰にも触らせないし、文句も言わせない」
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　噛まれた痕あとを舌先が辿る。

　耳全体をぱくりと口の中に納められ、本当に食われるのではないかとすら思った。兵頭はすぐに俺の耳を口から出し、もう一度耳たぶを味わいながら囁く。

「あんたは……俺のオンナにふさわしい」

　刹せつ那な、頭がカッと熱くなった。

　なにが――なにが、オンナだ。下半身に集まっていた血液が、すべて急上昇したかのようだ。俺は獣のような声を立てて、激しく頭を打ち振った。

　めきっ、と音がして兵頭が小さく呻く。俺の頭突きで眼鏡が顔に強くぶつかったのだ。

　チャンスを逃さず、渾こん身しんの力で兵頭を突き飛ばした。

　兵頭はベッドに尻しり餅もちをつき、眼鏡を押さえている。ブリッジか蝶ちょう番つがいが壊れたのかもしれないが、こっちはそれどころじゃない。俺はベッドから転がり落ちるように逃げて、扉へと走った。スラックスと下着が半分脱げているので転びそうになる。慌てて引き上げ、ホックも留めないままで寝室を脱し、玄関へと向かう。

　兵頭が立ち上がる気配がした。

　玄関には鍵がふたつ、加えてチェーンがかかっている。鍵はともかく、手が震えてチェーンがうまく外せない。どかどかと足音が聞こえ、兵頭が大股で歩いてくるのがわかった。片手には壊れた眼鏡があり、燃えるような目をしていた。

　ダンッと扉が揺れる。

　兵頭が手のひらを叩きつけたのだ。チェーンはまだ外れておらず、俺は右手首を砕けるかというほどに掴まれて、動けない。

「……いっ……兵、頭！」

「盛り上げてくれますねえ、先輩」

　喉の奥で、兵頭は不気味に笑う。

「チェーンを離しなさい。困った人だな。これでも優しくしようと思ってるんですよ？　縛り上げられて犯されたいんですか？　若いモン呼んで、両手両足を押さえさせてもいい」

「ふざけるなっ。俺がおまえのシマに現れたんじゃない。おまえが俺のテリトリーを侵してるんだろうが！　いいか、兵頭。俺は誰にも俺の人生を邪魔させない！　俺の身体も、命も、俺だけのものだ！　おまえになんか、死んでもやらない！」

　手首はひどく痛んだが、俺はチェーンを離さなかった。

「俺は、おまえのオンナになんか……ならない！」

「へえ、ちょっと撫でられた程度でおっ勃ててたくせに、威勢がいいことだ。その考えも、俺に抱かれりゃ変わりますよ」

「うるさい！　放せ、放せ……ッ！」

　叫んだ俺の声に被るようにして、どこからかプルプルとこの場にそぐわない音が聞こえてきた。

　居間にある電話らしい。あの電話を取りに行ってくれればいいのにと思ったが、兵頭の手は俺を掴んだまま放す気配はない。

「放せってば！」

「それはこっちのセリフです。そろそろ俺もキレますよ、先輩……殴られたいんですか？」

　殴られるのはいやだ。だからといって、ホイホイと股を広げられるものか。心の中で怒りが渦巻いて、それが俺の足をかろうじて支えていた。

　続いていた電話の呼び出し音が止まり、留守番メッセージに切り替わる。

　機械音のメッセージが終わるより早く、先方から声が発せられた。もう若くはないが、張りのある重厚な声で『兵頭』と呼ぶ。そのとき、兵頭が初めて視線を俺から外した。

『兵頭……わしだが。おらんか？』

　俺を掴んでいた手が緩む。

　カチリと音がしてチェーンが外れた。

　俺は無我夢中で身体ごとドアにぶつかり、廊下へと文字どおり転げ出た。靴なんか履いている暇はない。裸足はだし、というか靴下のまま尻餅をついていると、兵頭も靴を履かずに追ってくる。

　ちょうどその時、隣室の扉が開いて水商売風の女性が顔を出した。

　玄関の内側でドタバタしていたのが聞こえたのだろう。咥え煙草の彼女は俺たちの尋常でない様子を見ると、片方の眉をキュッと上げた。

　そしてへたり込んでいる俺に「ケーサツ、呼ぶ？」と聞いた。

　兵頭が眉を寄せて女性を睨む。

　彼女も兵頭を見る。表情は変わらない。

　年の頃は四十前後だろう。この状況を見ても、臆する様子はない。

　俺はどう答えたらいいかわからず、息を止めて座り込んでいた。

　やがて兵頭がフンと鼻から息を吐き、俺の靴を蹴飛ばして廊下に出す。そのまま扉は乱暴に閉められ、やっとのことで俺は呼吸を再開できた。

　隣人の女性は兵頭がいなくなると、スラックスの前を開けっ放しにしたままの俺を見て「災難だったねえ」と少し笑い、すぐに自分も扉を閉めた。

　しばらく放心していたい気分だったが、そうもいかない。

　兵頭がまた出てこないうちにと、俺は震える膝を叱しっ咤たして立ち上がる。

　ひっくり返った靴を履き、よろけながら階段へと向かう。靴の左右を逆に履いていることに気がついたのは、やっと掴まえたタクシーに乗り込んでからだった。
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　夢を見た。

　見るだろうなと思っていた夢を、まんまと見た。単純な自分に呆れる。

　紺こんのブレザー。袖口の安っぽい金ボタン。滅多にクリーニングすることもない、制服特有の匂いに包まれて、俺は十八歳に戻っていた。

　卒業式に桜は咲かなかった。

　春なんか永遠にこないのではないかと思わせる、寒い日だった。

　教師も生徒も保護者も、みな講堂の中に収まって、そのぶん廊下も教室もがらんどうだった。

　自分の席を見ても、担任や級友の顔を思い出しても、窓から校庭を見下ろしても、なんの感慨も湧かなかった。

　学校は死ぬほど嫌いでもなかったし、特別好きでもなかった。けれど、俺にとって必要な場所ではあった。文句のつけどころのない成績表を発行してくれる機関として、学校の存在意義はあった。それ以上でもそれ以下でもない。

　勉強だけがすべてじゃないことくらい、頭ではわかっていた。

　社会に出て活躍できるのは、必ずしも成績のいい人間ではない。学歴ですべてが決まる社会はもう終わっていて、大切なことは他にもあると理解していた。なのに、成績にこだわるのをやめられない。今思えば、一種の強迫観念のようなものだ。

　この強迫観念は、両親によって植えつけられた。

　俺の父は法務省刑事局に勤める官僚だった。いわゆるキャリア組ではない。地道な努力でのし上がった珍しいタイプだ。父方の祖父も法曹界の人間だったと聞いている。公人としてはよくできた人だったのだろうが、父親としては厳しすぎた。自分にできたことが自分の息子にできないはずはないと、信じ込んでいるタイプだった。父にとって「子供の個性を伸ばす」という概念は、世間の子供に対してのみ有効だった。自分の子供には関係ないと本気で思っていた。

　そして母は、時じ代だい錯さく誤ごなほど、父に傅かしずく人だった。

　父は俺の教育を母に一任した。俺の成績が悪ければ、母が叱られた。外では人格者の父は、家に帰ると傍ぼう若じゃく無ぶ人じんだった。時には母に手を上げることもあった。

　成績が下がれば、母が殴られる。

　おそらく、殴る理由は他にもあったのだろうと思う。生真面目な父は外でめいっぱいストレスを溜めてくるタイプだった。母は父にとって、ストレスの捌はけ口ぐちだったのだ。今でいうＤＶに該がい当とうするのかもしれない。

　もちろん、子供だった俺にそこまでわかるはずもない。

　母が殴られないようにと、必死で勉強するしかなかった。その甲斐あって小学校中学年くらいまでは、俺の努力を父親は評価してくれた。

　けれど、人間とは慣れるものである。

　次第に俺の成績がいいことは当然になり、誰も俺を誉めることはなくなり、それでも成績を下げるわけにはいかなくなった。現状維持では足りないとすら思うようになった。山の頂上で、まだ背伸びをしているようなものである。

　グレる暇もなかった。

　いっそ俺がそれなりの反抗を示したら、事態はもう少しマシになっていたかもしれない。

　卒業式の三日前、母親が首を括って死んだ。

　遺書はなかった。どうして彼女が死んだのか、誰もわからなかった。

　死体は俺が見つけた。

　告別式の日、具合が悪いと言って斎場には行かなかった。その代わり、学校に行った。なぜなのかは自分でもわからない。もちろん卒業式に出る気などさらさらなかった。

　俺はひとりで、ぼんやり校庭を見下ろしていた。

　教室は三階だった。ここから飛び降りれば死ぬだろうか。確実なところを狙うならば屋上のほうがいいかもしれない。そんなふうに考えた。

　そもそも俺は死にたいのだろうか？　それすらわからなかった。

　息を吸って吐くのが、ひどく面倒で、気け怠だるくて、すべてを投げ出したい気分だった。ぼんやり両手を見つめれば、投げ出そうにも自分がなにも持っていないと気づく。

　からっぽだ。

　俺はからっぽなガキだった。自分でも可哀想なくらいからっぽだった。

　この腹を真っ二つに割っても、まともな臓物のひとつも入っていない気がした。

　眼がん窩かに填はまっているのはガラス玉か下手をしたらプラスチックで、世界などなにひとつ見えず、皮膚はそれらしい色をしたゴムかなんかで、これから先ずっと、風も雨も雪も――感じることはないんじゃないか。

　そんなふうに思えてならなかった。

　その時、奴を見つけたのだ。

　校庭を歩く人影。在校生も講堂にいなければいけないはずなのに、ふらふら歩いている。この高校で、式典をサボる者などほとんどいない。だから奴だとすぐにわかった。

　珍しく、馬ば場ばと連んでいなかった。

　体育館の裏に向かっていた。

　俺は教室を出た。なにも考えていなかった。からっぽなのだから、考えられるはずもなかった。なのにどうして――兵ひょう頭どうを追って体育館裏に足を運んだのか。いまだに理由を説明することはできない。

「……誰だよ？」

　体育館裏には使われていない古い倉庫があって、鍵が壊れていた。

　蛍けい光こう灯とうもとっくに切れているから、中は薄暗い。

　小さな窓から入る光が、使い古されたマットの上を白い四角いフレームに切り取っていた。その部分だけが哀しいほど明るくて、埃ほこりがきらきら舞っていたのをよく覚えている。

「……なに、先輩じゃん。なにしてんだよ、卒業式出ねえでいいの？」

　俺は返事をしなかった。語るべき言葉が思い浮かばなかった。マットレスの上にだらしなく座り、煙草を吹かしている兵頭を、黙って見つめるだけだった。

　ぼんやりと、一年半前を思い出していた。

　あの時は兵頭が図書館の小部屋に現れたのだ。俺のことを「半分死んでいる」と貶けなし、俺の憩いの場所を奪ってしまった。

「おい。なんとか言えよ」

　あれ以来、ぐっすり眠れた日などないような気がする。

「先輩？」

　ぼんやりと突っ立っているだけの俺を、兵頭は訝しんで見る。煙草を咥えたまま立ち上がり、俺の目の前まで歩みを進めた。

　兵頭の匂いがした。

　煙草臭さに交じるのはムスクのような――あの頃からコロンをつけていたのだろうか？　とにかく匂った。なにもかもが茫漠としていた俺にとって、その匂いはふいに現れたリアルだった。

「なに死んだみたいなツラしてんだよ」

　まただ。

　またおまえは、そんなふうに言うんだな。

「……死んだみたいな……？」

　阿呆のように、俺は言葉を繰り返した。

「……チッ……おい、しっかりしろよ。目がブッ飛んでるぞ、あんた」

「……俺……死んでないよな……？」

「死んでねえよ」

「生きてる……よ、な？」

「はあ？　なんなんだよ、どっかに頭でもぶつけたのかよ？　生きてっから喋ってんだろ」

　俺はおもむろに兵頭の手首を掴んだ。そして自分の胸に引き寄せる。

「なにす……」

「確認してくれ」

　手のひらを広げさせて、心臓のあたりに押しつける。

「俺が生きてるか――確認してくれよ兵頭。心臓、ちゃんと動いてるか……？」

　あの残暑の日のように、感じたかった。兵頭の手の下で動く自分の心臓を確認したかった。兵頭は怪訝な顔を見せたものの、俺の胸にぐいと手のひらを押し当ててくれた。

「ほら、動いてるだろうが」

「……わからない」

　本当にわからなかった。

　あの夏のように自分の心臓を感じることはできなかった。でも兵頭の手の温かさは感じた。それをもっと確認したくて、俺は自分の手を、兵頭の手に重ねてみた。ざらついた手の甲は、やっぱり温かかった。

　そのまま時間が止まったかのように、俺たちはじっとしていた。

　兵頭は長い前髪の奥から、俺をじっと見つめていた。

　俺も兵頭の顔を見ていた。こんなに近くで見るのもやっぱり一年半ぶりだった。

　静かな倉庫の中、兵頭が左手に持った煙草だけがジリッと紙の焼ける音を立てる。

　講堂で、校歌斉唱が始まった。

　止まっていたはずの時間が急に動きだす。

　なにが起きたのかわからないまま、マットレスの上に押し倒されていた。乱暴な手が俺の制服を引き剥がし、噛みつくようなキスに襲われ、誰にも触れられたことのない部分を暴かれた。

「あんたを……俺のものにする」
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　声は聞こえたが、言葉の意味が頭に入ってこない。生まれて初めて経験する強く激しい感覚に、俺は惑乱するばかりだった。

　ほとんど濡らされていないところに突っ込まれて、悲鳴をあげた。

　やめろと言いながら、兵頭にしがみついた。

「――あんたが悪いんだ」

　荒い息の中で兵頭が言った。

「――せっかく、人が……ずっと……くそ、最後の日にこんな……」

　腰を打ちつけられ、壊れるかと思った。

　先輩、と兵頭が囁き、唇を重ねてくる。口の中をいいように蹂じゅう躙りんされ、俺は涙を流した。ぼろぼろと泣いて、兵頭の舌を噛んだ。通夜でも告別式でも泣かなかったのに、しゃくりあげながらひどく泣いた。兵頭は血の臭いのする舌で、犬のように俺の顔をべろべろと舐めた。

　快感などなかった。

　射精したのは兵頭だけだったし、俺は勃起すらしなかった。のしかかる兵頭の重さを受け止めるだけで精一杯だった。

　兵頭は俺の中で達すると、まだ息も落ち着かないうちに服を整え、去ってしまった。

　俺は半裸の状態でひとり、埃とザーメンくさい倉庫に残された。半分死んだまま生きていた俺は、兵頭によって完全に殺された。喉笛に噛みつかれ、身体中食い荒らされた。

　死んだはずなのに、身体は動いた。

　全身に擦り傷と打だ撲ぼくを抱えたまま、俺はなんとか家に帰ってシャワーを浴び、熱を出して寝込んだ。周囲は母親が死んでショックなのだろうと話していた。俺自身は、もうなにも考えられなかった。

　死体のように眠った。眠れなければ、おかしくなっていたかもしれない。

「……寝てる？」

　半端なまどろみに、小さな声が終止符を打つ。

　俺はベッドの中で身じろいで「いや」と答えた。目を開けようとしたのだが、カーテンの隙間から入り込む朝日が眩まぶしくて片手で目を覆う。問いかけたのがキヨなのはわかっていた。この寝室と事務所を仕切る扉には、中から鍵がかけられるようになっている。合鍵を渡してあるのはキヨだけで、キヨ自身は徒歩ですぐのアパートに住んでいた。

「起きてる……何時だ？」

「七時」

　ということは、ほんの二、三時間しか眠っていない。

　俺はため息をつき、とりあえず上半身を起こした。昨晩の攻防戦のせいで身体の節々が痛い。まったくひどい目に遭ったものだ。

「まだ早いじゃないか。どうした？」

「……」

　キヨは質問に答えなかった。ベッドの横に立ったまま、俺をじっと見つめている。正しくは、寝癖のついた頭をボリボリと掻いた俺の手首あたりを見つめている。なんだろうと、自分で確認してみれば、くっきりと指の痕が残っていた。俺は慌てて、布団の中に手をしまう。しまってから、隠すのもおかしいと気がついたがもう遅い。

「……だいじょぶ？」

　短く聞かれる。大丈夫だ、と短く答える。

　キヨはそれ以上なにも言わなかった。こんな時は彼の無口がありがたい。

「で、どうした？　もしかしてあっち仕事が入ったのか？」

「ん。仕事道具取りに来たら……なんか声が」

「……もしかして、うなされてた？」

　ン、と頷かれ、俺は苦笑いを零す。確かに、いい夢ではなかった。

「そうか……で、あっちの仕事って、誰か死んだのか？」

「若い女だって」

　朝からいやなニュースだ。

　キヨの本業は掃除屋だが、一般家庭のクリーニングは受け付けていない。特殊清掃――つまり、事件現場など死体が出た場所の清掃が主な仕事だ。

　死体が出ない場合でも、刃にん傷じょう沙汰や自殺未遂などで、通常とは違った汚れ方をしてしまった部屋を清掃・消毒・消臭する。基本的に個人営業だが、時には同業者からのヘルプに応じる場合もある。以前うちの事務所に顔を出した同業者いわく、キヨはどれほど凄せい惨さんな現場に赴いても、ほとんど動じることがないそうだ。

「現場、どこ」

「新しん小こ岩いわのアパート」

「そうか。気をつけてな」

　こくりと頷いて、キヨは部屋を出ていった。

　キヨがなぜそんなきつい仕事をしているのか、俺は知らない。聞こうとも思わない。

　本人が満足しているならばそれでいいと思う。

　もう一度ベッドに潜ろうかと思ったが、なんだか目が冴えてしまった。昨日は帰るなり撃沈という感じで布団に沈んだので、とにかくシャワーを浴びようと狭い浴室に入る。鏡に映った自分を見て、俺は「げっ！」と声をあげる。開かい襟きんのパジャマから覗く首筋に、べったりと赤いキスマーク……キヨにこれも見られたのか。

「兵頭のクソ野郎……っ」

　首を押さえて呻いた。絶対にわざとここを吸ったのだ。これじゃ、普通のシャツを着たって隠せない。今日はハイネックを着るしかない。

　俺はぶつぶつと毒づきながら、パジャマを脱ぎ捨ててシャワーのコックを捻った。

　身体を洗いながら、他に被害がないか調べる。手首以外にも、腿に痣ができていた。兵頭の膝が乗り上がったせいだ。廊下に転がり出た時に打った尻も痛いし、首も少し違たがえたようだ。まったくもって腹立たしい。傷害罪と強制わいせつ罪で訴えたい気分である。

「……野郎なら誰でもいいのかよ、あいつは」

　確かに、卒業式のあの日、兵頭とセックスをした。

　暴力と大差ないセックスだったとは思うが、あの日の行為を責めようとは思わない。お互い子供だったし、もう遠い過去のことだ。

　だが三十をすぎてなお、男に襲われるとは……さすがに凹ヘコむ。

　兵頭のマンションに上がり込んだ自分も悪い。事務所に手を出さないという約束のために奴の交渉人を引き受けたのに、自分に手を出されてどうする。あの極道にはもっと注意をしてしかるべきだったのだ。

　兵頭との契約期間は、今日を含めて二日残っている。

　いったいどうなるのだろう。正直、こちらから出向く気にはなれないのだが、押し倒されてすっかりびびったと思われるのも悔しい。昨日着たまま帰ってしまった高級スーツも、叩き返さなければならない。

　浴室を出て、髪を拭きながら冷蔵庫を開けていると、携帯電話が鳴った。

　液晶の番号には見覚えがなかった。新規客だろうか？

「はい、芽め吹ぶきで……」

『交渉屋のオジサン？』

　忙せわしない声は若い女の子だ。すぐに「アヤカちゃんだね」と答えた。

『そ……そう。あの、あたし……どうしよう、あたし……！』

「落ち着いて。今どこにいるの？　その場所は安全？」

　声の様子からして、アヤカが軽いパニックに陥っているのはわかった。こんな時につられて「いったいどうしたんだっ」などと問いつめるのは愚ぐの骨こっ頂ちょうである。こちらが冷静でいれば、相手も次第に動揺を治めるものだ。

『自分の部屋……安全、だと思う』

「ひとり暮らしだっけ？」

『うん……どうしよう、芽吹さん。あたし怖くなってきた……』

「トラブルが起きたのかな」

　できるだけ穏やかに聞くと、上擦った声が『友達が死んじゃったの』と答える。

『あたしと同じような仕事してる子が……部屋でひとりで死んでて……やだ、怖い。あ、あたし、どうしたらいいの？』

「大丈夫。力になるよ。その友達はいつ亡くなったんだ？」

『た、たぶん昨日の夜……検視しないと、はっきりはわかんないって……』

　検視――ということは、すでに警察が動いているのだ。俺の頭の中に、つい今し方キヨとした会話が思い出される。

「アヤカちゃん、その現場って新小岩？」

『そう。……なんで知ってるの芽吹さん』

　やはりそうか――キヨが掃除をしに行った部屋で死んでいたのはアヤカの友人なのだ。奇妙な偶然が俺の胸をざわつかせ、不安が頭をもたげる。

　理由より先に、勘が働く。

　アヤカを保護する必要を、強く感じた。

「俺にもいろいろ情報網があるんだよ。……アヤカちゃん、詳しい話を聞かせてくれないかな。うちの事務所まで来られる？　部屋を出たら、すぐタクシーを捕まえて、このあいだ渡した名刺の住所を伝えるんだ」

『い、今すぐ？』

「そう。すぐ」

　冷静な声で、決して寄り道をしないように言い聞かせた。俺も手早く身支度を整えてアヤカの到着を待つ。もちろん着たのはスーツではなく、ハイネックのニットだ。

　すっぴんのまま、ろくに荷物も持たずにアヤカは事務所に現れた。

　ジーンズを穿いて、白いコートに身を包んでいる。化粧をしていなくても充分に美人だが、目の下にはくっきりとクマができ、表情は怯えている。

　疲れ果てた様子のアヤカをソファに座らせ、まずは温かいミルクティーを淹いれてやった。好みも聞かずに砂糖を入れる。疲れている時は、甘いものが気分を和らげてくれるはずだ。

「――唯ゆい子こって、いうの」

　ミルクティーを半分まで飲むと、アヤカは話し始めた。

　死んだ女の子の名前は大おお城しろ唯子。

　二十一歳で、出身は宮みや城ぎ県けん。新小岩のデリヘルで働いていた。

「前に勤めてた店で一緒だった。ユイはさ……たぶん、フツーのちゃんとした家の子だったと思う。けど、やばい男に引っかかって、東京出てきて……ダメんなったみたい。チンピラのくせにヘタレな奴で、ユイにしょっちゅう金せびってた。あたしはユイよりキャリアあったからさ……客のあしらい方とか、いろいろ教えてあげてたんだ」

　あまり社交的な子ではなく、友人はほとんどいなかったそうだ。アヤカも強気な性格のせいで孤立しがちで、自然とふたりでいる機会が増えたという。

「昨日――あたし、すっごいバカで、ケータイアパートに置いたまま仕事に行っちゃって……夜中に帰ったら、ユイから伝言残ってて、ものすごい苦しそうな声で……お腹なかが痛い、血が止まらない、あたし死ぬのかなあって……」

　アヤカは唯子の部屋に急いだ。

　事情を話し、管理人に鍵を開けてもらうと、血まみれの唯子が倒れていたという。すぐに救急車を呼んだが、どうやらその時点で息絶えていたらしい。

「あ、あたしのせいだよ」

　唇が歪み、アヤカの目尻から涙が溢れる。

「あたしが携帯忘れなければ、ユイは死ななかったかもしれない……っ」

　俺はアヤカにティッシュを渡しながら「それは違うよ」と静かに言った。

「唯子ちゃんが亡くなった直接の原因は別にあるんだ。自分を責めたらいけない。アヤカちゃんがそんなふうに思ってたら、唯子ちゃんだって悲しむんじゃないかな」

　くしゃりと丸めたティッシュを顔に押しつけながら、アヤカは小さく「そうかな」と呟く。

「きみのことを信頼していた唯子ちゃんのためにも、彼女の死因をはっきりさせたほうがいい。確認するけど、彼女は部屋でひとりだったんだね？」

「うん……ひとりで、ベッドの上で……すごい血だった。床にも、血の痕がべったりあって……バスルームのほうに続いてた」

「外傷はなかった？」

「よく見なかったけど……刺されたとか、そういう感じじゃなかった。救急隊員の人は、下腹部から出血多量って言ってたと思う」

　落ち着きを取り戻しつつあるアヤカの話を聞き、俺はひとつの可能性に辿り着く。

「アヤカちゃん。唯子ちゃんは……妊娠してなかった？」

　俯うつむいていたアヤカが顔を上げた。言葉はないものの、その表情が「どうして知ってるの」と語っている。

「検視結果を待たないとはっきりはわからないけどね、たぶん彼女は堕だ胎たい薬やくを呑んだんだ」

「堕胎薬……？」

「ＲＵ４８６。ミフェプリストンともいう。聞いたことないか？」

　黄体ホルモンの作用を止めることにより、中絶を促す飲み薬だ。

　医師の処方のもとに認可が下りている国もあるが、日本では未承認であり、腹痛や出血などの副作用が報告されている。

「それって……呑んだら死ぬこともあるの？」

「稀だろうけど、ないとは言えない。医師の指導のもとに服用しなければ危険な薬だ。中国製のが出回ってるって話は前から耳にしていたんだが……もし唯子ちゃんの死因にＲＵ４８６が関係してるんだとしたら、どこから入手したんだろう」

「た……たぶん……鵜う沢ざわさん、だと思う」

　アヤカは青ざめた顔で答えた。

「鵜沢？　鵜沢万ま里り雄お？」

「ユイは……鵜沢さんのとこの店で働いてたの。困ったことがあると、いろいろ相談に乗ってくれるって言ってた。妊娠のことも、オトコはぜんぜんあてになんないし、困り果てて鵜沢さんに話したら……」

　妊娠して何週目なのか聞かれたそうだ。

　まだ日が浅いと知ると鵜沢は笑い「心配するな、俺がなんとかしてやるから」と唯子を励ましたという。ならば鵜沢が薬を渡したのは間違いないだろう。ＲＵ４８６は妊娠七週未満に服用しなければ効果がないのだ。

「鵜沢さんが、その危ない薬をユイに呑ませたんだ」

　赤い目でしっかりと芽吹を見て、アヤカは言い切った。

「あの人、信用できない。……あたし、昨日芽吹さんに言われたことが気になって、いろんな子に聞いてみたの。そしたら鵜沢さんがあちこちで『きみならモデルになれる』って言ってるってわかったんだ。真に受けた子の中には、モデルになりたいならって、ＡＶで本番強要された子もいるって――」

　アヤカは泣くまいと歯を食いしばる。

「悔しい。バカみたい。ユイをあんな目に遭わせた奴を信じてたなんて……」

　顔を伏せてしまったアヤカから、嗚お咽えつが漏れる。俺はアヤカの隣に移動し、しゃくりあげるその背中をしばらく撫で続けた。あたしが悪い、あたしのせいだ、と繰り返し自分を責めるアヤカに「きみのせいじゃない」と何度も言い続ける。

　悪いのは危険な薬を渡した鵜沢だ。

　そんな男しか頼れなかった唯子が哀れだった。友人を亡くして泣くアヤカもまた、哀れだ。弱い者たちは、弱いが故に傷つき、強い者に打ちのめされる。

「……アヤカちゃん、強くなろう。自分のために、強くならなきゃだめだ」

　丸まった背中に声をかけると、アヤカは泣き濡れた顔を上げる。

「無理だよ……あたしは女で、貧乏で、頭だって悪い。強くなんかなれるはずがないよ」

「なれる。きっとなれる。知ってる？　最初は弱かった奴のほうが、ずっと強くなれるんだ」

「本当に？」

　ああ、と俺は微笑み、アヤカの涙を指先で拭ってやった。

「弱い人間にしか得られない、強さっていうのはあるんだよ」










　夕刻、俺は錦きん糸し町ちょうの繁華街を歩いていた。

　アヤカは念のため仕事を休ませ、さゆりさんに預かってもらっている。今頃ふたりで夕食を食べているだろう。さゆりさんのぬか漬けが、アヤカの心を慰めているといいのだが。

　昼過ぎにはキヨも戻ってきた。

　やはり清掃現場は唯子の部屋だった。部屋は血と汚物で汚れ、激しい出血と下げ痢りがあったはずだとキヨが言っていた。どういうツテなのか知らないが、キヨには監察医務院に親しくしている人物がいるらしく、検視結果を入手してくれた。さっき携帯のメールに『ＲＵ４８６に間違いなし。子宮外妊娠だったため、大量出血』とメッセージが入っていた。

　アヤカは鵜沢に怯えている。警察はアヤカに一とおりの事情を聞いたらしいが、違法な薬が絡んでいるとわかれば、改めて任意出頭を求めてくるだろう。ＲＵ４８６の出所に心あたりがないかも、尋ねられるに決まっている。一年くらい前ならばネットで個人輸入もできたのだが、今では厚生労働省が目を光らせているので、素人が直接入手するのは難しくなっているのだ。

　ＲＵ４８６自体は、所有していただけでお縄になることはない。

　譲渡や販売をしても、薬事法違反でしかない。仮にアヤカの口から鵜沢の名前が出たとしても、たいした痛手にはならないはずだ――ただし、他のドラッグなどを一切所有していないのならば、という条件がつく。

　今後鵜沢がどういう動きをするのか、残念ながら今の俺の情報収集力では予測がつかない。

　ヤクザが違法ドラッグを所持しているかどうか、一介の交渉屋にわかるはずもなく、いずれにしてもアヤカは鵜沢を怖がっていて、店を移る気はすっかりなくしている。

　ならばここはやはり、兵頭に……もとい周す防おう組ぐみにアヤカを守ってもらうしかないだろう。

　アヤカが例のイメクラに留まることは周防組の利益にも繋がるのだから、イヤとは言わないはずである。ところが兵頭と連絡がつかない。交渉代理の契約は継続中のはずだが、教えられていた携帯に何度かけてもなしのつぶてだ。

　こうなっては直接訪ねるしかなく、俺は周防組の事務所に向かっているわけだが――。

　なんだか今夜は妙な感じだ。呼び込みの兄ちゃんたちにやたらと頭を下げられる。いつから俺はそんなに偉くなったのだろうと不審に思いつつ、しばらくしてハタと気がついた。

　昨日、兵頭とここを歩いたせいだ。

　おかげで、みんな俺と兵頭が懇意だと勘違いしているのだ。あのたこ焼き屋のあんちゃんに至っては、九十度よりさらに深いお辞儀を寄こした。身体がふたつに折れそうである。

　気に食わない。まるで俺までヤクザだ。暴力団構成員だ。

　あの野郎が昨日この通りをのろのろ歩いたせいで、いい迷惑である。

「くそっ」

　あいつが現れてからというもの、不本意だらけの毎日だ。本当なら顔も見たくないが、一度交わした契約をばっくれるわけにもいかず、アヤカをこのままにしておくわけにもいかない。結局、俺は周防組の事務所を目指すしかなく、どうにも釈然としなかった。

「……うん？」

　角を曲がった矢先、飛び込んできた光景に数歩後退する。

　煙草の自販機ベンダーに隠れて、見覚えのある顔をもう一度確認した。

　間違いない。あの小ささ。あのシルエット……智とも紀のりだ。

　このあいだと同じ取り巻きを連れて、細い路地の入り口に立っている。フードつきのジャケットにジーンズ。缶コーヒーを片手に、三人でだべっているが、その様子は誰かを待っているようにも見えた。

　二分もしないうちに、男がひとり近づいてきた。ひょろりと痩やせた短髪で、灰色のブルゾンを羽織っている。歳は二十代半ばくらいだろうか。口元はにやついているが、目つきは鋭い。

　男は智紀に茶色い紙袋を渡そうとした。智紀が頭を振って突っ返す。何度か同じやりとりが繰り返されたが、声までは聞こえない。俺はベンダーの影から出て、吸いもしない煙草を買った。この位置ならばいくらか聞こえてくるのだ。智紀たちが俺に気がつく様子はない。

「勘違いするなよ、俺はあんたらの使つかいっ走ぱじゃない」

　智紀の声は尖っていた。

「どうしたの、智紀クン。これ、品物いいよ。中毒ならない、平気平気」

　男が日本人ではないのは、喋り方でわかる。俺は煙草のパッケージを開けながら、もう数歩距離を縮めてやりとりを聞く。

「そういう問題じゃないの。もう飽きたんだってば。……変な水の差し方する奴いるし。面白かったのは最初だけだ」

「そんなこと言って、コワクなったんじゃないの？」

「好きに解釈すれば。とにかくヤク撒きたいなら、他を当たんなよ」

「じゃあ、こっちは？　これはいいクスリ。人の役に立つよ」

「なに、コレ」

　男が智紀の耳元でなにか囁き、包みを押しつけた。智紀は顔をしかめ「興味ないね」と身体を引く。ふたりの間に包みが落ちて、男は「あーあ」とそれを拾い、諦めたように智紀たちから離れていった。俺の前を通りすぎる時、舌打ちと共に外国語でなにか言う。意味はわからなかったが、おそらく中国語だろう。

　人の役に立つクスリという言葉が引っかかる。

　俺は火の点いていない煙草を咥えたまま、ゆっくり歩きだした。

　情報は欲しい。だが、自分から声をかけてはいけない。

　欲しがっている素ぶりを見せないのがポイントだ。道の端にいる智紀たちなど、まったく見えていないかのように俺は進む。

　三人の横を通過したが、声はかからない。

　焦るな。まだ振り返るな。……向こうも、どうすべきか迷っているはずだ。

「『進化』の反対語は、なーんだ？」

　ほら、きた。

　俺はちょっと驚いたような顔で振り返り、しまった、という表情をしてみせる。それから重い口を開くように「退化」と言い、二秒おいてから言葉を続ける。

「……と答えたら不正解。正解は『停滞』だな。智紀くん、高校生がこんな時間にうろついてちゃだめだぞ」

「は？　まだ九時すぎだよ。昼間みたいなもんでしょ。……このあいだは、やってくれたね」

「なんの話？」

　一応惚とぼけてみせるのはお約束である。智紀は俺の前まで歩み出て「思ったより頭いいじゃん、芽吹さん」と挑発的な目線を寄こす。わかりやすいほどの負けず嫌いだ。個人的には、こういう青少年は嫌いではない。茫洋と生きているよりずっといいと思う。

「俺ねえ、久しぶりにすげえ悔しかった。あれは全部あんたの台本だったんだって気がついた時、文字どおり地じ団たん駄だを踏んだよ」

「きみの退屈な人生の刺激になれたなら幸いだ」

「あんまり悔しいから、いっそエスでも捌いてやろうかと思ったくらい」

　この場合のエスとは覚醒剤を示している。ドラッグの種類は数あれど、いまだにその効用と依存度では王者といえる存在だ。人生破壊指数も断然トップである。

「へえ、そう」

「あ、本気にしてないだろ」

「本気にしないって知ってて、言ってるんだろう？」

　まあね、と智紀は笑う。

　そして俺の咥えている火の点いてない煙草を見て「歩き煙草は自じ粛しゅくってわけ？」と聞いてきた。単にライターがなかっただけなのだが、頷いて煙草をポケットにしまう。

「あんたさ、兵頭の下で働いてんの？」

「違う。できればヤクザの依頼は受けたくないんだが、それも一種の差別だろう？」

「ヤクザ嫌い？」

「暴力と権力を否定するヤクザなら考えてもいい」

「それヤクザじゃないじゃん」

「それはそうだ」

　クスッと智紀が笑う。くだらない掛け合いが楽しいらしい。

「こないだのクスリさあ、誰から仕入れたか知りたい？」

　気を持たせるような質問に俺は「いいや」とあっさり答える。

「さっき言っただろ。俺の仕事は終わったんだ。余計な情報はトラブルのもとになる」

「またまたまた。もうその手には乗らないよ。芽吹さん、あんた本当は知りたいはずだ。あのヤクの出所をね」

「ばれたなら仕方ない。そうだな、知りたいよ」

「うわ、手のひら返すなぁ」

「大人ってのはズルイもんなんだよ、智紀くん。ズルイ大人であるところの俺は、あのクスリの出所も知りたいが、さっききみが会っていた男についても知りたいな」

　面倒なので単刀直入に切り出した。ここで智紀に会えたのは偶然である。情報を引き出せれば幸運、だめならば仕切り直し、それだけのことだ。

「見てたのかよ」

「最初に渡されかけてたのはＭＤＭＡだろ。で、もうひとつの包みは堕胎薬じゃないか？」

「なに、あんた袋の中身まで見えんの？」

　智紀は缶コーヒーの残りをズッと飲み干すと、道の端でスタンバイしている金髪に向かって放った。感心なことに、金髪はそれをちゃんと分別ゴミ箱に入れる。

「やっぱりそうか……」

「呑むだけで中絶できる薬だってさ。ひと箱一万。親に知られたくない女子高生なら、二万でも三万でも買うよとか言ってたな、あのチャイナ」

「中国人なのか？」

「そう。上シャン海ハイなまりがあったな。名前は李リー……偽名だろうね。表の仕事はパーラーヘブンってパチンコ屋の店員だけど、十中八九、鵜沢組と繋がってる。以前チラッと、そんな会話してるの聞いたんだよ」

「……もしかしてきみ、中国語がわかるのか？」

　ニッ、と智紀が口の端を引き上げる。顔には出さなかったが、内心で俺は感心していた。智紀は頭でっかちなだけの、拗ねた高校生ではないらしい。

「なあ、芽吹さん。俺の情報は役に立っただろ？　これって貸しだよねえ？」

　意味ありげに言われたが、俺はあえて「そうか？」としらをきる。

「だとしても、ごく小さい貸しだろ」

「なにそれ。俺の身に危険が迫るかもしれないのに、情報を提供したんだぜ？」

「へえ。危険ね。智紀くん、きみはこのあいだ言ってなかったか？　スリルが欲しくてドラッグの売買を始めたんだと」

「それは……」

　智紀が口ごもったのをいいことに、俺は休まず言葉を続ける。

「スリルってのは、危険が伴うから成り立つものだ。危険を承知でというより、危険な部分こそを楽しむつもりでやっていたことに、どうして俺が責任を問われなきゃならない？　そのリスクはきみが自分で背負うべきものだろ？」

「……おいおい。情報タダ取りかよ」

　甲高い声は不服を露あらわにしていた。

「俺は確かに知りたいとは言ったが、対価を支払うという約束はしてない」

「きったねえ……あんたって、マジ汚ねえのな。ヤクザと変わらないじゃん」

「ヤクザじゃないが、薄汚れてるのは認めるよ。お綺麗なままじゃ世間は渡れないからな」

　検事として、そして弁護士としていろいろな人間を見てきた。交渉人になってからは、ヤバイ世界もかなり覗かせてもらった。たかだか十六歳とは踏んだ場数が違うのだ。そうそう手玉に取られるわけにはいかない。

　このクソ交渉屋――という罵声を浴びて、俺はその場を立ち去った。智紀は怒ってはいたが、金髪とニット帽をけしかけはしなかった。思うに、彼は遊び相手が欲しいのだろう。だから俺にクイズをふっかけてみせる。しかし、おじさんは忙しいのだ。そうそうつきあってもいられない。

　五分ほど歩いて、周防組の事務所が入ったビルに辿り着く。六階建ての自社ビル……景気のいいこった。あたりまえだが『暴力団・周防組』などという看板が出ているはずもない。

　立派なビルに掲げられているのは『周防興産株式会社』のプレートだ。組長は社長、兵頭は常務という肩書になっている。周防組のフロント企業はなかなか優秀らしく、他にも不動産・金融などお上かみに咎とがめられない範囲でうまく立ち回り、利益を挙げていると聞く。今時はどの暴力団もこうしたフロント企業を持っていて、一見普通の企業と見分けがつかない場合も多い。

　ビルの一、二階はテナントになっており、事務所は三階から上を使っているらしい。俺はエレベーターではなく、階段を使って三階へ向かった。万一の時の退路として階段を確認しておくのは、いつものことである。

　ヤクザの事務所を訪問するのは初めてではない。ここ数年で、二十回くらいは行ってると思う。たいていは金銭の交渉で赴くわけだから、蛇だ蝎かつのごとく嫌われる。「なんじゃこらァ」と凄まれた経験は数え切れず、「自分、生きて帰れると思うとるんかッ」と脅されたこともある。でもまだ、殺されたことは一度もない。おかげである程度の耐性はできた。ヤクザに殴られるのはイヤだが、怒鳴られるのはもう平気だ。というか、平気にならなければ交渉人などやっていけない。

　三階に着くと、廊下に立ち番の若い者がいた。

　ショート丈の革ジャンに、ダメージジーンズ。ベルト通しに銀のチェーンをジャラジャラと下げ、背中を丸めて所在なさげに煙草を吸っている。たいていの場合、まずこの男に「誰だテメエ」と睨まれる。すると俺が「ナントカさんの代理で来ました。カントカさんにお取り次ぎください」とクールに答えるというのが、いつものパターンだ。

　男が俺に気づいた。じろりとこっちを睨む。

　さあ、くるぞ。誰だテメエ、なんだテメエ、なんか用かコラ……今日はどれかな？

「あっ、ども！」

「……え？」

　予想とかけ離れた対応に、俺は次のセリフを忘れてしまった。

　若い男はチャッと素早く頭を下げてから「お世話さまっス！」と続ける。いや、俺はおまえのお世話なんかした覚えはないんだけど……。

「あの……」

「すんません、兵頭の兄貴――じゃなくて兵頭常務は、ちっと留守にしてて」

「えーと。俺のこと、なんで知ってるんだ？」

「芽吹さんですよね。ネコ屋の」

「……俺はネコなんか売ってない」

　若者はしまった、という顔をした。もう一度すんませんっ、と頭を下げて、

「ネゴ屋でした。ええと、ネゴシエンターでしったけ。すんません、俺、学がないもんで」

　いや、まだ間違ってるし。

　横文字はともかく、普通に日本語で交渉人か、せめて交渉屋くらいに呼んでほしいと思ったが、どうせ兵頭が俺を『ネゴ屋』呼ばわりしているんだろう。悪いのは兵頭なのだ。彼を責めたところで埒らちもない。

「兵頭さんからいろいろ聞いてます。汚いとこですが、お茶でも」

「いや、兵頭がいないなら用はないから」

「そんなこと仰らず！　兄貴の大切な方にお茶も出さないで帰したら、俺らが叱られます！」

　……なんだか今、変な言葉を聞いた気がする。

「ささ、どうぞっ」

　俺はなかば引きずられるような形で、事務所の中に入っていった。

　中は意外にも小綺麗なオフィスだ。ヤクザ映画に出てくるような『仁義』と書かれた額がかかっているわけでもないし、戦国武将の鎧よろい兜かぶとが飾ってあるわけでもない。

　それどころか古ぼけた灰色の事務机などなく、オフホワイトのシンプルなデスクに、鮮やかなブルーの座面の椅子、机の上には最新機種のノートパソコンが並んでいる。立派な観葉植物に、空気清浄器。悔しいことに、うちのオフィスよりよほど快適な空間だ。ただし、室内にいるのは制服を着たＯＬさんではなく、それなりにおっかない様相をしたあんちゃんたちである。

「おっ、芽吹さんっ」

「芽吹さんが来たぞ、おいっ」

「ちわっス！　いつも兄貴がお世話ンなってます！」

　そのあんちゃんたちが次々に俺に頭を下げる。まだ紹介もされていないのに、まるで俺の顔をよく知っているかのように――ん？

「なんだこれ！」

　挨拶も忘れて俺は叫んでしまった。

　事務所の壁にかかっているホワイトボードの前で愕然とする。マグネットで留められているのはＡ４サイズに引き延ばされた俺の写真だった。いつ撮られたのかわからないが、誰かと喋りながら笑顔を見せている。着ている上着から察して、最近のものだ。

「あ、それはですね。周知徹底のために」

　さっきの若者がいそいそとお茶の用意をしながら教えてくれる。

「しゅ、周知って、なんの？」

「ですから、芽吹さんが兵頭の兄貴の大事なお人だということを、うちの組の……じゃなくて社の人間にきっちりと知らせるためっス。ご無礼があったら大変っスから」

「……待て、待て待て待て。誤解があるようだから、この際ちゃんとしておこう。いいか、よく聞いてくれよ？」

　事務所にいる六人ばかりのヤクザたちは、全員が「ウス」と頷く。

「俺は兵頭の大事な人なんかじゃない」

　一番のポイントを最初に言う。これは大切だ。

　なのに……。

「またまた」

「いやいや、そんな。なあ？」

「芽吹さん、あの、俺ら大丈夫スから。偏見とか、そういうのないス」

「そんなもんあったら、兵頭の兄貴の舎弟にはならないですし」

「愛にはいろんな形があるんスよね」

　通じない。

　俺の言葉が通じていない。
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「だからっ！　違うっ！　俺と兵頭は高校が同じだっていうだけで、俺のほうは兵頭とは関わりたくないのに、あいつがいろいろ嫌がらせをしてきて……」

「ああ、それはわかります」

　俺の力説に、一番年とし嵩かさの男が頷いた。

　四十すぎだと思うが、彼も兵頭の舎弟なのだろう。極道の世界は年功序列ではない。

「兵頭の兄貴は……その、なんです。愛情表現に少しばかり癖があるっつうか。な？」

「そうスね。ちっと、歪んでるかも？」

「けど、鵜沢組の連中を牽けん制せいしなきゃならなかったのもあるし」

「それに世の中、真っ直ぐな愛ばかりってわけじゃないスから」

　……通じない。

　俺は虚脱した。ここはどこの外国だ。真っ直ぐな愛ってなんだ。なにが哀しくてヤクザから愛を教わらなきゃならないんだ、俺は。

「いいかげんにしてくれ……俺はお尻のプリッとした女の子が好きなんだよ……」

「芽吹さん、いくら両刀でもそんなふうに言わないでください。兄貴が傷つきます」

「両刀じゃない。女の子が好きなんだって！」

「じゃあ、なんですか。兵頭の兄貴とのことは、遊びだと？　あんなに仲良く、ふたり並んでたこ焼きを食べながら、アーンとかしながら、他に女がいるって言うんですか？」

「いや、あのたこ焼きは」

「だとしたら芽吹さん、そりゃあ、あんまりだ」

　場の空気がピンと張りつめる。

　六人分の視線が俺の顔に食い込んでくる。なんなんだよ。どうして俺がそんな責められるような目で睨まれなきゃなんないんだ。これはいったいなんのコントだ。

「違うって。女はいないよ。いないけど」

「いないんですか。なら、安心しました。芽吹さん、兵頭の兄貴を頼みます。色恋に関しちゃ、ちっとアブナイ人になりがちだってことは、俺らも今回初めて知りましたが……周防組の未来を背負うお方なんです」

　年嵩の男が語り、他の連中も「松まつ本もとさんの言うとおりっス」と頷いている。

「いや、俺に頼まれても困る」

「兄貴はどう考えても結婚しません。なにしろ男が好きですから。つまり、姐あねさんを持つことはないわけで……それでも、精神的な支えとなる人は必要です」

「勘弁してくれ。あんな男、支えられない」

　俺はブンブンと首を振った。もちろん横方向にだ。

「そう仰らず」

　真しん摯しな顔の松本は諦めない。

「芽吹さん」

「芽吹さん」

「頼みます」

「お願いっス」

「芽吹さん」

　他の舎弟たちも諦めてくれない。次々に頭こうべを垂れられ、俺はげんなりしてしまった。

　こうなると交渉以前の問題だ。この連中は洗脳されている。彼らの思い込みをどう修正すればいいのか――俺の言葉と兵頭の言葉、彼らがどっちを信じるかは目に見えている。

「ええと……俺、仕事があるのでそろそろ」

　尻を浮かせながら力なく言った。

　もういやだ。一刻も早くこの場を逃げだしたい。兵頭がいないのでは、アヤカの保護を頼むわけにもいかないし、ここにいる理由がない。

「そうスか。兄貴が留守で申し訳なかったです。急に組ちょ……社長に呼び出されまして」

「……なにかあったのか？」

「まあ、ちょっと」

「もしかして、今朝方死体で見つかった女の子と関係あるか？」

　ずばり聞くと、松本が目を見開いた。

「よくご存じで。まだ新聞にも載ってないはずですが」

「情報ルートはそれなりに持ってるんでね」

「さすが兄貴が見込んだ方です。……どうもその子、中絶薬が原因で死んだらしいんですわ。しかも、他にもクスリを常用していたようでね。サツが部屋から現物見つけまして」

　他のクスリも出たとなると、事態はより悪化している。俺の中の懸念も大きくなった。

「現物って、シャブかなんか？」

「いや、合成麻薬ってやつです。シャブより安いんで、若い連中がよく使うんですわ。そんなもん出てきたら、本ほん所じょ署しょどころか組そ対たいが動きだしますからね。かなり厄介になってくる」

「けど、その子と周防組は無関係だろ？　デリヘル嬢だったって聞いてるが……鵜沢組の店なんだよな？」

　そうなんですがね、と松本は顔を曇らせる。

「遺体を発見した友達ってのが……うちの系列の店の子でして。そっちにも警察が聞き込みに来たんですよ」

　言わずもがな、アヤカのことである。

「ところが、その子まで姿を晦くらましちまってる。店にも出てないし、自宅にもいないんです」

　おっと、やばい。

　そりゃいないはずだよ……さゆりさんといるんだから。

「警察はアヤカも薬物を所持してるんじゃないかって怪しんで、少し前まではここにも来てたんです。まあ、令状ないんで、ガサ入れされたわけじゃありませんが。とにかく、コトがこんだけ大きくなっちまったもんで、兵頭の兄貴は組長に呼び出しくらった次第です」

「つまり、兵頭が責任を問われてるのか？」

「はあ。風俗関係は兄貴の管轄ですから」

　……まずい。俺がアヤカを保護したことで、なんだか話がややこしくなっている。

　もちろん俺としては、頼ってきたアヤカを放っておくわけにいかなかっただけなのだが……さて、どうしたものか。正直な気持ちとしてはこのまま知らぬ顔をしていたい。ヤクザの内輪揉めに関わるなど御免だ。

　一方で、俺としてもいつまでもアヤカの面倒は見られない。さゆりさんの面倒見のよさに甘え続けるにも限度がある。

　それに、ゆくゆく俺がアヤカを保護していたのが露見した時――ここにいる舎弟たちに「なんであのとき言わなかったんだ」と責められるだろう。それも面倒くさい。加えて、鵜沢の動向も気になるところだ。

　なんだかなあ。

　俺は深いため息をついて、上げかけていた尻をもう一度椅子に落とした。

「……松本さん。組長さんの自宅って、どこです？」

「え」

　舎弟たちが驚きの表情を見せる。

「どうしてそんなことを？」

「聞いてほしい情報を持ってるんでね。それに、今現在、兵頭は俺の依頼人なんですよ。俺は兵頭の代理としてあらゆる交渉ごとの場に臨のぞむ義務がある」

　そう義務なのだ。仕事なのだ。

　ざまあみろ、俺を押し倒したりするからバチが当たったのだ――と、放置しておくわけにもいかない。本来なら兵頭がどう責任を取らされようと、たとえば指を詰める羽目になろうと、俺の知ったことではない。

　だが今、奴は依頼人だ。

　依頼人が窮地にある。ならば俺は、できる限り依頼人の権利と財産を守るために、交渉人として動かなければならない。それが俺の仕事であり、プライドだ。

「……わかりました。本来なら、組の者以外に教えるわけにはいかないんですが……芽吹さんを信用します」

　松本は組長宅の住所を記したメモ紙をくれた。俺はそれを受け取り、立ち上がる。

　戸口まで舎弟たちがぞろりと揃って見送ってくれたが、なんだか素直に喜べない。

「芽吹さん、お気をつけて」

「……おたくの組長って、どんな人？」

　そうですね、と松本はしばし考えた。ややあって、口ごもるように答える。

「堅気に手を出すような方じゃないですが――まあ、昔はそれなりに」

「それなりって？　具体的に教えてくれないかな。こっち関係の事務所はともかく、親分さんの自宅に行ったことはないんだ。心の準備がいるだろ？」

「はあ、それじゃあ……真しん和わ会かいでの通り名は『笑わらい般はん若にゃ』でしたね」

「笑い般若？」

「組長、背中に般若背負ってましてね。若い頃はかなりの武闘派で、笑いながら相手を半殺しにしたとか。で、『笑い般若』です」

　……聞くんじゃなかった。

　つくづくそう思いながら、俺は周防興産をあとにした。
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　三みツ目め通どおりでタクシーを拾い、吾あ妻づま橋ばし方面に向かう。十分もかからずに、俺は目的地に到着してしまった。これじゃ心の準備をするヒマもない。

　周す防おう組ぐみ組長の家は、純和風建築だった。ヤクザらしいといえば、ヤクザらしい。

「……立派なお宅だこと」

　古いが格式を感じる門構えの前で俺は肝を括ろうとしていた。……いや、括るのは腹か。肝は据えるものだ。ああ、もう、どっちでもいい。とにかく、ここまできたらあとには退けない。笑い般若でも怒いかり菩ぼ薩さつでも、会って話をするしかないのだ。

　門番はコワモテの兄ちゃんではなく、防犯カメラだ。俺がインターホンボタンを押すと、『はい』と若い男が応ずる。

「芽め吹ぶきと言います。こちらにいらしてるはずの、兵ひょう頭どうさんにお会いしたい」

『……さあ、そういう人はいらしてませんが』

　どうやら一いち見げん客きゃくなど取り次ぐ気はないようだ。こっちもすんなり入れるとは思っていないので、引き下がらない。

「若頭の兵頭さんですよ。来てるはずです」

『知らねえな』

「お邪魔します」

　こうなれば強行突破だ。

　俺は腕うで木ぎ門もんの格こう子し戸どに手をかける。錠が下りていなかったのを幸いに一気に開け、蛇だ行こうする石畳の敷かれた前庭に足を踏み入れた。柿渋色の玄関に辿り着くより早く、引き戸が開く。しかめ面で出てきたのは三人の男だ。ひとりは壮年であとのふたりは若い。

「勝手に入られちゃ困るよ、兄さん」

「兵頭がいるだろう、ここに」

「あんた、誰だい」

「さっきも言ったが芽吹だよ。交渉人の芽吹章あきらだ」

「交渉人だかなんだか知らねえが、ここが誰の家がわかってんのか」

「わかってるさ。周防組の親分さんちだろ。早く取り次いでくれ」

「てめえ、でかい口叩くんじゃねえ！」

「さっさと帰らないと後悔するぞコラ」

　脅す口調は若いふたりだ。ここ数日ですっかりヤクザ慣れしてしまったのか、この程度はもう馬の耳になんとやらである。返事をする気にもなれない。

　無反応な俺にいらついたのか、ふたりは目を三角にして歩み寄ってきた。片方に胸ぐらを掴み上げられたが、それでも俺はなにも言わず、視線は裁量権のありそうな壮年の男に向けておく。相手も俺を睨んだが、視線は外さない。この手のにらめっこには自信があった。

「――おい、待て。一応、親父に聞いてこよう」

　男がぼそりと言い、玄関の中へ消える。

　俺はドンッと突き飛ばされるようにして解放された。数歩よろけたが、転んだりはしない。お気に入りのニットが伸びてしまったのが残念だ。

「てめえ、兵頭さんの知り合いかよ」

　若いのに聞かれるが、答えずにそっぽを向いていた。ここで「兵頭の大事な方」扱いされないことに安堵したような、いっそそのほうが話が早かったような……心中は複雑だ。

　ほどなく男が戻ってきた。

「入んな」

　お許しが出たらしい。

　俺は頷いて、面白くなさそうな若いふたりの横を通って進む。

　神経質なほど掃除が行き届いた玄関には、ずいぶんと立派な沓くつ脱ぬぎ石いしがあった。置かれているのはシルバノ・ラッタンジ……イタリアの高級靴だ。兵頭のものだろう。車はカローラのくせに……　踏んづけてやろうかと思ったが、やめておく。

　男の案内で、廊下を進む。

　笑い般若――か。いったいどんな男なのだろう。

　組長の周防忠ただ範のりは確か七十に近いはずだ。妻に先立たれ、ひとり息子を亡くしている。真しん和わ会かいの総裁にも信頼が厚く、実行力のある幹部の身分からは引退したが、相談役という立場で現在も懇意……その程度の基礎知識はあったが、人となりはまったく知らない。以前キヨにチラと聞いた程度だ。

　客間らしき部屋の前で男は膝をつき、「連れてきました」と襖ふすまが開けられる。

　やけに寒い部屋だった。

　十二畳ほどの和室の下座で兵頭が正座をしている。

　俺の顔を見て、迷惑そうに眉を寄せた。まさか俺がこんな場所にまで乗り込んでくるとは思わなかったのだろう。おあいにくさまだ。

　上座には座椅子と脇きょう息そくが置いてあるが、使っているはずの人物はいない。

　寒い理由はすぐにわかった。座敷の障しょう子じと窓が開け放たれているのだ。

　作さ務む衣えに半はん纏てん姿すがたで濡れ縁に座り、夜の庭を眺めている男がいる。和風庭園は石いし灯どう籠ろうでライトアップされており、紅白の梅がそろそろ終わりを告げようとしていた。

　俺は座敷に入り、座布団でいえば二枚分くらい離れて、兵頭の横に落ち着く。

「親父。この男の話を聞く必要はありません」

　兵頭が濡れ縁の周防に向かって言う。

「こいつは私が遊び半分で連れ回していただけの、ただの交渉屋です。取とり柄えといえば口八丁なだけの堅気で、便利屋程度には使えるかと思っていましたが――とんだ見込み違いでした。親父が直接お話しになるほどの相手じゃないです」

　のっけから全否定だ。これには俺も気分を害した。

「おい。その言いぐさはないだろう」

「あんたは黙ってろ」

「黙れるか。交渉屋が黙ってちゃ商売にならない」

「ここは交渉屋の来るところじゃない。……ったく、少し考えればわかりそうなもんだ」

　舌打ちせんばかりの兵頭に、俺は身体ごと向き直って言い放った。

「おまえがいる場所には、俺もいる」

　兵頭が目を見開く。驚いたような顔をしていた。

「それは……どういう意味です」

「俺は明日まで、おまえの代理交渉人だ。おまえのそばで、できる限りおまえの利益を大きくし、不利益を小さくする。それが俺の仕事だ」

「……そのために、極道の組長宅まで乗り込んできたと？」

「そうだ」

　胸を張って、きっぱり肯定する。兵頭は三秒くらい黙っていたが、やがて「あんた、バカですか」と失敬千万を言いやがる。

「おまえ、せっかく来てやったのに、言うに事欠いてバカとはなんだ」

「ヤクザは嫌いで関わりたくないんじゃなかったんですか」

「仕方ないだろ、仕事なんだから」

「仕事ならなんでもするんですか、あんたは」

「するよ！　悪いかよ！」

　ごほん、と濡れ縁から咳払いが聞こえた。

　しまった。組長の前なのだ。口喧嘩している場合ではない。兵頭がさっと頭を下げ「失礼しました」と詫わびる。とりあえず俺も、倣ならって頭を下げておく。周防は言葉を発することなく、相変わらず庭を見続けていた。

　親父、ともう一度兵頭が呼びかけた。

「誓って言います。自分の管轄している店にＭＤＭＡだろうとシャブだろうと、入り込む隙はありません。女の子たちには月イチで血液と尿の検査をさせてますし、他の従業員についても同じです。ヤクなんぞに手を出す子は絶対に……」

「待っているとなかなか咲かんもんだが」

　やおら、周防が口を開いた。顔は庭に向けたままだ。

「咲いた途端、あっという間に散ってしまう。そう思わんか、兵頭」

　庭に根を張る、桜の古木について言っているのだろう。俺の座っている位置からも、見事な枝ぶりが見える。

　兵頭は「はい」と答えたものの、桜のことなどどうでもいいと顔に書いてあった。

「交渉屋さん。あんたはどう思う？」

　突然話を振られ、俺はいささか面食らった。

　内心の動揺を覚られないように「はあ」と相槌を打ちながら考える。まったくもってごもっともと、話を合わせておくべきか。それとも、自分なりの見解を伝えるべきか。

「……状況によりけりですが、ソメイヨシノは十日程度は咲き続けていると思います。二週間くらい保もつ場合もあるでしょう」

　無茶を承知でここまで来たのだ。思ったことを言おうと決心した。

「おい」

　兵頭が目線で「黙っていろ」と合図するが、俺は無視して続けた。

「それより短く散る花はいくらでもあるはずです。それをあっという間と感じるのは、散り方が派手で印象的なことと……日本人には、自分の人生と桜を重ねて考える傾向があるからかもしれません」

「ほう、自分の人生かい」

「桜が散り、時間は流れ、自分の人生もどんどん過ぎていく――そしていつかは死ぬ。普段は忘れている事実を、無意識のうちに桜の中に見ているのではないでしょうか」

「そうさな。人生は短い」

　周防が立ち上がり、濡れ縁の板がキィと小さく鳴いた。

　後ろ姿はごく普通の小柄な老人だ。ヤクザの親分的な威圧感もなく、この背中に般若が彫られているとは思えないほどである。

「だがなあ。そんな人生でも、長く感じる者もいる。生きていることがつらくて、けれど自分で終わらせるほどの覚悟もなく、日々を紡つむぐのが苦痛でたまらない者もいる……」

　人間は弱い――ぽつりと、周防は言った。

「尾お鰭びれをぼろぼろにして上流に向かう鮭さけではない。川に翻ほん弄ろうされるだけの、虫食いだらけの葉っぱよ。下流へ下流へと流れ落ちていく。楽なほうへと逃げていく。ほとんどの人間は、そんなもんだ。――兵頭、ヤクってのは、そう簡単にはなくならん。弱い人間にとって、一時的だろうとヤクは救いになる。弱い人間がいて、そこから搾さく取しゅしようとする輩がいる限り、薬物ってのはなくならんだろうよ」

「……ならば自分は、その弱さを憎みます」

　兵頭が返した。声はくぐもり、畳を睨みつけるように俯いている。

「自分の目の届くところでヤクになんぞ手を出す奴がいたら――半殺しです」

　畳を焦こがすかというほどの強い視線だった。俺は初めて、兵頭がドラッグを心から憎んでいることに気がつく。

「わかってる。だからわしは、おまえにヤクの一掃を任せたんだよ兵頭。なにしろヤクは金になるからな……隠れて扱いを続ける愚か者がいても不思議じゃあない。それにしても……アヤカって娘、どこへ消えたもんだかな……」

　おっと、きた。このタイミングを逃せばますます言いだしにくくなる。俺は思い切って「あのですね」と言葉を挟む。

「アヤカちゃんは、ウチにいます」

「……なに？」

　顔色を変えたのは兵頭だ。

　片膝を立てて、俺の後ろ首をガッと掴み「どういうことだ」と噛みつきそうな顔をする。

「いてて……乱暴するなよ」

「先輩、説明してもらいましょうか。どうしてあんたがアヤカを拉ら致ちってるんです」

「拉致なんかするかっ。今朝早くに、彼女のほうから俺に連絡してきたんだよ。友達が死んで、怖くなったって」

「どういう意味です。あの子は経口中絶薬が原因で死んだ。アヤカは関係ない」

「その薬を、唯ゆい子こは鵜う沢ざわ万ま里り雄おから受け取っている」

「――鵜沢、だと？」

　兵頭の声が掠れた。

「唯子はＭＤＭＡも飲んでたんだろ。直接買ってる相手は違うだろうが、それも裏では鵜沢が噛んでる可能性が高い。アヤカは鵜沢の甘言に乗せられて、店を移るつもりでいたけど、ここにきてやっぱり奴はヤバイって気がついたんだよ。だから俺を頼ってきた」

「なんであんたなんです。アヤカはまだうちの店の子なんだから、俺を頼ればいい。堅気の交渉屋を頼って、どうなるっていうんだ！」

「そんなこた、アヤカに聞けよ！」

　つられて、俺まで声を張り上げてしまった。

「――充分、頼るに値すると判断したんだろうよ」

　静かに言ったのは周防組長だった。

　濡れ縁から座敷に戻り、どっこらしょ、と座椅子に落ち着く。意外なほどに極道らしからぬ、穏和な顔つきの男だ。どこかで見た覚えがある。誰だ……？　依頼人ではない。交渉相手でもない。でも確かにどこかで会い、言葉を交わしている――。

「わしがわかるかね、芽吹さん」

「……あ」

　にっ、と周防が笑った。

　そうだ、思い出した。抹茶パフェだ！　敷金返却の交渉をしていた時に、甘味処で抹茶白玉スペシャルパフェを食べていたご隠居だ！

「先日はコーヒーをごちそうさま」

「い、いえ……あれくらい……」

「あン時のやりとりは、聞いてるだけで楽しかったよ。あの一幕だけで、あんたが遣やり手ての交渉人だってことは、よぉくわかった」

「そ、そんな……滅相もない……」

「親父？」

　事情を知らない兵頭は、怪訝な表情を浮かべている。

「兵頭よ、おまえ、この人が欲しいんだろう」

　……は？　なんで？

　どうして？　なにをどうしたらそういう会話の流れになるんだ？

「親父、勘弁してください」

「まあ、その気持ちもわかるがな。えらい色男だし、頭も切れる。しかも肝が据わっとる。素人さんにしとくのは惜しいくらいだ」

「交渉屋なんてしてる限り、この男だって素人ヅラはできませんよ。半分は裏世界に足を突っ込んでる」

　なんだよ、それ。さっきは「取り柄といえば口八丁なだけの堅気」とか言ってたくせに、ころころ意見を変えやがって……。

「確かに、トラブルに巻き込まれやすいタイプだろうな。おまえ、それもあって鵜沢に手を出させんように、先手を打とうとしたんだろうが。わしが気づかないとでも思ったか？　まあその話はあとだ。さて、芽吹さん。結局のところ、あんたはなにを言いにここにへ来たのかね？」

　話の流れは唐突に戻り、俺は居住まいを正して「アヤカちゃんの件です」と言った。

「今はうちの事務所の人間が預かってますが、周防組できちんと守ってやってください。彼女は警察に目をつけられているし、近く事情聴取されることでしょう。だがその前に、鵜沢組が接触してくる可能性は高いと思います。――アヤカちゃんが警察に洗いざらい喋ってしまえば、彼らの立場は危うくなる」

　だろうな、と周防は頷く。

「また、もうおわかりと思いますが、今回の件で兵頭に落ち度はありません。アヤカちゃんが警察に目をつけられたのは、亡くなった唯子さんと友人関係にあったからで、彼女自身はクスリに手を出してはいない。その点で、兵頭の教育は行き届いています。店の女の子たちはみな、兵頭を信頼しているんです。自分を守ってくれる存在だとわかっている」

「ふむ。だが今回、アヤカは兵頭ではなくきみを頼ったな」

「鵜沢に靡なびきかけていたんです。今さら兵頭には言いにくかったんでしょう」

「なるほど、それもあるだろう。……が、それだけじゃあないはずだ。芽吹さん、あんたには人を惹きつけるなにかがあるんだよ」

　極道の親分に誉められるというのは、喜ぶべきところなのだろうか……微妙である。

「はあ……そうだったら、もっと女にモテるはずだと思うんですが」

　はっはっは、と周防が快活に笑った。

「面白い男だ――たぶん、あんたの色気は男相手のほうが効くだろうな。極道にゃ、お務めの最中にそっちの味をしめてくる人間も少なくない。気をつけたほうがいいぞ」

　一番気をつけなきゃいけない奴が、おたくのナンバー２なんですが……とはちょっと言えない空気だった。










　それから周防は、あの甘味処の抹茶パフェがいかに美味であるか、ひとしきり演説をぶったあとで、アヤカの保護を約束してくれた。明日の朝までには安全な預かり先を確保し、迎え入れてくれるそうだ。

　まずは、ひと安心である。

　俺は礼を言って周防邸を辞した。兵頭は「内々の話がある」のでまだ帰らないそうだ。

　おそらく、いまだに薬物を扱っているらしき鵜沢組との対応策を決めるのであろう。若いのが呼ばれて、他の幹部に招集をかけるよう命じられていた。いくら交渉人といえど、ここから先は嘴くちばしを挟めるはずもない。

「……なあ、伯はく田たさん。聞いていいか？」

「ハイハイ。お教えできる範囲でお答えします」

　運転席から、愛想のいい返事が聞こえる。俺は兵頭のカローラに乗っていた。タクシーで帰るからいいと主張したのに、兵頭がどうしても乗っていけと聞かなかったのだ。

「俺、こっちの業界、まだよくわかってないんだよね。ここの親分さんと、鵜沢の組長って、基本的に仲良しなんだよな？　兄弟分なんだから」

「はい。長いこと、いい関係を保ってきたんですがね。万里雄さんが幹部になってからは、ちょいと距離ができましたかね……」

「なんで？」

「芽吹さんは、兵頭さんと同じ高校だったんですよね？　なら万里雄さんのこともいくらかご存じで？」

「ああ。当時は姓が違ってたけどな」

「万里雄さんは、いわゆる愛人の息子なんですよ。結局、本妻さんに子供ができなかったんで、高校卒業と同時に、鵜沢家の戸籍に入ったんです」

　交差点手前でカローラが停まる。後ろとの車間距離が近い。この大衆車からヤクザが降りてきたら……さぞびっくりするんだろうなあなどと考えてしまった。

「鵜沢組の中じゃ、次のトップを万里雄さんにすることに不満のある連中も多いんです。頭がよくて、金儲けはうまいんですが――人の扱いが、ね」

「へえ。その点、兵頭はどうなんです。女の子にはきゃーきゃー言われてたけど」

「あのお方は――カリスマですわ。あんなオーラを持って生まれたんじゃ、ハリウッドスターかヤクザになるしかありません。たいていの野郎どもは、兵頭さんの前に出りゃあ脚の間に尻しっ尾ぽを巻き込む犬コロになっちまう」

「でも伯田さん、昔あいつをのしたんでしょ？」

「いやいやァ、互角に近かったんですよ」

　信号が青になり、車は発進した。発進も停止も驚くほどなめらかで、伯田の運転技術の高さが窺える。俺は続けて質問をした。

「そういや、鵜沢万里雄の母親はどうしているんです？」

「万里雄さんが十くらいの時に、ふいっといなくなってそれきりと聞いてます」

　母親に捨てられた子供ということか。

　ありがちな話だと言い捨てるのは簡単だが、問題はたぶん、家庭だけではない。家庭という安住の場所を失くした子供たちに、次に安心できる場を与えてやれない社会も考えものだ。

「まあ、そのへんの境遇は、兵頭さんと似てますわな」

「え？」

「……ご存じなかったですか？　こりゃ口が滑っちまったなあ」

「どういうことです、伯田さん。兵頭も子供時分に母親を亡くしてるんですか？」

「ええ」

「いくつの時に？」

　うーんと伯田が弱った声を出す。

「私が喋ったのは内緒ですよ？　どうやら赤ん坊の時らしいです。父親のほうも乳ち飲のみ子ごを施設に預けてそれっきり。だから兵頭さんは施設育ちなんです。憎もうにも親のツラもわからねえ、って……笑いながら言ってましたよ」

　ああ、それで高校を出てすぐ、周防組組長の家に入ったのか。

　知らなかった。

　そんな話、ぜんぜん知らなかった――あたりまえか。兵頭と生い立ちの話なんか、一度もしたことはない。兵頭だって、俺の過去など知らない。

　話していない。肝心なことは、なにもあいつと話していない。

　必要ないと思っていたからだ。どうして俺が兵頭を知る必要がある？　突然再会して、仕事の邪魔をされて、そうかと思えば依頼を持ちかけられて……押し倒されて。

　あいつのことなんか、知りたくない。

　知ってしまえばなにかが変わるような気がして、正直怖い。兵頭をカリスマだと伯田は言ったが、わかる気がする。昔からそうだ。どうしようもなく、目を引く奴だった。

　廊下の端。体育館の隅。校庭の一角。

　なぜだか俺の目は、いつもあいつを容易に見つけた。同じような格好をした高校生の集団の中で、あいつだけが違っていた。あいつの立つ場所だけ、違う風が吹いていた。

　言葉で説明するのは難しい。

　兵頭の両手は自由だった。

　奴の足は好きな場所へ行き、行きたくなければ止まった。

　ヤクザでもないあの頃から独特の威圧感があった。教師も兵頭に対しては強く出られず、周囲に迷惑をかけない限りなにをしても放置という状態だった。

　兵頭が自由な風の中を歩いているとしたら、俺は圧縮袋の中で潰された布団のようなものだった。ぺしゃんこだ。動くどころか息もできない。両親のためにいい成績を取り続けるだけの人生に、俺はいいかげん疲れ果てていた。うんざりしていた。けれど他に、生きる方法を知らなかった。誰かに相談するという方法すら思いつかなかった。

　子供だった。

　身体ばかり大きな、ガキだった。

　もしかしたら――俺は兵頭になりたかったのかもしれない。

　心のどこかで、羨ましかったのかもしれない。

　もちろん今はわかっている。人は、自分以外の誰にもなれない。この足以外で立つことはできず、この目以外でものを見ることはできない。

　俺は、俺でしかいられない。

　深夜の道路は空いており、十五分ほどで事務所に到着した。

　伯田に礼を言って、無人の部屋に帰り着く。冷蔵庫を開けると、さゆりさんのおにぎりと豚とん汁じるが入っていた。ありがたいなあと吐息をつき、シャワーを浴びたあとでいただくことにする。昨晩に引き続き、くたくたに疲れていた。

　疲労は人間の五感を鈍くする。

　いつもの俺ならば感づいていたはずの気配が、わからなかった。

　ヤクザの事務所に行き、組長宅へ行きと緊張が続き、それが終わって気が抜けていたのもあるだろう。さらに言えば、ピザ事件のあと、もっとゴツイのに変えようと思いつつ、鍵がそのままだったのが致命的だった。

　唐突に部屋が暗くなる。

　ブレーカーが落ちた音がかすかに聞こえた。もちろん電気の使いすぎではない。誰かが故意に落としたのだ。

　まずいと思った刹那、頬がひやりとする。

　金属の冷たさだ。俺はゆっくり両手を上げて、抵抗の意思はないと示した。

　怖くないはずがない。心中では金目当ての強盗でありますようにと祈っていた。死ぬのもいやだし、怪け我がもいやだ。この部屋にある現金くらいでカタがつくならありがたい。

「……先輩……」

　笑いを含んだ声に、俺の期待は虚しく散った。

　ナイフを当てているのは、今一番会いたくない相手だ。

「先輩……アヤカちゃん、どこです……？」

　電気が全滅していようと、窓から街の灯あかりが入る。暗さに慣れてくると、俺を背中から抱えてナイフをかざす鵜沢がガラスに映って確認できた。

　ナイフは今や首を狙っていた。こいつだけってことはあるまいと、俺は視線を動かす。戸口にひとり、奥にひとり……両方とも体格のいい男だ。俺が五人いても負けるだろうなあと思う。

「なんで俺にそんなことを聞くんだ？」

　クク、と鵜沢が喉で笑う。

「お惚とぼけはなしで頼みますよ。心配しなくても、俺たちはあの子をどうこうしようっていうんじゃない。だってそうでしょ？　下手な真似したら、自分たちの立場を悪くするだけです。ただ……警察に言っていいことと、黙っててほしいことのレクチャーをしたいと思いましてね」

「つまり、警察に知られたくないことをしてるんだな？」

「そりゃあ、俺たちはヤクザですからねえ」

「どっちにしろ、彼女の居所なんか俺は知らない。兵頭にでも聞いてみるんだな」

「ウーン。あいつ今、周防のオヤジさんのとこだからなあ」

　ぎくりとした。それを知っているならば、俺が今までどこにいたかも知っているわけだ。おそらく尾行されていたのだろう。気がつかない俺も俺だ。

「鵜沢。そのナイフで俺を傷つけたら、どういう事態になるのかわかってるな？」

「えーと、傷害罪ですかね。死ねば殺人罪……あれ、傷害致死かな。このふたつ、どう違うんでしたっけ？」

「殺意があったか否か、だ」

「じゃあ傷害致死だ。俺が先輩を殺したいわけないでしょ？　昔から、大好きなのに」

　左手が、俺のニットを摘み上げる。ちょうど鎖さ骨こつのあたりだ。

「なのにひどいですよ、兵頭とばかり仲良くしてさ」

「おい、なにして――」

　三さん角かく錐すいの形に摘み上げられた生地を、鋭いナイフが裂いた。ああ、お気に入りの一枚が……などと服の心配をしている余裕はない。喉の窪くぼみに直接刃物の冷たさを感じて、背中に汗が滲み出す。

「昔からそうなんですよ、あいつ。俺の邪魔ばっかする……」

「……鵜沢、やめろ」

　今度は左胸の周辺を摘まれた。下のＴシャツも一緒に切り取られ、乳首が露出する。

「な、にしてんだよ……っ」

　指先で摘まれ、コリコリと弄もてあそばれる。全身に鳥肌が立って、思わず声が上擦った。

「おまえ、男の乳首触って楽しいのかよっ」

「楽しいですよ。よだれが出そうだ……先輩の乳首、小さいですね」

「おまえも兵頭と同類か」

「あいつは男だけ。俺は両方いけるクチ。そもそも、最初に先輩をイイなって言いだしたのは俺なのに――兵頭の奴、手ェ出したらコロスとか吐ぬかしやがって」

「……な、なんの話だよ！」

「だから、高校の時ですよ。兵頭さえいなかったら、絶対先輩のバージンいただけてたのに……いつもあいつが邪魔しやがった」

　ナイフは喉のまま、左手が俺の股間を撫でる。暴力だけではなく、レイプの可能性があるのだとわかり、頭からザッと血が引いた。

「アヤカ、どこです？」

「……しら……」

「連れてきたふたりも、先輩みたいな綺麗な男が大好物でね。ああ、ハンディカムもちゃんと用意してあります。俺の言ってる意味、わかりますよね？」

　わかりすぎるほどに、わかる。そりゃあもう、イヤというほどに。

　――落ち着け、落ち着いて考えるんだ。なにか逃げ道があるはずだ。八方塞がりに見える時も、どこかに可能性が残っているはずだ。

　諦めるな。

　俺は必死に自分を励ました。

　考えることを、やめるな。息が止まる寸前まで、考え続けるんだ。

「……わかった。教える」

　俺は深く息を吸って、そう答える。

「嬉しいな」

「ただし、向こうの部屋にしてくれ」

「なんですって？」

「俺はバカじゃないんだぜ、鵜沢。アヤカの居所を言ったところで、結局おまえら、俺を犯やる気だろうが。おまけにそれを録画される……？　冗談じゃない。俺の許容範囲を超えてる。そんな真似されたら、自分でこのビルから飛び降りることになる。どうせ死ぬなら、ここでおまえに刺されても同じだ」

　俺はわざと自分の身体をナイフに近づけた。

　おっと、と反射的に鵜沢がナイフを遠ざける。それでも少しだけ皮膚が切れたが、痛がっている場合ではない。

「向こうの部屋って、どういう意味です？」

「あっちは俺の私室だ。中から鍵もかかる。入っていいのはおまえだけで、撮影はお断りだ」

「俺にだけなら、ヤられてもいいと？」

「……ぎりぎりの譲歩だ。ビデオは撮れないし、残りのふたりはお裾すそ分わけをもらえない。でもおまえに損はないだろ」

　へえ、と鵜沢が笑う。うなじに吐息がかかって気持ち悪い。

「すごいな先輩。へなへなの優等生だったのに、今じゃいっぱしの交渉人ですね。……いいでしょう。俺も快適なベッドの上でたっぷりあんたを可愛がりたい。その代わり、このナイフはそのままですよ」

「いいよ、べつに。ただしアヤカの居場所を言うのは、寝室に入って鍵をかけてからだ」

　俺はゆっくりと私室に向かって歩いた。鵜沢はふたりの手下に「待ってな」と言い残す。

　中に入ると、俺はまず鍵をかける。かんぬきではなく、シリンダー錠だ。この鍵を奪われては話にならない。捨てさせろと要求して、バスルームのトイレで流した。

「自分が出る時、どうするんです？」

「……大家が合鍵を持ってる」

「なるほど。さあ、気が済んだでしょう、先輩。ほら、ベッドに乗って」

　俺はおとなしく従った。ナイフを向けられたまま、自分のシングルベッドに仰ぎょう臥がする。腹のあたりに鵜沢が馬乗りになって、携帯電話を取り出した。

「アヤカは」

「うちの人間が保護してる」

「場所はどこです」

　俺は住所を告げる。これはひとつの賭かけだった。さゆりさんを危険に晒すことはできない……だが、あいつならうまく切り抜ける可能性は高い。

　鵜沢は何者かに電話をかけて、住所を告げた。本当にいたかどうか、ちゃんと連絡しろと言うのも忘れなかった。つまり、俺に残された時間は多くない。

　さあ、考えどころだ。

　鵜沢はナイフを持っているし、腕っ節が俺より強いのも明らかだ。下手を打って、残るふたりがドアを破って侵入してくるのも避けたい。安やす普ぶ請しんなので、不可能ではなかろう。

　チャンスを待つのだ。

　その瞬間まで、耐えることだ。焦ってはいけない。俺は目を閉じた。身体の力を抜いて、諦めと従順を示す。

「おとなしいですね、先輩」

「……殴られながら犯されるのは最悪だろ」

「いくらかは抵抗されたほうが楽しいんだけどなあ」

「なんで俺がおまえを楽しませなきゃならないんだ」

　鵜沢は笑いながら、俺の服をナイフで裂いていく。ピリピリと布を切り裂く音が癇かんに障さわった。革ベルトさえ無惨に切断されてしまう。

　すべて脱がされると、大きな不安感が襲ってきた。

　裸になれば、全身のあらゆる急所も露出する。いやらしい視線と、手のひらに弄まさぐられ、俺は吐き気を噛み殺していた。

　鵜沢が首に残る鬱うっ血けつに触れてくる。

「これ……誰です？」

　俺がなにも答えずにいると、もう片方の手が乳首を強く抓つねった。

「い……っ」

「まさか兵頭じゃないでしょうね？　おいおい、あんたもうヤられちまってんの？」

　鵜沢は俺の腹から下りて、脚の間を陣取る。両腿を高く持ち上げられ、隠しようもない場所を露呈させられた。膝を持ってろと命じられて、殴ってやろうかと思う。それでも俺は耐えた。まだナイフは鵜沢の手の中なのだ。

　鵜沢の指が、尻たぶを押し開く。俺は必死で自分に言い聞かせていた。こんなことは屈辱じゃない。ケツの穴のひとつやふたつ、見せたところで死ぬわけじゃない。肛門科でも受診したと思えばいい。これくらい、俺は平気なんだ――。

「……キュウッて窄すぼんでる。最近使った形跡はないな……ほら先輩、俺がつつくとヒクヒクするのがわかりますか？」

「……うるさ……」

「風呂のあとだったら、舐めてあげたんですけどね。今はちょっとなあ」

「い……いいかげんにしろ！」

「はは、先輩顔が真っ赤ですよ。可愛いなあ」

　鵜沢は一度俺の脚を下ろし、顔を寄せてきた。ねっとりと唇を合わせられ、絶望的な気分になる。お客とキスだけはしたくないという風俗嬢の気持ちがよくわかった。鵜沢の唾液を飲み込みたくなくて、口の端から流し出す。

　さんざん俺の舌を嬲ってから、鵜沢が顔を上げた。

　昏くらく澱よどんだ目をしている。こいつがなにを考えているのか、わからない。

「口を開けな」

　言われて、唇を緩める。

「もっとだよ。歯医者行った時みたいに。ほら、アーン」

　喉元にナイフを突きつけられれば従うしかない。俺は大きく口を開ける。顎がく関かん節せつ症しょう気味なので顎がポキリと乾いた音を立てた。

　鵜沢の顔が歪む。笑ったのかもしれないが、わからない。そして俺の口の中に、唾を吐いた。舌の上にべちゃりと落ちた塊の感覚に、もう少しで叫び出しそうになる。

「飲みな」

　ナイフが喉仏をチクチクとつつく。

「俺のツバ、飲み込みな。あとでザーメンもたっぷり飲ませてやるけど……まずはそいつからだ。ほら……飲めよ。俺の汚ねえツバだ。飲み込め？」

　たぶん俺は呼吸も止めていたと思う。顔色は蒼白だったことだろう。

　それでも、従った。今殴りかかったところで、ナイフが喉を貫くだけだ。俺の理性は、屈辱を抑えつけた。こんなところでキレて、チャンスをふいにすべきではないと判断した。

　胃の中に、鵜沢の唾が落ちる。

　胃が腐る、と思った。

　理屈ではなく、精神がそう叫んでいた。

「よくできました」

　鵜沢はへらへら笑い、今度は俺の両腕を上げさせた。動くなよ、と釘くぎを刺しながら、さきほど切り裂いたＴシャツの布を俺の手首に絡ませ始める。

　俺は慌てて逃げを打つ。縛られたくないからおとなしくしていたのに、これでは意味がない。

「おい……っ、やめろ、抵抗なんかしていないだろ！」

「さっきも言っただろ、抵抗されないとつまんねーんだよ。打算でおとなしくしてるあんたなんか、つまんねえ……本気で嫌がるとこが見たいの。それに、ビジュアル的にクるだろ？　縛られて犯されるって」

　鵜沢が胸にどかりと乗り、呆れるほどの慣れた手つきで交差した両手首を縛り上げられる。抵抗どころか、肺を潰されるようで呼吸もままならない。

「さて、できあがりだ。……いいぜ、先輩。いい顔になってきた。あとで全身可愛がってやるけど――とりあえず俺は腹が減ってんだ。メインからいただく」

　スラックスの前を寛げて、鵜沢が赤黒い自らを出す。もう完全に勃起していた。尻ポケットからゴムを取り出して装着し、舌舐めずりしながら扱しごき上あげる。

「ゼリーつきだから、いくらかは滑ると思うけど……」

「待て……っ。バスルームに軟なん膏こうがあるから……」

「いらねえよ……痛がるあんたが見たいんだ。力んでると裂けちまうぜ、先輩。上手に呼吸して、可愛い声を出しな。そしたら少しくらい優しくしてやるからさ」

「おい、無理だ……俺は……っ……ぐ……あ、あっ……！」

　痛いという言葉だけではとても足りない衝撃だった。

　まださして侵入されていないはずなのに、その部分が出血したのがわかる。限界だった。俺の身体は悲鳴をあげて、理性を忘れて動いてしまう。

　腹筋だけでブンッと起き上がり、頭突きを喰らわせた。ずるりペニスが抜けた。

　鵜沢が呻き、一瞬隙ができる。俺はナイフを探したが、あったはずの場所にない。ベッドの下に落ちてしまったのだ。身体を思い切り捩って、上半身を落とした。手首は縛られているが、指は自由だ。俺はナイフの柄えを握り、右足で鵜沢の脇腹を蹴った。鵜沢がベッドの上で丸くなる。

「……こ、の野郎……」

　砕けそうになる膝を叱咤して、俺は立ち上がった。

「……その携帯を、貸せ」

　ナイフを向けて、要求する。火急の助けを呼ぶ必要があった。俺ひとりでは、これ以上どうしようもない。

「へえ。真っ裸で、脚の間から血を垂れ流して、サツを呼ぶのかよ」

「呼ぶさ。俺は性的暴行を受けた被害者だ」

「ふざけてんじゃねえよ！」

　飛びかかってくる鵜沢を、萎なえかかった俺の脚は避けることができなかった。

　床の上に押し倒されて、またも乗り上げられてしまう。爪が食い込むほどに手を掴まれた。ナイフを奪われたらお終いだ。俺は渾身の力で抵抗を続ける。

「……ぐ……っ」

　鵜沢の左手が、俺の首を絞め始めた。右手は手首を押さえつけ、ナイフを自分に向けないよう制御している。片手とはいえ、喉仏を潰されるように絞められるのは苦しい。

「極道を、なめてんじゃねえぞ……」

「……っ……ぐ……」

「なにが交渉屋だよ……兵頭に取り入って、おいしい仕事回してもらおうってか？　バカだな先輩、俺んとこに来りゃ、稼がせてやったのに……こんなふうに、うんと可愛がって……」

　圧が強くなる。

　げえっ、と蛙かえるの悲鳴のような声が漏れる。苦しくて、目の前が赤く染まるようだ。

　それでもナイフは離さなかった。まだだ。まだ諦めない。俺は口ばかりの非力な男だけれど、希望は捨てない。捨てられない。

　もう少ししたら失神しただろうという時、頭の上でものすごい音がした。

　バリッ、バキッ、ベキベキッ――ドアが、破られたのだ。

　鵜沢が顔を上げ、目を見開く。

　そして吹っ飛んだ。

　誰かが鵜沢の襟首を掴み、文字通りぶん投げたのだ。俺は喉の圧迫がなくなり、激しく咳き込んでいた。頭がくらくらして、周囲がよく見えない。

「へいき？」

　声はわかる。キヨだ。――やっぱり、来てくれた。

　俺が鵜沢に教えたのはキヨの住所だった。当然アヤカはいない。家や捜さがしされたであろうキヨは、俺にトラブルが発生したと気がつき、なんらかの手段を講じる。また、俺よりよほど裏稼業の人間たちに慣れているので、リスクも少ない。

「……あんま、へいきじゃない……」

「どっか、怪我した？」

「――ケツ。半分くらい入れられた気がする……」

「……うん」

　キヨはそれ以上なにも聞かなかった。

　ベッドから毛布を取って、俺の身体を包んでくれる。すぐ近くでバキッ、ベキッと人間を殴る蹴るの音が聞こえる。顔を向けると、兵頭が無言のまま鵜沢をボロ雑巾にしていた。

　ぐったりと動かない身体を蹴り続ける、冷たすぎて、熱い目――。久しぶりに高校の頃の兵頭を見た気がする。俺はキヨに抱かれたまま「……もう、いいだろ」と声をかけた。

「よくない」

　兵頭の返事は短かった。殴おう打だは続き、鵜沢は声すら出ない。手下のふたりが助けに来る様子はなく……おそらく、そこに静かに立っている伯田にのされたのだろう。

「もういいって……そいつを殺す権利があるのは俺だろ……」

「あんたは俺のものだ。だから俺が殺す」

「なら勝手にしろ。長い別荘暮らしになりそうだな。面会には行かないぞ」

　俺の言葉に、兵頭はやっと拳を止めた。

　転がっている鵜沢をもう一蹴りして、こっちにやってくる。屈み込み、キヨにしかめ面で「寄こせ」と言った。俺はモノかよ。

　兵頭の腕に抱えられる。

　なぜだか、抱き締められるのかなと思った。だがそうはならない。俺に余計な負荷をかけないよう、気を遣った抱き方だった。兵頭は俺が見たことのない顔をしていた。足の裏に鋲びょうが刺さったまま歩いている人みたいな顔だ。

　こいつ、泣くんじゃないか。

　ふとそんなことを考えた。

　もちろん、兵頭が涙を流すはずなどなく、くぐもった声が「病院に行くか」と聞いてくる。俺は「いやだ」と答える。医者は事件性のある患者を診みた時、警察に通報する義務がある。確かに暴行事件は起きたのだが、表沙汰にする気はなかった。

　兵頭はわかったと答え、俺を抱えたまま静かに立ち上がって歩きだす。キヨがついてきて、「どこに？」と尋ねた。
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「俺の家だ。少なくとも、ここよりは安全だからな」

「いいの？」

　今度の質問は俺に向けられていた。兵頭に家に連れていかれてもいいのか、という意味である。

　俺は頷く。頷きながら、少しずつ気が遠くなっていった。脳貧血かなにかだと思うが、もう目を開けていることができない。兵頭がなにか言っているのも、聞き取ることができない。

　もう、いいだろ。

　よく頑張ったよ俺は――堅気だってのに、ヤクザ相手によく頑張った。もう、意識を手放してもいいよな？　……いや、今もヤクザの腕の中にいたりするわけだけど……まあ、こいつはしょうがない。どうせ言うことなんか聞きゃしない。

　確かにこのあいだは襲われかけたけど、少なくとも今の俺にそんな無体を働く奴じゃない。

　だから、もういいんだ。

　ちょっと休みたい。休ませてくれ。

　今はこいつのムスクが、そんなに嫌じゃないんだよ。











７






　真っ白い部屋の中で、俺は交渉のテーブルに着いていた。

　きちんとスーツを着て、姿勢よく座って。

　交渉相手はさっきから俯いたまま顔を上げてくれない。背中を丸めて座り、まったくもって覇気がなかった。こんなことで、交渉が成り立つのだろうか。

　――結局、きみの要求はなんなんだ？

　俺の問いに反応はない。

　――きちんと言ってほしい。きみがなにが欲しいのかわからないと、こちらも対応のしようがないんだよ。

　全身だらりとしているかと思っていたのに、テーブルの上に置かれた彼の拳が震えている。ギュッと強く、関節が白くなるほどに、力が籠こもっている。

　――ほら、言って。言ってごらん。

　促すと、彼はやっとか細い声で、知りたいんだ、と言った。

　――知りたいって、なにを？

　――お母さんが、なにを考えているのか、知りたい。

　――そう。それなら、聞けばいいじゃないか。お母さんに聞けばいい。

　――どうやって、聞くの？

　――どうやってって……話をするんだ。対話するんだよ。今、俺たちがこうしているように。

　――お父さんのことも、知りたい。

　続けて、彼は言った。

　――お父さんとも、話せばいいよ。

　俺はそうアドバイスする。

　――素直に、心を開いて、きみの言葉で語ればいいんだ。そんなに難しいことじゃない。いいかい、動物の中で、人間だけが複雑な言葉を使える。時々複雑すぎて、わけがわからなくなる時もあるだろうけど……怖がっちゃだめだ。話し合いは大切だ。話し合うことで、人間は争いを避け、平和を保つことが可能になる。世界のどこかで戦争は今日も起きているけど……でも、俺たちに言葉がなかったら、もっともっと起きていたと思う。

　そう、人間はケダモノだ。根は残酷で、利己主義なケダモノ。もっとも好戦的な霊長類。

　ただし、このケダモノは言葉を喋る。

　ケダモノは自分の気持ちを語る。喜びを語り、悲しみを訴える。時に綴つづり、歌い、それを誰かに伝えようとする。

　どうして伝えようとするのか？

　理解されたいからだ。

　この気持ちをわかってくれる誰かがいると思うからだ。

　自分の気持ちを理解してくれる者を、ケダモノは殺そうとは思わない。共に生きていこうとする。言葉はケダモノを、人間にする。

　――諦めないで、話をするんだ。

　俺は懸命に彼を説得した。

　――でないと、後悔するよ？

　なんだかすごく、気が焦っていた。

　早く……早く彼にウンと言わせないと、間に合わない。手遅れになる。立ち上がって、その薄い肩を掴んでガクガク揺らしてでも説得したい気分だった。大きな不安の雲が俺の頭上に広がり、真っ白な部屋はだんだんと暗くなっていく。

　彼が初めて顔を上げる。よく知った……でもずっと見ていなかった顔。

　――もう遅い。

　彼は言った。射抜くように俺の目を見て。

　――もう遅い。あんたは知ってるはずだ。お母さんも、お父さんも死んだ。だからもう話し合えない。永遠に、話し合えないんだ。

　その時やっと、目の前にいるのが十八歳の自分だと気がつき――闇に沈もうとしている部屋の中で、俺は呆然とした。










「――先輩？　なにを泣いているんです？」

　目を開けると、兵ひょう頭どうが俺を覗き込んでいた。

　切れ長の目にじっと見下ろされていることに、不思議と驚きは感じない。ここはどこで、自分が今どうなっているのか……そんな現実を考えるより早く、俺はごく自然に「夢、見てた」と答えていた。

「泣くほど悲しい夢ですか？」

「悲しいというか……なんだろう。昔の自分に説教された気分かな……」

「説教？　なんて？」

「対話することの、重要性……喉、乾いた」

　ベッドの端に座っていた兵頭が、ペットボトルを渡してくれる。

　俺はゆっくりと上体を起こしてそれを受け取った。ただのミネラルウォーターが、甘かん露ろのように臓ぞう腑ふに染みる。頭の霞かすみが取れ始め、次第に自分の現状が把握できるようになる。

　兵頭のマンションの寝室だ。ぶかぶかのパジャマも、兵頭のものだろう。

　首の皮膚に違和感がある。手で触れると絆ばん創そう膏こうが貼ってあった。額には湿布、他にも腕と脚に湿布が何カ所かある。何時なのだろう。窓はブラインドが下りているが、外が明るいのはわかった。ずいぶん長い間眠っていたようだ。

「アヤカちゃん、どうなった？」

　俺が聞くと、兵頭は「知り合いの女性に預けています」と答えた。

　ワイシャツにもスラックスにも皺がかなり入っている。昨日から着替えていないらしい。

「信頼できる女です。ほとぼりが冷めたら、またうちの店で働く予定になってます」

「そうか……鵜う沢ざわは？」

「殺しました」

「おい」

「……奴のオヤジが回収に来ましたよ。改めて詫びを入れたいそうですが、どうします？」

　ゆっくりと、ノーの方向に首を振る。わかりました、と兵頭が頷いた。それから俺の背中にクッションを入れ、楽な体勢にしてくれた。なんだか今日は甲斐甲斐しい。

　俺はクッションに寄りかかり、しばらくぼんやりしていた。

　この男に話さなくてはいけないことがあるはずなのだが、うまく考えがまとまらない。

「――先輩」

　やがて兵頭が口を開く。

　俺は少しだけ首を動かして兵頭を見る。

「俺のものになれよ」

　いつもの丁寧語をやめた兵頭は、男くさい眉をぎゅっと寄せていた。

「もう限界だ。あんたが視界をうろちょろしてるのに、手を出さないなんて我慢できるはずがないじゃないか。なんであんたはいつもそうなんだ？　高校の時からちっとも変わってない。人が必死に我慢してるってのに、まるきり無防備な顔でのこのこやってくる。こっちが長い時間かけて、抱いた感触をやっと忘れたかと思ったら……三十すぎてるくせに、そんな顔してまた現れる」

　そんな顔って言われても――こればかりは自分ではどうしようもない。

「おまけに、事件屋なんか始めやがって」

「……ネゴ屋」

　あ。自分で言っちゃったよ俺。

　……まあ、事件屋よりはマシか。

「どっちだっていい。あんたは黙って、俺のオンナになればいい」

「よくない」

　きっぱりと突っぱねてやった。

「俺は男だから、オンナにはなれないんだよ」

「そういう意味じゃない。……わかってるんだろ？　俺があんたを守るって言ってんです。あんたがもっと早く俺の言うことを聞いてたら――鵜沢の野郎になんか、指一本触れさせなかったんだ。なのにあんたは、勝手に動いて……」

　俺は無言で、右手を兵頭に向けて伸ばした。

　耳に触れると、兵頭の身体が僅かに揺れる。指先で輪りん郭かくをそっとなぞる。結構でかい耳だなと思った。耳たぶの柔らかさを確認すると、ぷにぷにと気持ちよかった。こいつにもこんなに柔らかい部分があるなんて、なんだか可笑しい。

　耳たぶを摘んだまま、思い切りギュッと引っ張る。

「痛……っ、おい……！」

「おまえな、ヤクザになってずいぶん頭が悪くなったんじゃないのか？」

　ぐいぐいと引っ張りながら続ける。

「俺が守るって言われて喜ぶとでも？　嬉しい、あなたについていくわ、と言うとでも？」

「痛いって！　ピリッて……ピリッていったぞ、おい！」

　俺が耳を離してやると、兵頭は耳を覆い、顔を歪めて「とんでもねえな」と呟く。

「とんでもないのはそっちだろ。だいたいな、おまえは話し合いの基本をわかってない。互いの意見を交換し合い、質問し合い、理解し合うのが正しい話し合いってもんだ。おまえは自分の要求を突きつけるばっかじゃないか」

「ヤクザってのは、ぐだぐだ話し合うより、まず行動なんです」

「つまりスキルがないんだな。なら俺が誘導してやる。俺の質問に答えろ」

　兵頭はハイとは言わなかったが、いやだとも言わない。困ったような、怒ったような顔をしてみせるばかりだ。諾だくと見なして、俺は質問を始める。

「おまえは、俺が欲しいのか？」

「欲しいというか……先輩は俺のものなんですよ」

「そんなこと誰が決めたんだよ」

「俺です」

「……しれっと答えやがって……おまえやっぱり、かなりおかしいぞ。まあ、話を進めよう。つまりおまえは俺を好きなんだな？」

「……」

　おい、ここで黙るな。質問した俺が恥ずかしいじゃないか。

「……ええとだな。俺のものになれだの、俺が守るだの、そういうのはさんざん聞いたけど、もっと根本的なところを一度も聞いてないんだよ。おまえは俺に惚ほれてるわけか？　高校の頃からずーっと、恋してるっていうのか？」

「……そういうことに、なるんですか？」

「俺に聞くな。自分で考えろ」

「そんなこといちいち考えませんよ。とにかく俺は、あんたが他の野郎に触れられるのが許せない。そいつをぶっ殺したくなる。そういうのが恋っていうんなら、そうなんでしょうよ」

　いや、そんな過激な恋はあまり一般的ではないのだが……。

「じゃあ聞きますがね。そっちはどうなんです。先輩は俺のこと、どう思ってるんです。こないだこのベッドで見せた反応からすると、嫌いなだけとは思えませんでしたけど？」

「俺か？　俺は……その……よくわからない」

「へえ、そっちだってわかってないのに、俺だけ追及するんですか？」

「……あんまりわかってないけど、一部わかったこともあるぞ」

「なんです」

「おまえのことが、自分で思っていたより嫌いじゃないのは、わかった」

　兵頭が黙る。

　黙ったまま、俺から視線を外さない。こんなに長く他人から見つめられた経験がなかったので……つい俺のほうが先に目をそらしてしまったほどだ。

　それでも、言葉は続けた。ここで黙ったら、一歩も前に進めない。

「おまえと、こうしてちゃんと話したいと思ったんだよ。嫌いな奴だったら、そんなふうに思わない。話をするっていうのは――俺にとって、すごく大切なことなんだ」

　ただし、その大切さを知ったのはずいぶん遅かった。とっくに成人してからだ。

「俺の母親が、自殺したの知ってるか？」

　兵頭は抑揚のない声で「知ってますよ」と答えた。

「もっとも、知ったのは先輩が卒業してしばらくしてからですけど」

「そう。じゃ、父が死んだのは？」

「……六年前、病死されたと」

　よく調べてあるな、と俺は笑った。

「そう。俺が弁護士に転向したばかりの頃だった。父は法務省ではそれなりの地位にいて……だから表向きは病死ということになってる」

「違ったんですか」

「本当は自殺だ。俺は両親とも、自殺で亡くしたってわけだ」

　母と同じ死に方だった。

　自宅で、首を括って。

　発見者も同じ……つまり、俺だ。

「母の時と違ったのは――遺書が残っていたんだ。短い遺書だった。俺と、もういない母への詫びの手紙だった。すまなかった、本当にすまなかった。おまえたちを愛していたって」

　俺は呆然とした。意味がわからなかった。

　すまなかった？　なにに対して？

　愛していた？　俺と母を？

　それはいったい、どういう愛だったのだ？

「父は完璧主義で、厳格で、プライドが高く、責任感が強かった。笑っている顔なんかほとんど見たことがなかったよ。父の息子である俺は、勉強ができて当然だったし、そうでなければ母の躾しつけがなっていないと責められた。子供の頃から、母がどうして父と結婚したのか不思議でならなかったんだ……だって、ちっとも幸福そうじゃなかったしさ」

　母は苦しんでいた。生きていけないほど。

　父もまた、苦しんでいた。だから死を選んだ。

「――今でも、さっぱり、わからない。両親はいったいなにを苦しんでいたんだろう。なにが死ぬほどにつらかったんだろう。俺はあんなに必死で勉強したのに、両親の要求に応こたえようとしていたのに、それはなんの役にも立たなかった。ふたりの死を止められなかった」

　俯いていた顔を上げる。

　兵頭はいつもと同じ顔で話を聞いていてくれて、俺は少し安心する。

「変だろ。家族なのに、お互いをわかっていなかった。そりゃ家族が完全にわかり合えるとは思っていない。でも、うちは特別わかり合ってなかった。あたりまえだ。会話なんかぜんぜんなかったんだ。三人で食卓を囲むことも、テレビを見ることも、なにかについて話し合う……家族会議っていうの？　そういうのも皆無だった。そもそも父親はほとんど家にいなかったし」

　俺は後悔した。

　ふたりがいなくなって、時間が経つにつれて――後悔は深くなった。交渉人を始めて、いろんな人と知り合い、関わるようになって、どんどん後悔は深度を増す。

「もっと、話すべきだった」

　悔しくて、たまらない。

　言葉を持つ動物として生まれてきたのに、なぜ会話を怠ってしまったのか。耳も口も相手を見つめる目も持っているのに、なぜ使おうとはしなかったのか。

「父と、母と……もっと話し合うべきだった。三人とも、この家はなにかがおかしいって、気がついていたはずなんだ。少なくとも俺はそう感じていた。なのに、見て見ぬふりをした。ただでさえピリピリした家の中に、波風を立てたくなかった。楽なほうに流れた。その結果、親をふたりとも亡くしてしまった」

　今さら嘆いても遅い。それは承知だ。

　承知の上で、俺は嘆き続ける。同じ過ちを繰り返さないために。

「……俺はもう、後悔したくない。だから、兵頭。おまえとも、ちゃんと話し合いたい。おまえのことを好きなのかどうか、俺にはよくわからない。嫌いではない。でも、恋愛感情とは違う気もする。ましておまえのオンナになるとか、おまえに守ってもらうとか、そういうのは御免だ。俺は誰のものにもなりたくない」

「……どういうのなら、いいんです？」

「いや、だから……」

　そう改まって聞かれると困る。どういうのって言われても……。

「俺は先輩が欲しい。好きなのかっていう質問は……正直、そういうふうに考えたことはなくて、ただ、初めてあんたを見た瞬間から、欲しくて欲しくて、たまらなかった」

「おまえスゴイこと言ってるよ？」

　そうですか？　と兵頭が真顔で返す。自覚はないらしい。

「俺は、あんたに関してだけ、自分でもどうかと思うくらい……独占欲が強くなる。十六の時からですからね、我ながらしつこい」

　兵頭は俺の手をそっと取った。どこか遠慮がちな動きに、俺は振り払うのを躊躇ってしまう。

「それでも二度、諦めた――。最初は高校のときです。あんたみたいなボンボンが、俺を相手にするはずはねえってわかっていた。二度目は、卒業式にあんたを抱いたあとだ。一度あんたを味わったら、気が狂ったみたいにもっと欲しくなって……何度あんたのあとをつけたか、何度家の前まで行ったかわからない」

「おい、それって」

「わかってますよ。今で言うストーキングだ。けどそこまでで堪えたのは、あんたに嫌われたくなかったからだ。迷惑になるのはわかってましたからね」

　当時は俺も可愛いげがあったんです、と付け加えて兵頭が自嘲する。

「けど三度目は無理だ。あんたも俺も、もう大人だ。俺はこうして極道者になったが……今じゃあんたも、ある意味ヤバイ仕事に就いた。先輩、あんたはあまりにも、俺の近くに来ちまったんですよ――この街を歩いているだけで、あんたの匂いがしてくるようで、たまらなくなる」

　指の関節をひとつずつ、確かめるように撫でられる。背中にゾクリと小さな震えが生じたことに、俺は内心おおいに戸惑っていた。

「あんたが話がしたいって言うなら……努力しますよ。ベラベラ喋るのはあんまり得意じゃないけど、あんたとなら、悪くないかもしれない。……けど、それだけで我慢しろって言われても、自信はない」

　いや、と自らのセリフを否定して続ける。

「無理です。無理だ。我慢できるはずがない。俺はあんたを――ヤっちまいたい」

「あっ……おい……」

　俺の手が持ち上げられ、指を口に含まれた。薬指だ。一気に根本までしゃぶられて、中指との間を舌がぬるりと擽くすぐる。

　ぞくっ、ときた。

　悪寒ではないことくらい、俺にもわかる。手首がかくかくっと震えて、そこを兵頭がしっかりと固定する。兵頭の舌が、中指に沿って上下する。一度先端まで戻り、軽く咥えられた。

「あ、あ……ッ！」

　強く噛まれて、背中に微電流が走る。爪の上に、前の歯列。指の腹には下の歯列。しっかり挟まれて、一度緩み、次には第一関節を噛まれる。爪がないぶん、ダイレクトに痛い。痛いだけならまだいい。困るのは……痛いのに、気持ちいいことだった。

「兵頭、やめろ」

「なんで。先輩、イイ顔してるのに」

「だからだよ。なんか……ヤバイ。おまえ、ムスクつけすぎなんだよ」

　麝じゃ香こうには興奮作用があると聞く。こいつの纏っている香りは、特に強く作用するようだ。

「なに言ってんですか。もうトワレなんか使ってないですよ」

「……嘘だろ」

「先輩に言われてからやめました。ほら」

　兵頭は俺の手を解放し、その代わりに身体をズイと寄せてくる。優しく抱かれ、俺の鼻先に兵頭の肩口がある。息を吸い込むと――やっぱり、なんともいえず甘くて……いやらしい匂いがするのだ。

「つけてる……」

「つけてませんて。なんか匂うなら、俺の体臭でしょう」

　これが？　兵頭自身の匂いなのか？

「……あんたといると、いつもむらむらしてますからね。フェロモン垂れ流しちまってるかもしれない」

「エロいこと言うな、バカ」

「言いますよ。先輩……あんたも、すげえエロい匂いしてるんですよ。知ってましたか」

「し、知らないよ」

「今もしてる……だめだ、クソ……限界だ」

　はあっ、と熱い吐息が耳元にかかり、次の瞬間には首筋を吸われていた。あちこちに吸いついては離れを繰り返し、兵頭の唇は次第に下へと下りていく。もともと大きすぎるパジャマは、ボタンをふたつ外しただけで、肩から滑り落ちてしまう始末だ。

「……っ、……あ、兵、頭……っ」

　俺はクッションに背を預けたまま、兵頭に乳首を舐められていた。

　両手は自由だ。突き飛ばすなり、髪を引っ張るなり、どうとでも抵抗できる。なのに俺はそうしない。だって――気持ちいいのだ。舌先で乳首を弾かれるのも、音を立てて吸われるのも、前歯で軽く引っかかれるのも……身体が溶とけそうに、いい。

　いいのに、抵抗するなんて――処女じゃあるまいし、恥ずかしくてできない。

　などと、よくわからない男の矜きょう持じを保っていた俺だが、さすがに兵頭が股間に顔を伏せてきた時には慌てた。それは、まずい。それはだめだろう、いくらなんでも。

「き、汚いだろっ」

「べつに。昨日、タオルですみずみまで丁寧に拭きましたよ」

「それでもダメだ、それはダ……」

「しー。居間で伯はく田たが寝てますよ。聞こえてもいいんですか？」

　嘘、だろ。俺は思わず寝室と居間を隔へだてる扉を見た。決して安普請ではないが、大声を出せば当然隣室には聞こえる。

「――っ、は……」

　半分勃ち上がっていた俺のペニスが、ねっとりと熱い粘膜に包まれる。

　パジャマの前たての隙間から取り出され、兵頭に咥えられたのだ。自分が下着を着けていないことに、今頃になって俺は気がついた。昨夜、失神してしまったあと、いったい誰が着替えさせてくれたのか――兵頭と伯田のふたりがかりで世話をしてくれたのだろうか。

「……っ、……んっ……」

　兵頭の口の中で、俺の分身はあっという間に完全成長を遂げた。

　唇の輪で、ゆっくりと扱かれる。緩急をつけられると、それに合わせて俺の呼吸も乱れた。

　もうどうしようもない。自分ではこの快感を止められない。俺は背を強ばらせ、両手でクッションを掴んで喘ぐしかない。

「……どこが好きです？」

　兵頭が一度口を離して聞いた。かろうじて開けた目に、とんでもない光景が映る。ヒクヒク揺れる俺のペニスと、そこに鼻先を寄せている兵頭の顔――俺はもう、発熱しそうだった。

「ここと、ここと、ここ――どこがいい？」

　血管の隆起する胴体部、雁首のくびれ、そして先端の小さな鈴口――それぞれを少しずつ舌先で擽りながら、兵頭が聞いてくる。もちろん俺はそのたびにピクリと震えるばかりで、返事などできるはずもない。

「先輩、話し合うのは大切なんでしょう？」

「バ……バカ、やろ……」

「どこもそんなに好きじゃないんですか？　じゃあ、これは？」

　言葉が終わると同時に、くびれから先だけを含まれて、べろべろと舌で嬲られた。強烈な快楽に俺は息を呑み、兵頭の髪に指を絡めて悶もだえた。それでも声だけは我慢しなければと唇を噛み、抑えきれない喘ぎは鼻から甘ったるい音になって漏れる。先端部への集中砲火はしばらく続き、俺の身体はずりずりと落ちていって、やがてほとんどベッドに仰ぎょう臥がしていた。

　兵頭が身体を起こし、どうしようもなく力の抜けた俺を見下ろす。

「……くそ。あんたが今どんな顔してるか、見せてやりたい」

「……そ、んなに……エロい顔してるか……？」

「丸ごと口の中に入れて、べろべろ舐めて溶かしちまいたい」

「……兵頭」

「なんです」

　俺は両腕を伸ばして、兵頭の首に回した。引き寄せて、口づけをねだる。ここまできて、カマトトぶっても仕方ない。今俺は、兵頭に抱かれてめろめろになっている。こいつのことが好きなのかどうか、それはやっぱりわからないわけだが、気持ちいいのは間違いない。昨晩、鵜沢に触れられて穢けがれた身体を、兵頭の匂いと口づけで清めてほしかった。

　兵頭は、かなぐり捨てるように眼鏡を取った。

　俺を強く抱き締め、乱暴ではないが深く激しいキスをくれた。

「先輩……先輩……」

　キスの合間に、兵頭は何度も俺を呼ぶ。自分の猛ったものを擦りつけ、腰をぐりぐり回され、俺のほうもおかしくなりそうなほどにいい。

　やばい。こんなにいいんじゃ、このあと女の子とできなくなっちまう。

「……えっ……？」

　下半身のパジャマを、一気に抜き取られる。

　瞬間技かという速さで、両脚を持ち上げられ、兵頭の舌がとんでもない場所に触れた。

「ひ、あ――ッ！」

　今度ばかりは声を殺せなかった。

　鵜沢に傷つけられた襞ひだを、兵頭の舌がなぞる。ピリッと走った痛みより、あんな場所を舐められているという事実に俺は動揺した。女の子の性器とは違うのだ。

「や……やめ……い、いやだ……っ」

「……乱暴は、しないから……力、抜いてろ……」

「く、う……あ、あ……そ……んな、の……」

　尖らせた舌が、内部にまで入り込む。くちゃりと音がして、尾びてい骨こつに向かって兵頭の唾液が流れたのがわかった。そこに生まれているのが快感なのかどうかすらわからず、身体はヒクヒクと震え、吐息は乱れる。

　兵頭の顔がやっとそこから離れる。けれどまだ身体を起こさない。俺のそこをじっくり観察するように見つめながら、たっぷり濡らした場所に、指を沈めていく。

「あ……あ……あ……ッ」

　痛みはないが、恐怖があった。俺の身体は硬くなり、微細な筋肉の集まるその部分もきつく収縮する。かえって兵頭の指をリアルに感じる羽目になり、戸惑うしかない。

「怖がらなくていい……これ以上はしないから」

「う……あ、それ……抜いて、くれ……っ」

「だめだ」

「兵……あ、あッ！」
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　クンッと軽く押されただけで、飛び跳ねるほどに感じる場所がある。

　それがどういう場所なのか、そりゃ知識としては知っていた。だがもちろん自分で触れる機会もなく、そういうサービスのある風俗へ行ったこともなく……言ってみれば、俺のそこは処女地だったのだ。

「ひ、うっ、……ま……待ってく……」

　そこへの刺激を続けながら、兵頭は再び俺の屹立を含んだ。

　身体の中に、今まで体験したことのない感覚がぶわっと湧く。

　指先が小刻みに震えて、口は開きっぱなしになってしまう。不安になるほどの大きな悦楽に揺さぶられて、俺はいつのまにかクッションをひとつ抱き締めていた。その端を噛むことでなんとか声は堪えていたが、呼吸と共に漏れる喘ぎまでは消せなかった。

　たまらない場所を擦られながら、先端をぐりぐりと苛いじめられる。

「も……も……っ、兵頭……ッ」

　情けない涙声が出たが、恥じ入る余裕などない。

　身体中に快楽という名の小さな粒がつまって、ぱんぱんに膨れている感じだ。

　もう弾けてしまいたい。全身を浸すせつなさを、なんとかしたい。

　その一心で俺は何度も兵頭の名を呼んだ。途中で兵頭は俺の抱えているクッションに気づき、それをどけさせて、代わりに自分の手を握らせる。

　俺の右手は兵頭の左手をしっかり掴み、左手は少し癖のある黒髪を握り込んでいた。

「あ……あああ、あ……っ……も、だ……ッ」

　絶妙なタイミングで、兵頭は俺を強く吸引した。

　解放の瞬間だ。それは解体の瞬間でもあった。

　俺は生まれて初めて、身体がバラバラになるほどの射精感というものを味わった。短い間だが、バラバラになったまま宙を漂う浮遊感があり、次にはドンと落下していく。

　落ちても、まだ自分がバラバラのままに思える。俺の手はどこだ……足は、どこだ？

「……先輩……」

　兵頭の声を聞いて、やっと身体が再構成される。

　優しく抱き寄せられ、脱力しきった身体を任せた。

　顔が寄せられる気配に、俺は閉じていた目を開ける。兵頭の顔がすぐ近くにある。ああ、やっちまった……ヤクザとやっちゃったよ俺……。

　そうは思ったが、べつに後悔はしていなかった。減るもんじゃあるまいし、こんな日だって人生にはあるさ。

「……おまえ、それどうすんの？」

　呼吸が整った頃、俺は掠れ声で聞いた。それ、というのは言わずもがな、いきりたっている兵頭のイチモツのことである。

「先輩が寝たら、寝顔で抜きます」

「うわ、情けねえ」

「そういうこと言ってると、寝顔に顔射しますよ」

「おまえね……言っとくけど、あれだぞ。俺はケツは貸せないぞ」

「自分がすっきりした途端にそれですか」

「痛いのはいやなんだよ。切きれ痔ぢになるのもいやだ」

「そのうち突っ込んでほしくて、俺におねだりするようになります」

「死んでもないね」

　それは今後のお楽しみですよ――眼鏡をかけていない兵頭がにやにや笑う。乱れた前髪のせいでいつもより若く感じられた。間近な表情に高校生の頃の面影を見つけ、俺はしばらく前から抱いていた疑問をぶつけてみる。

「兵頭、おまえが俺に専属の交渉人を依頼した本当の理由はなんなんだ？」

「あんたがウチの組と関わるのを徹底的に嫌ったからですよ。それでも連れ回してりゃ、勝手に誤解してくれる連中は多い」

「汚ねえ……」

「あとは鵜沢に圧力かけとくだけだったのに……あんたがアヤカを隠したりするから」

「頼られたら、放っておけないだろ」

「その義理堅さはヤクザ向きですよ」

　冗談でもやめろと、兵頭の頭に一発食らわせようとしたのだが、簡単に阻はばまれてしまう。俺はついでに、もうひとつの気になっていたことを尋ねる。

「……あとさ、おまえが高校の頃、馬ば場ばと連んでたのって……」

「あんたに手を出されないように」

「……やっぱそうだった？」

「のんきな人だ。俺がいなかったら、先輩はとっくに奴の餌食です」

「結局は卒業式におまえにやられちまったけどな」

「……謝りませんよ。いい匂いさせてのこのこ現れたあんたが悪い」

「ケダモノめ」

「ケダモノです。ケダモノが餌を喰くらっても、罪にはならないでしょう？」

「俺はおまえの餌じゃない」

　ではなんなのかと聞かれても困る。自分でもよくわかっていないのだ。

　俺は兵頭のなんなのだ？　先輩なんてのはただの呼び名であり、そんな役割は最初から果たしていない。かといって友人でもなければ、ましてや恋人になったつもりもない。

　兵頭は体勢を変え、俺の頭を自分の胸に乗せるように抱き直した。

　なんか、変な感じだ。

　こんなふうに女の子を抱いたことは何度かあるが、されたことはない。心臓の音がすごく近いんだなと初めて知った。

「あと一日、契約が残ってるな……」

　抱かれたまま呟くと「あんたの頭は仕事のことだけですか」と呆れられる。

「その身体でなにするってんです。今日のあんたの仕事はここで寝てることだ」

「そりゃ楽でいいけど、ちっとヒマだな……兵頭。おまえの話をしろよ」

「俺の？」

「そう。今度はおまえだ。おまえのこと、ほとんど知らないんだよ、俺。これだけ俺に絡むなら、おまえも自分の話をする義務がある。俺が眠くなるまで、話して聞かせろ」

　あんまり楽しい話はないんですよ――兵頭が珍しく困った声を出す。

　いいんだよ、楽しい話じゃなくても。

　大切なのはおまえが話してくれるってことなんだから。

　そして俺がそれを、聞いてるってことなんだから。











終章






「でもね、私この化粧水、二日だけ使っちゃったの……。ほら、こういうものって、一度開けたらもう売り物にならないでしょう？　だからクーリングオフは無理なんじゃないかって」

　そう語る依頼人は、五十歳前後のおっとりとした婦人だった。

　訪問販売員が「ぜひ試してみてくださいよ」と置いていった高級化粧品セット、しめて九万七千円なり。やっぱりこんなに高いのは使い続けられないし、と返品を申し出たのだが、業者が受け入れてくれないというのだ。芽め吹ぶきネゴオフィスでは、この手の相談事も受け付けている。

「大丈夫ですよ、奥さん」

　紀き宵よいは近くのデスクでパソコンを操作しながら、婦人と芽吹のやりとりに耳を傾けていた。

　芽吹は法律に明るい。

　もともとが法律家だったので当然なのだが、今まで紀宵の身近にはそういう人物がいなかった。だから芽吹の話は新鮮で興味深い。

「確かに、化粧品は政令指定商品といって、使ったらクーリングオフできないものです。ただし、これには条件があるんですよ」

　手製のわかりやすいパンフレットを使い、芽吹が説明を始める。

「まず、交付された書面に『使用するとクーリングオフできなくなる』との記載があること。これはどうですか？」

「ええ、そう書いてあったわ」

「それから、消費者が、購入後自ヽ分ヽかヽらヽ使用していること。これは？」

　婦人はううん、と首を傾げ「買うとは言ってないの。ぜひ使ってみてくださいって、置いていってしまったので……」と返事をする。

「ああ、それならクーリングオフできます。今回の場合、奥さんは化粧品を買っていないんです。試用……試すほうの試用、ね。試用しただけなんですよ」

「でも、試供品じゃないのよ？」

「そんなこと奥さんが心配する必要はありませんよ。販売員が『試してみてください』って言ったから、試しただけ。で、試したけど不要だと判断した。当然返品できます。支払いの責任もありません」

　そうなの、と婦人は安堵した顔を見せる。

　そのタイミングでさゆりさんが「どうぞ」と日本茶を出した。桜さくら餅もちが添えられている。

「お嫌いじゃありません？」

「まあ、嬉しい。大好きです。もう春ですものねえ」

　婦人の顔が綻んだ。そう、もう春だ。カレンダーは弥生やよいも半ばである。

　桜餅とお茶はちゃんと紀宵のところにも運ばれてきた。

「……りがと」

「はいよ」

　頷くだけのお礼は、芽吹はともかくさゆりさんには通用しない。小さくてもちゃんと声に出して言いなさいと、紀宵はよく叱られる。口うるさい人だけれど、本当のおばあちゃんみたいで大好きだ。

「……でもね、販売員の人、今日の三時に正式な書類を持ってうちに来る予定になってるの。その場になったら、あたしちゃんと断れるかしら……それも心配で……」

「昼間はおひとりなんですか？」

「ええ、主人はいつも遅いのよ」

「うーん、本来なら私が行きたいところなんですが、今日はこのあとも予定が詰まってるんですよね……どうしようかな」

　芽吹が迷っていると、事務所の扉がおもむろに開いた。

　会釈して顔を出したのは、近隣の相撲部屋、荒あら浪なみ部べ屋やの花はな吹ふ雪ぶきだ。どでかい鏡かがみ餅もちのような身体が入り口をみっしり塞いでいる。

「ちわース。お邪魔しまス」

　のしのしと、勝手知ったる顔で入ってくる。地元の前まえ橋ばしではいわゆるヤンキーだったこの力士は、入門して半年ほど経ったある日、往来で派手なケンカ沙汰を起こした。たまたま通りかかった芽吹が止めに入ったのだが、ぶん投げられて頭部を四針縫う怪我を負ってしまったのだ。

　芽吹は頭からダラダラ血を流しながらそれでも立ち上がり、

　――人に暴力を振るうしか能がないなら、そのブヨブヨした身体なんか肉屋に売っちまえ！

　そう啖たん呵かを切ったそうだ。

「芽吹さん、あの、親方から差し入れっス」

「おお、なに？　やった、甘栗！　俺、大好物！」

　子供のように喜んで甘栗の袋を受け取り、芽吹は「あ」となにか思いついた顔をする。

「花吹雪さ、これから用事あるか？」

「や、今日は午後の稽古は休みス」

「じゃあ、ひとつ頼まれてくれないかな」

「ウス。なんでも言ってください」

　芽吹は未成年だった花吹雪を庇い、病院では自分で転んで頭を切ったと言い張った。以来、花吹雪は稽古に精進するようになり、芽吹のことをとても信頼して、時には相談事を持ちかけてくる。荒浪部屋の親方も、芽吹には一目も二目も置いている様子だ。

　芽吹は人に好かれる。

　それは世渡りの巧うまさだとか、愛想のよさというより、この男がいつも誰かのために懸命になっているからだろう。どうして交渉人という商売を始めたのかは知らないが、少なくとも芽吹は誰かの……たいがいは弱い立場にある人の、役に立つのが好きなのだ。

　――弱いってのは、実はすごいことなんだぜ、キヨ。

　以前、芽吹が言っていた。

　――固い殻を纏ったり、優れた擬ぎ態たい能力があったり、俊敏だったり、頭がよかったり……生き物の世界じゃ弱い奴ほど工夫してる。自分を守る術すべを身につけてる。弱い奴にしか持てない強さっていうのがあるんだ。だから俺は、弱い自分を恥じたりはしない。

　紀宵から見れば芽吹はちっとも弱い人間ではないのだが、芽吹自身の認識は違うらしい。いずれにせよ、彼はこれからも弱者の味方をし続けるのだろう。

　芽吹は婦人に花吹雪を紹介し、販売員の来る時間、この力士を家に置いておくのはどうだろうかと持ちかけた。

「なんか適当に……たとえば、甥っ子なんです、よく遊びに来るんですとか」

「まあ……こんな立派な体格のお相撲取りさんがいらしてくれれば……それはとても心強いわ」

「でしょう？　たぶん販売員も、かるーくビビると思うんですよね。花吹雪も、人さまの役に立てるのは嬉しいだろ？」

「ウス。ごっちゃんです」

　話はまとまり、婦人は花吹雪と一緒に帰っていった。芽吹は「よかったよかった」と言いながら、さっそく甘栗をパキリと剥いて食べている。さゆりさんに「汚さないでくださいよ、所長」と釘を刺され、慌ててデスクの上にティッシュを広げていた。

　壁の時計は二時を指そうとしていた。午前中は来客が途絶えず、昼食を摂とれたのはさゆりさんだけだ。紀宵は弁当でも買ってこようかなと席を立つ。

　芽吹にもなにか必要かと聞こうとした矢先、携帯電話が鳴った。紀宵ではなく、芽吹のだ。

　液晶を確認して、芽吹が微妙な顔をする。

　嬉しいと迷惑と困惑と期待と――そんなものが全部混じった表情だ。少しばかり躊躇ったのち、あえて素っ気ない調子で「もしもし」と電話に出た。

「……ああ……うん。いや、まだだけど。……まあ、そこそこ減ってる……え？　今？　もう来てんのか？　……は？　はあ？　なに言ってんの。アホか。俺は誰のモンでもないって、何度言ったら……」

　そこで言葉を止めてケホンと咳払いをした。

　べつに照れなくていいのに。

　これだけしじゅう電話があって、三日に一度はここにも現れ、用もないのにお茶だけ飲んで帰っていくのだ。もうバレバレである。さゆりさんに対しては礼儀正しいあたり、ツボを心得ている男といえる。

「……寿司？　いいけど、あんま時間ないぞ。回転寿司でいいじゃん。……は？　おまえね、最近は回転寿司もうまいんだぞ。バカにしたもんじゃないぞ。それに、楽しいじゃないか。……え？　だから、回ってるとこが、だよ。……うるさいな、俺は自分の金で、分相応なものが食べたいの。回転寿司で文句があるなら、おまえと昼飯は食わない！」

「……わかりましたよ先輩。回転寿司でいいです」

　入り口から、ため息混じりの声が聞こえる。

　泣く子も黙る周す防おう組ぐみの若頭が、携帯電話を耳に当てながら芽吹を見ていた。電話をしながらすでに階段を上っていたようだ。芽吹はちょっとだけ驚いた顔をしたが、すぐにフンと鼻を鳴らし、わかればいいんだよという顔で携帯を切る。そして上着を手に立ち上がると、元気よく「行くぞ！　ウニを食うぞ！」と宣言した。

　背中を並べて歩くふたりの間に、小さなものがひらりと舞うのを紀宵は見つけた。

　桜だ。兵ひょう頭どうのスーツについてきたのだろう。

　東京も咲き始めたと、今朝のニュースで言っていた。




　花びらはしばらく迷うように空くうを漂い、今度は芽吹の腕にそっと寄り添った。
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